
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１　図と書しょ館かんでの不ふ思し議ぎな出で会あい









「あー、涼すずしい……！」

　わたし──佐さ々さ木き理り花かは、市し立りつ図と書しょ館かんの自じ動どうドアをくぐり抜ぬけると、そうつぶやいて大おおきく深しん呼こ吸きゅうをした。

　エアコンで冷ひやされた空くう気きが胸むねに入はいると、汗あせがすうっと引ひいていくのがわかってすごく気き持もちがいい。

「夏なつだねえ」

　パパもハンカチで額ひたいの汗あせを拭ふきながら言いう。

　窓まどから外そとを見みると、七月がつに入はいったばっかりの空そらはカラッと晴はれている。

　この頃ごろずっと空そらはどんよりしていたから、きれいな青あお空ぞらを見みるのは久ひさしぶりだ。

　そういえばそろそろ梅つ雨ゆ明あけだって、朝あさのニュースで言いっていたような気きがする。

「この暑あつさじゃあ、外そとでの運うん動どうも心しん配ぱいだなあ。そらくん、大だい丈じょう夫ぶかなあ。野や球きゅうの練れん習しゅうって言いってただろう？」

　わたしはうなずいた。

　そらくん──広ひろ瀬せ蒼そ空らくんは、わたしのクラスメイトで、最さい近きん一いっ緒しょにお菓か子し作づくりをするようになった男おとこの子こだ。

　そらくんはパティシエになることを目め指ざして修しゅ業ぎょうをしているんだけど、わたしはそのお手て伝つだいを『実じっ験けん』として一いっ緒しょにやっているんだ！

　といっても、ここひと月つきくらいは、そらくんが野や球きゅうの大たい会かいで勝かち進すすんだものだから、あんまり修しゅ業ぎょうは進すすんでいない。そらくんって、ピッチャーだからどうしてもお休やすみできないんだって。

　だけど大たい会かいが終おわって──今日きょうは、久ひさ々びさに練れん習しゅうだけの日ひだから、午ご後ごからわたしの家うちにある『実じっ験けん室しつ』にやってくる予よ定ていなんだ。

　……あぁ、楽たのしみだなあ！

　空そらを見みつめたまま、思おもわずにんまりしてしまう。

「じゃあ、理り花か。パパは二階かいに行いってくるから。後あとで迎むかえにくるよ。借かりたい本ほんがあったら選えらんでおいて！」

「うん。わかった」

　うなずくと、パパはいそいそと専せん門もん書しょコーナーがある二階かいへ階かい段だんを登のぼって行いった。

　パパは大だい学がくで科か学がくを教おしえている理り学がく博はく士しなんだ。

　だから、科か学がくが大だい好すき。

　家うちにない専せん門もん的てきな資し料りょうが欲ほしいって今日きょうは図と書しょ館かんにやって来きている。

　行いく？　って聞きかれたから、わたしもついてきたんだ。

　パパの影えい響きょうで、わたしも科か学がく──理り科かが大だい好すきだから！

　この市し立りつ図と書しょ館かんは、学がっ校こうの裏うらにあるんだけれど、一階かいに一いっ般ぱん書しょや児じ童どう書しょや図ず鑑かんがたくさん置おいてあるんだ。

　理り科かがキライになっていたときはあんまり来こなかったから、本ほん当とうに久ひさしぶりでワクワクしてしまう。

　家うちにない本ほんがたくさんあって、どれだけたくさんの本ほんがあるんだろうってびっくりしちゃう。

　わたしはウキウキと図ず鑑かんを選えらびながら奥おくへと進すすんだ。

　全ぜん部ぶ借かりるのはムリだから、気きになるものはここで読よんでしまうのだ。

　そして、気きになる情じょう報ほうがあったらメモをしておくんだ。

　わたしは手てに持もった実じっ験けんノートを見みる。

　このノートには理り科かの情じょう報ほうがたくさん書かきこんである。そのデータが後あとになって役やくに立たったりするんだけど、前まえにお菓か子しを作つくったときも何なん度ども助たすけられたんだ。

　もちろん、そらくんとやったお菓か子し作づくりについても細こまかく書かいてある。

　どうやったら失しっ敗ぱいして、何なにが原げん因いんだったのか。そして、どうやったら成せい功こうして、それは何なにが良よかったのか。

　そんな情じょう報ほうが、いつか、わたしの目もく標ひょう──『究きゅう極きょくの実じっ験けん』に役やく立だったらいいな、って思おもってる。

「えーっと、これは読よんだことがあるから……次つぎは児じ童どう書しょコーナーにも行いってみようっと」

　いくつかピックアップして、ほくほくと閲えつ覧らんコーナーへと向むかう。

　だけどお料りょう理りの本ほんが置おいてあるエリアを通とおりかかったとき、足あしが止とまった。

「料りょう理りかあ……」

　家いえでそんなにたくさんお手て伝つだいをしていないのもあって、わたし、実じつはお料りょう理りにはあんまり興きょう味みがなかったんだ。

　だけど、そらくんとお菓か子し作づくりをはじめてからは、ちょっとだけ興きょう味みがわいた。だって料りょう理りって、本ほん当とうに実じっ験けんにそっくりなんだよ！

　おいしそうなお菓か子しの写しゃ真しんがのった雑ざっ誌しの表ひょう紙しを、右みぎから左ひだりにニコニコしながらながめていると、

「……ん？」

　ちらっと視し界かいの上うえの方ほうに何なにか気きになるものが映うつった気きがして、わたしは視し線せんを上うえに向むけた。

　雑ざっ誌しのコーナーの上うえにはずらりと本ほんの背せ表びょう紙しが並ならんでいる。

　分ぶ厚あつくてちょっとムズカシそうな料りょう理りの本ほん。

　プロ用ようなのかな、そんなことを考かんがえて見みていると、わたしの目めにある言こと葉ばが飛とび込こんできた。

「あ」

　それは、わたしの大だい好すきな『理り科か』という言こと葉ばだった。

　だからちょっと気きになってしまったらしい。まるで目めにセンサーがついてるみたいで、笑わらってしまう。

　下したから見み上あげると、棚たなに隠かくれてタイトルが全ぜん部ぶ見みえない。だけど確たしかに理り科かって書かいてある。

「でも料りょう理りのコーナーなのに、なんでだろう？」

　上うえから二段だん目め。ギリギリ手てが届とどくか届とどかないかのところにその本ほんはあった。背せ伸のびをするとようやく本ほんに手てが届とどいた。

「『理り科かと料りょう理りの美お味いしい関かん係けい』……？」

　タイトルを一ひと目め見みて、借かりたいって思おもった。

　だって、料りょう理りと科か学がくの本ほんだよ……？

　パティシエのそらくんのおじいちゃんも、理り学がく博はく士しのわたしのパパも「料りょう理りは科か学がくだ」って言いってたのを思おもい出だした。

　パラリとめくると、絵えや図ずがたくさんですごく面おも白しろそうだった。

「あ……でもふりがながない……」

　わたしは顔かおをしかめる。

　これ、読よむのはちょっと大たい変へんかもしれないな。

　だけどわたしはその本ほんをギュッと抱だきしめる。ムズカシイ漢かん字じは辞じ書しょで調しらべればいいし、やっぱり借かりようって思おもったのだ。

　とそのとき。

「君きみ、理り科かが好すきなの？」

　後うしろから声こえがかかった。

　静しずかで透すき通とおった声こえに振ふり返かえると、そこには一人ひとりの男おとこの子こ。

　さらさらの髪かみ。スッとした三み日か月づき形がたの眉まゆ毛げ。メガネの奥おくの目めは猫ねこに似にていてちょっとだけ吊つり上あがっている。
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　レンズ越ごしに澄すんだきれいな目めと目めがあって、わたしはどきんとする。

　背せはわたしと同おなじくらいだけど歳としは上うえに見みえる。それはまとうフンイキが大人おとなっぽいからだ。

　この辺へんでは見みかけない子こだった。

　え？　誰だれ？

　理り科かが、好すき？

　初しょ対たい面めんなのにどうしてそんなことを聞きくんだろう。

　そう思おもって目めを瞬またたかせていると、男おとこの子こはクスリと笑わらった。

「これ、君きみのだろう？　──佐さ々さ木き理り花かちゃん」

　男おとこの子こが差さし出だしたのはわたしの実じっ験けんノートだった。

　えっ、あれ!?　落おとしちゃった!?

「そこに落おちてたんだ。理り花かちゃんって、何なん年ねん生せい？」

　名な前まえで呼よばれて、かあっと赤あかくなる。

　ノートには名な前まえが書かいてあったから、それを見みただけなんだろうけれど、なんていうか、男おとこの子こに名な前まえを呼よばれるのって慣なれないよ！

　そらくんに呼よばれるのにもようやく慣なれてきたくらいなんだよ～！

「ご、五年ねん生せい……」

　そう答こたえると、ドギマギしながら受うけ取とる。

　だけどふと不ふ思し議ぎに思おもった。

「どうしてわたしのだって……」

　名な前まえが書かいてあっても、わたしが佐さ々さ木き理り花かだと知しらなかったら、持もち主ぬしだってわからないと思おもうんだ。

　なのに妙みょうに自じ信しん満まん々まんで、正せい解かいだと確かく信しんしてる感かんじだった。

　すると、男おとこの子こは言いった。

「このノートを持もっていそうな子こは君きみしかいなかったから」

　そして、わたしの腕うでの中なかの本ほんや図ず鑑かんの一いち番ばん上うえにあった『理り科かと料りょう理りの美お味いしい関かん係けい』を指ゆびさしたのだ。

　あ、なるほど！

　ふと男おとこの子この腕うでの中なかにある本ほんに目めがいく。

　あれ？　なんだか見みたことが──。

　ハッとしたわたしは思おもわず言いった。

「元げん素そ図ず鑑かんだ！　うちにもあるよ、それ」

　すると男おとこの子こがうれしそうに目めを丸まるくした。

「へえ、家いえに？　それは、すごいな」

「すっごく面おも白しろいよ、それ」

　思おもわず力りき説せつしてしまう。だって、同おなじくらいの歳としの子こで、その本ほんに興きょう味みを持もつ子こなんて初はじめて見みたんだ！

「うん。ちょっとだけ読よんだ。理り花かちゃんはどの元げん素そが面おも白しろかった？」

　ふわりと笑わらうと男おとこの子こはたずねた。

「う、うーんと、例たとえば『炭たん素そ』とか。ダイヤモンドと鉛えん筆ぴつの芯しんが一いっ緒しょの元げん素そなんだよね。全ぜん然ぜんちがうのに」

「僕ぼくは『銅どう』が面おも白しろかったな」

「あ、電でん気きを通とおしやすくて電でん線せんに使つかわれてるってところでしょ！」

　興こう奮ふんして、わたしの声こえがちょっと大おおきくなったとき、

「しー！」

　と係かかりの人ひとが口くちの前まえに人ひと差さし指ゆびを立たててこちらを見みた。

　あ、図と書しょ館かんではお静しずかに！　だった！

「ごめんなさ～い……」

　思おもわず小ちいさくなると男おとこの子こがクスクス笑わらった。

　とそのとき、階かい段だんからパパが降おりてきた。

「あ、理り花か。そろそろ家いえに帰かえるよ。本ほんは選えらんだかな？」

「パパ」

　パパはにっこりと笑わらったあと、隣となりの男おとこの子こを見みた。

「その子こは？　同おなじ学がっ校こうの子こ？」

　パパは窓まどから見みえる学がっ校こうを指ゆびさす。

「えっと」

　そういえば名な前まえも知しらないままだ。

　だけど、男おとこの子こはなぜかちょっとうれしそうに笑わらっただけ。

「じゃあ、またね。佐さ々さ木き理り花かちゃん」

　ぺこり、と頭あたまを下さげると男おとこの子こは去さっていく。

　またねって……会あえるかどうかもわかんないのに。

　あぁ、もうちょっと話はなしてみたかったな。あんな話はなし、同おなじくらいの歳としの子ことしたことなかったし。

　ちょっと惜おしく思おもったけれど。

　あ、でもそらくんが待まってるんだった！

　思おもい出だしたわたしは、いそいそとパパについていく。








２　もしも究きゅう極きょくの菓か子しが作つくれたら









「理り花か！　久ひさしぶり～！」

　元げん気きな声こえが実じっ験けん室しつにひびきわたる。声こえの主ぬしは、そらくんだ。

　キリッとした眉まゆの下したで大おおきな目めがキラキラしてて、お日ひ様さまみたいに眩まぶしく感かんじてしまう。今日きょうの晴はれた青あお空ぞらがぴったりのさわやか男だん子しだ。

「野や球きゅうはどうだった？　暑あつかった？」

　わたしがたずねるとそらくんはカラッと笑わらった。

「んー、このくらい真ま夏なつに比くらべたら全ぜん然ぜん平へい気き──ってそれよりさ！　相そう談だんがあるんだけど」

　え、いきなり!?

　わたしがたじろぐと、真しん剣けんな目めをしたそらくんはぐい、と顔かおをわたしに寄よせてきた。

　うわあああ！

　いつも思おもうんだけど、そらくん、お願ねがい事ごとがある時ときってキョリが近ちかいんだよ～！

　たぶん夢む中ちゅうなんだろうけど、きれいな顔かおが近ちかくに来くるとものすごくドキドキするからやめて欲ほしい！

「え、えっと、相そう談だんって何なに？」

　少すこしのけぞりながらたずねると、そらくんは言いった。

「それがさ！　じいちゃんが『幻まぼろしの菓か子し』のレシピ、教おしえてくれるって言いったんだ！」

「えええ!?」

　わたしはのけぞっていた体からだを戻もどして、そらくんの方ほうへと身みを乗のり出だした。

「幻まぼろしの菓か子しはないって言いってたよね？」

「前まえに新あたらしいスタッフが来きたって言いったろ？　その人ひと、叶かのうさんっていうんだけど、歓かん迎げい会かいをしたときにじいちゃんに向むかって言いったんだ。『幻まぼろしの菓か子しなんてウソでしょう？　大おお袈げ裟さに言いってるだけで本ほん当とうはないんでしょう』って。おれメッチャびっくりしてさ！　だってあのじいちゃんにそんなこと言いった人ひととか初はじめて見みたし！」

　想そう像ぞうしてわたしもびっくりした。だってあの怖こわそうなおじいちゃんにウソつきとか……言いえないって！

　そらくんはわたしの反はん応のうを見みると満まん足ぞくそうに続つづけた。

「だからじいちゃん──酒さけ飲のんで酔よっぱらってたからかもだけど──ムッとしてさあ。いつもは『そんなものはない！』って言いい張はるくせに、『ある』って言いっちまったんだよ」

「ええ!?　認みとめたの？」

　あのガンコそうなおじいちゃんが！
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　わたしがびっくりしていると、そらくんはうなずいた。

「だけど叶かのうさんは『そんなのはウソですよ』って納なっ得とくしなくって。じいちゃんは『あるって言いってるだろうが！』って怒おこりだしてさ。そこで叶かのうさん、『じゃあ、本ほん当とうにあるんなら教おしえてください』って言いったんだよな。そしたらじいちゃん、いまさらないなんて言いえなくなってさ」

　そらくんはものすごく楽たのしそうにひひひと笑わらった。

「しぶしぶだけど『わしが唸うなるような菓か子しを作つくったら教おしえてやる』って！　だからおれ、すかさず言いったんだ！　『おれが、じいちゃんが唸うなるような菓か子し作つくったら、おれにも教おしえてくれるのか』って。そしたら──」

　わたしはごくん、とのどを鳴ならした。

「『しょうがないな』ってさ！」

「うわああ！　すごい！」

『幻まぼろしの菓か子し』に一いっ気きに近ちかづいたよ！

　わたしが興こう奮ふんすると、そらくんは力ちから一いっ杯ぱいうなずいた。

「だから、理り花か、協きょう力りょくしてくれ！」

「もちろん！」

　わたしもうなずく。するとそらくんはぱああっと顔かおを輝かがやかせた。

　あれ……だけど……。

　わたしはふと首くびを傾かしげた。

「おじいちゃんを唸うならせる菓か子しって……どんなの？」

　そらくんが目めを見み開ひらいたあと、反はん射しゃ的てきに答こたえる。

「究きゅう極きょくの菓か子し！」

「でも究きゅう極きょくの菓か子しって……どんなお菓か子し？」

　わたしがたずねると、そらくんはぐっと言こと葉ばに詰つまり、リュックからタブレットを出だす。

　そして「究きゅう極きょくの菓か子し」と入にゅう力りょくした。

　だけどお菓か子し屋やさんの宣せん伝でんがヒットするだけだ。

「検けん索さくでカンタンに答こたえが出でるんだったら、究きゅう極きょくも何なにもないか。わかんねえ……」

　二人ふたりとも一いっ気きにテンションが下さがっていく。

　究きゅう極きょく、究きゅう極きょく……かぁ。

　つぶやいていると、ふと、わたしは図と書しょ館かんで見みたプロ仕し様ようのレシピ本ぼんを思おもい出だした。

　分ぶ厚あつくてムズカシそうな、あの本ほんになら書かいてあるかもしれないなって。

「おいしいのは当あたり前まえだろうけど、プロのおじいちゃんを唸うならせるってことは、やっぱりムズカシイお菓か子し……なのかなあ」

「ムズカシイ菓か子し、か」

　そらくんはつぶやきながらそう入にゅう力りょくする。すると「難なん易い度ど高たかめ！　絶ぜっ品ぴんスイーツ」というページが現あらわれた。

　とたん、そらくんの目めが一いっ気きに輝かがやき、わたしはあせる。

「それはまだムズカシイんじゃないかな……？」

　恐おそる恐おそる声こえをかけるけれど、そらくんは聞きこえてないかのように集しゅう中ちゅうした様よう子すでタブレットをにらんでいた。

「そら、くん？」

「……え？」

　もう一いち度ど声こえをかけると、そらくんはタブレットから顔かおを上あげる。

　だけどそのキラキラした目めには、タブレットのおいしそうなお菓か子しの画が像ぞうが焼やき付ついているように見みえて、わたしはなんだかすごくイヤな予よ感かんがしたんだ。








３　ちょっと変かわった転てん校こう生せい









　次つぎの日ひの朝あさ。登とう校こうすると、クラスの空くう気きはなんとなくソワソワと落おち着つきがなかった。

　どうしたんだろう？　そう思おもっていたら隣となりの席せきの子こが教おしえてくれた。

「転てん校こう生せいだって」

　ひそひそとささやかれて、興きょう味みをひかれた。

　この地ち域いきは転てん校こうしてくる子こが結けっ構こう多おおいけれど、たいていが学がっ期きの初はじめだから珍めずらしいなって思おもった。

　どんな子こだろう。

「チョーかっこよかったんだけど！」

　高たかい声こえがひびき、顔かおを上あげて教きょう室しつの入いり口ぐちを見みると、そこにはゆりちゃんたちがいた。

　一いっ瞬しゅんゆりちゃんと目めが合あう。

　だけどゆりちゃんは、わたしのことが見みえなかったかのようにすぐに目めをそらした。

　……あぁ、なんだか、うまくいかないな。




『理り科かが好すき』




　そう告つげたあとから、ゆりちゃんとはなんとなくギクシャクしているんだ。

　どうつきあったらいいのかわかんないって、そんなフンイキ。

　わたしもだから、気き持もちはわかる。

　ケンカをしたわけじゃないけど『三年ねん生せいの時ときのことで傷きずついていた』って言いったようなものだから。

　でも『変かわってる』って悪わる口くちではないし、ゆりちゃんだって悪わる気ぎがあったわけじゃない。

　わたしが勝かっ手てに傷きずついたようなものだなって思おもってるから、謝あやまって欲ほしいわけじゃない。

　でもゆりちゃんは、わたしが謝あやまって欲ほしがってるって思おもってるのかも。

　だから、わたしは悪わるくないよ！　って態たい度どをとってるのかもしれないなって思おもう。

　ケンカにもなっていないこの状じょう況きょう、いや、ならなかったから余よ計けいに仲なか直なおりをするのはムズカシイのかなって思おもっている。

　どうすればいいのかな。

　わたし、ゆりちゃんとは、ずっとこのままなのかな……。

　ちょっと心こころが沈しずんだとき、

「ほらほら、席せきに戻もどれ～！」

　先せん生せいが入いり口ぐちで大おおきな声こえを出だすとみんなが席せきにつく。

　担たん任にんの中なか山やま先せん生せいは、男おとこの先せん生せいでいつも元げん気きがいい。フレンドリーで、ちょっとだけ抜ぬけていて、みんなに慕したわれている。

「今日きょうから新あたらしいともだちが増ふえます！」

　クラスのみんながざわめいた。

　直ちょく後ご、先せん生せいが入いり口ぐちから教きょう室しつに入はいってくる。

　先せん生せいの後うしろにいた男おとこの子こを見みて、わたしはあっと小ちいさく声こえを上あげた。

　昨日きのう会あった子こだ！

　教きょう壇だんに上あがると先せん生せいが言いった。

「自じ己こ紹しょう介かい、できるかな？」

　先せん生せいが促うながすと男おとこの子こはうなずいた。

「石いし橋ばし脩しゅうです。父ちちの転てん勤きんで、引ひっ越こしてきました。シュウと呼よんでください！」

　男おとこの子こがスラスラと落おち着ついた声こえで言いうと、先せん生せいが黒こく板ばんに「石橋脩」と名な前まえを書かいた。

　へええ、シュウくんっていうんだ。

　みんなが興きょう味み津しん々しんな目めでシュウくんを見みた。

　すると一いち番ばん前まえにいた男おとこの子こが「質しつ問もん！」と手てをあげた。

　先せん生せいがシュウくんを見みると、彼かれはいいですよとうなずく。

　そのやりとりがやっぱり落おち着ついていて、大人おとなっぽいなって思おもった。

「どこに住すんでたの？」

「福ふく岡おか県けんだよ」

　福ふく岡おか県けんって確たしか九きゅう州しゅうの一いち番ばん北きたにある県けんだったよね。遠とおいところからやってきたんだ。

「兄きょう弟だいはいる？」

「妹いもうとが二人ふたり。まだ幼よう稚ち園えんに行いってるんだ」

　次つぎ々つぎに質しつ問もんが飛とんだあと、一人ひとりがたずねた。

「じゃあ、趣しゅ味みは？」

　シュウくんは一いっ瞬しゅん迷まよったように口くちをつぐんだあと、ニコリと笑わらって言いった。

「勉べん強きょう」

「え、趣しゅ味みだよ？」

「だから、勉べん強きょうだよ」

　一いっ瞬しゅんクラスが静しずまり返かえったあと、

「……えええええ!?」

　みんなが同どう時じに叫さけんだ。

「信しんじられない！」

　誰だれかがうんざりとしたような声こえをあげ、

「うわっ、ガリ勉べんかよ！」

　そんな声こえも上あがり、わたしの隣となりにいた女おんなの子こもそっとささやく。

「勉べん強きょうが好すきとか信しんじられないよねぇ！　変かわってる～！」

　だけど、クラス中じゅうに広ひろがる『変へん』って声こえに、わたしは急きゅうに息いき苦ぐるしくなった。

　シュウくんもそんなふうに感かんじてるような気きがして、全ぜん然ぜん『変へん』じゃないよって言いいたくなった。

　だってわたしだって、お休やすみの日ひに何なにをしているかっていうと、図ず鑑かんを読よんだり、テレビで動どう物ぶつドキュメンタリーを見みたりしてる。

　それも『勉べん強きょう』だってパパは言いうし、そらくんとのお菓か子し作づくりだって、ほとんど理り科かの実じっ験けんだもん。

　──だとしたら、わたしは『勉べん強きょう』が好すきだし、みんなだってそうと思おもわずに勉べん強きょうしてることあると思おもう！

　ふと、そらくんが気きになって、ちらりと後うしろの出で入いり口ぐち付ふ近きんの席せきを見みた。

　するとそらくんはなんとなくフユカイそうな顔かおでシュウくんを見みつめている。

　なんとなくだけど、わたしが感かんじている気き持もちとおんなじなんじゃないかなって思おもった。

　そんなそらくんに勇ゆう気きづけられたわたしは、『変へん』って声こえを少すこしでも消けそうと、なんとか小ちいさな声こえを出だした。

「でも、わからないことがわかるのって楽たのしいよね」

　そのとき、パン、パン、と先せん生せいが手てを叩たたき、みんなのおしゃべりを止とめた。

「じゃあ、ひとまず自じ己こ紹しょう介かいはここまで。──石いし橋ばしの席せきは、ええっと」

　先せん生せいがぐるりと教きょう室しつを見み回まわしたとき、シュウくんがメガネを指ゆびさしながら言いった。

「黒こく板ばんが見みえないと困こまるから、そこがいいです」

　シュウくんが指ゆびさしたのはなんと、わたしの隣となりだった。

　わたしは目めを丸まるくする。

　わたしの席せきは窓まど際ぎわで前まえから二番ばん目め。

　確たしかに前まえの方ほうだけど、なんていうか、ちょっとだけだけど……フシゼンな感かんじがしたんだ。

　だけど先せん生せいは「お、そうか。じゃあそこ、替かわってやってくれるか？」とあっさり決きめてしまった。

　指し名めいされた子こはギョッとしたけれど、元もと々もと前まえの方ほうがキライだって言いってたから、ラッキーと言いいながら机つくえを抱かかえて後うしろにずれた。

「じゃあ佐さ々さ木き、わからないことがあったら教おしえてやってくれ。みんなも困こまってることがあったら助たすけてやるんだぞ！」

　シュウくんは新あたらしい机つくえを抱かかえると、「よろしくね」と言いいながらわたしの席せきの隣となりに置おく。

　席せきが一つずつ後うしろにずれていく。

　ガタガタと音おとがする中なか、シュウくんはわたしにむかって笑わらう。


「会あえてよかった」

　え？



　目めを丸まるくしてシュウくんを見みる。

　え、今いまなんて……？

　するとシュウくんはメガネの奥おくの目めを細ほそめて、にっと笑わらう。

　そして小ちいさな声こえでささやいたんだ。

「黒こく板ばん見みえないってのは、ウソ。──僕ぼく、かしこい子こが好すきなんだよね」
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　ウソ？　え、好すきって……。

「え……ええええっ!?」

「どうした、佐さ々さ木き」

　先せん生せいがたずねて、わたしはあわてて言いった。

「な、なんでもないですっ!!」

　そう言いいながらわたしはうつむく。

　顔かおが真まっ赤かになるのが止とめられなかった。

　──だって、だって！　今いまの、何なに!?
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　あせりにあせっていたわたしだったけれど、そのあとのシュウくんはごくごく普ふ通つうの態たい度どでわたしに接せっしてきたんだ。

「夏なつ休やすみって何なん日にちからかな？」とか「先せん生せいは怖こわい？」とか。

　そんな普ふ通つうのことばかり、休やすみ時じ間かんのたびにわたしに話はなしかけてきたものだから、放ほう課か後ごには「かしこい子こが好すき」──っていうのは聞ききまちがいかカンチガイだったんじゃないかなって思おもい始はじめた。

　それはそっか。

　そうだよ！　──だいたい、わたし別べつにかしこくないじゃん！　理り科かだけはちょっとだけ、得とく意いだけど！

　ああああ、なんてカンチガイ！　うぬぼれてるって思おもわれる！

　恥はずかしくなりながらもホッとして家いえに帰かえろうとすると、シュウくんはわたしについてきた。

「佐さ々さ木きさん。家いえ、そっち？」

　わたしがうなずくとシュウくんはうれしそうに笑わらった。

「僕ぼくもそっち。あのマンションなんだ」

　そう言いうと、シュウくんはわたしの家いえの少すこし先さきにある大おおきなマンションを指ゆびさした。そこは転てん校こうしてきた子こが住すんでることが多おおいマンションだった。

　へええ、やっぱりあそこなんだ。

　そんなことを思おもいながら歩あるきだすと、シュウくんは自し然ぜんな感かんじでわたしの隣となりに並ならんだ。そしてたずねる。

「佐さ々さ木きさんってさ、普ふ段だんはどんな本ほんを読よんでるの？」

「……えっと……図ず鑑かんが多おおいかな」

「元げん素そ図ず鑑かんとか？」

　そう言いわれて図と書しょ館かんでの出で会あいを思おもい出だす。すごく楽たのしかったことも。

「うん──そう！」

「この間あいだの話はなしの続つづき、してもいい？　『銅どう』の話はなしが途と中ちゅうだったよね」

「ええと……う、うん」

「銅どうって十円えん玉だまにも使つかわれてるよね。じゃあ一円えん玉だまは何なにか知しってる？」

　ドキドキと同どう時じに、ワクワクしてくるのがわかった。

　だって、わたし、今いままでこういう話はなしってともだちとは全ぜん然ぜんできなかったんだ。

「一円えん玉だまは『アルミニウム』だよね。すごく軽かるくてかたいから、飛ひ行こう機きなんかにも使つかわれているって書かいてあった……」

「へえ。ジュースの缶かんとかもアルミ缶かんって書かいたものがあるけど、あれも確たしかに軽かるいよね」

　……うわあ、ひかれない!!

　うれしくなってわたしはどんどんと話はなしにのめり込こむ。




『……か！』




「じゃあ五十円えん玉だまは何なんでできてるか知しってる？」

　今こん度どはわたしから質しつ問もんだ。するとシュウくんがちょっと視し線せんを泳およがせた。

「確たしか白はく銅どうだろう？　銅どうとニッケルの合ごう金きんだって書かいてあった」

「すごい！」

　わたしはわっと高たかい声こえをあげる。シュウくんって合ごう金きんとか、知しってるんだ！　すごい！




『理り花か！』




「すごいね、十円えんと一円えんは知しってる人ひと多おおいんだけど、五十円えんとか、五円えんとかはあんまり知しられてないんだよ！　じゃあ──」

　そう続つづけようとした時とき、シュウくんがふと右みぎを見みた。

「さっきから『理り花か』って聞きこえてたけど、それって佐さ々さ木きさんの名な前まえだよね？」

　理り花か？

　そう呼よぶ子こといえば──まさか。

　ハッとして辺あたりを見み回まわす。

　見みあげるとそこは大おおきな桜さくらの木きのある分わかれ道みち。

　右みぎに行いくとそらくんの家いえがある曲まがり角かどでは、そらくんがまちぶせしてることが多おおかったんだけど……。

　道みちをのぞき込こんだけれど、そこには誰だれもいなかった。

「そら……くん？」

　つぶやくとシュウくんが「そら？　それって誰だれ？」とたずねた。

　わたしはかすかに首くびを横よこに振ふる。

　気きのせい……だよね？

　だって、誰だれもいなかったし。

　そう思おもうものの、なんだかそらくんがわたしを待まっていたような気きがして仕し方かたがなかったのだった。








４　趣しゅ味みがおんなじ！









「えっ、石いし橋ばしくん、その図ず鑑かんって最さい新しん版ばんじゃない!?」

　それは次つぎの日ひの休やすみ時じ間かんのこと。

　シュウくんは持もってきた図ず鑑かんを読よんでいて、わたしは思おもわず声こえをかけてしまった。

　だって、それはわたしが欲ほしいなって思おもっていた最さい新しん版ばんの昆こん虫ちゅう図ず鑑かん！

　映えい像ぞう特とく典てんがついていて、いいなあ、誕たん生じょう日びに買かってもらおうかなって思おもっていたんだ。

「シュウって呼よんで欲ほしいんだけど。よそよそしくされてる感かんじがしてイヤなんだ。早はやくクラスに馴な染じみたいし。みんなもそう呼よんでくれてるよ？」

　シュウくんはちょっと困こまったような顔かおをして不ふ満まんを訴うったえる。

　そう言いわれてしまうと、苗みょう字じを呼よぶのは悪わるいなって思おもってしまう。

「しゅ、シュウくん……」

　そう呼よぶとシュウくんはニッコリと満まん足ぞくそうに笑わらって「じゃあ、僕ぼくも理り花かちゃんって呼よぶね」とあっさり言いう。

　り、理り花かちゃん？

　とまどっていると、シュウくんは意い外がいそうに眉まゆを上あげた。

「理り花かちゃんって、もしかして、虫むし好ずきなんだ？」

　名な前まえ呼よびはもう決けっ定てい事じ項こうなんだ!?

　強ごう引いんだと思おもったけど、問といかけの方ほうが気きにかかってしまう。

「う、うん」

　わたしはうなずくことができた。

　まだちょっとだけ声こえが小ちいさくなってしまうけど、ちゃんとうなずけたのは、そらくんのおかげだと思おもう。

　そらくんといえば……。

　わたしはチラッとそらくんの机つくえの方ほうを見みた。

　だけどそらくんは、なんだかぼうっと窓まどの方ほうを見みている。

　いつも元げん気きいっぱいなそらくんらしくないなと思おもって、昨日きのうの放ほう課か後ごのことを思おもい出だす。

『理り花か！』

　あれって、やっぱり気きのせい……だよね？

「どんな虫むしが好すきなの？　蝶ちょうとか？　それともカブトとか？」

　シュウくんの質しつ問もんが飛とんできてわたしはハッとした。

「んーと……えっと……タマムシとか……あとはトノサマバッタとか？」

「あ、結けっ構こうガチな感かんじなんだ」

　シュウくんはうれしそうだ。

「石いし橋ばし──」

　そう言いいかけると、シュウくんのメガネの奥おくの目めがちょっと鋭するどくなる。

　どうやらそこはゆずらない気きみたい。

「シュ、シュウくんは？」

　仕し方かたなく言いい直なおすと、シュウくんはおだやかに笑わらった。

「僕ぼくはやっぱりクワガタかな。家いえにいっぱいいるんだ」

「飼かってるんだ？」

「去きょ年ねん幼よう虫ちゅうをたくさん捕つかまえてきたんだけど……この辺へんだとどこで取とれるかな？　いいところ知しらない？」

「えーっと」

　考かんがえ込こむと、シュウくんはちょっとわたしの方ほうに頭あたまを寄よせて、ささやくように言いったんだ。

「できれば連つれて行いってもらえたらありがたい。場ば所しょがまだよくわからないんだ」

　引ひっ越こしてきたばっかりだもんね。

　そう思おもいながら、わたしは頭あたまの中なかでいくつかの場ば所しょをピックアップしていく。

　うん、川かわ沿ぞいの公こう園えんとか、公こう民みん館かんの裏うらの林はやしとかも近ちかくていいかも。

　昔むかしパパとたくさん取とったことを思おもい出だすと、だんだんウキウキしてきた。

「いいよ」

「じゃあ、今日きょうの放ほう課か後ごとか？」

　虫むし取とりかぁ。久ひさしぶりだ！

　わたしがうなずいたとき、「みんな席せきにつけ～！」と言いいながら先せん生せいが入はいってきた。

　おしゃべりは中ちゅう断だんし、授じゅ業ぎょうが始はじまる。




　だけど、その日ひの放ほう課か後ごのこと。

「理り花か！」

　わたしが桜さくらの木きの曲まがり角かどを通とおりかかったとき、そらくんが声こえをかけてきた。

「今日きょう、フルールに来こないか？　見みせたいものがあって」

　わあ、ひさびさのフルールへのお誘さそいだ！

　この間あいだ言いってた『究きゅう極きょくの菓か子し』のレシピの話はなしの続つづきかな？

　反はん射しゃ的てきにうなずこうとしたわたしだったけれど、思おもいとどまった。

　あ、だめだ！

「ご、ごめん、今日きょうは先さきにシュウくんと約やく束そくしてて」

「シュウ……ってあの転てん校こう生せいの石いし橋ばし？　え、また？　ってか、なんで名な前まえ呼よんでるわけ？」

「えっと。シュウくんが名な前まえで呼よばれたいって言いってたよね？　……あれ？　みんな呼よんでるって言いってたけど……」

　なんとなく責せめられている感かんじがして、声こえが小ちいさくなってしまう。

　え、なんか怒おこってる？　なんで？

　そらくんは不ふ満まんそうに顔かおをしかめる。

「で、シュウとなんの約やく束そく？」

「この辺へんで虫むしが取とれる場ば所しょを教おしえて欲ほしいって言いわれて……」

　そらくんの顔かおがみるみるうちに曇くもっていく。

　そして少すこしふてくされたように言いった。

「……理り花かさぁ、おれには学がっ校こうで話はなしかけるなって言いったくせに、なんでシュウならいいわけ？」

「え？」

　思おもってもいなかったことを言いわれてわたしはキョトンとした。

「え、え……なんでって、それは」

　そんなの当あたり前まえだよ。

　シュウくんは、転てん校こうしてきたばっかりだし。

　先せん生せいもわからないことがあったら教おしえてやれって言いったし。

　席せきが隣となりになったわたしが親しん切せつにしてあげないとだめだよね？

　でも、そらくんの場ば合あいは、学がっ校こうで仲なか良よくして、万まんが一いちつきあってるとか変へんなウワサになっちゃったら大たい変へん──

　そう言いおうとしたわたしはハッとする。

　ダメじゃん！！！

　そんなこと本ほん人にんに向むかってなんてゼッタイ言いえないよ～～～!!

　うまく説せつ明めいできずにあわあわしていると、そらくんはムッと顔かおをしかめた。そのフキゲンそうな顔かおにビクリとする。

「……わかった」

　だけどそらくんはため息いきをついて、心こころ細ぼそそうに笑わらった。見みているとずきん、と胸むねが縮ちぢみ、息いき苦ぐるしくなる。

　わ、わかったって──何なにが？

　わたしはあわてた。

「あ、あのっ、さっき言いってた見みせたいものって、何なに？　虫むし取とりの後あとでいいなら……」

　言いい訳わけするように言いうと、そらくんは表ひょう情じょうを無む理りやりのようにカラッとした笑え顔がおに切きり替かえた。

「いいんだ。大たいしたことじゃないし。ジャマしてごめんな！　……そうだよな。理り花かは理り科かが好すきなんだし、虫むし取とりの方ほうが楽たのしいよな！」

　そらくんはフルールの方ほうへと駆かけ出だす。なんだか、様よう子すがおかしくない？

「そらくん？　ちょっとまって」

　虫むし取とりの方ほうが楽たのしいって──何なにかゴカイしてない!?

　不ふ安あんがむくむくとふくらんでいく。

「そらくん！　でも、幻まぼろしの菓か子しは？　──究きゅう極きょくの菓か子しは!?」

　たまらずわたしが叫さけぶと、そらくんはピタリと足あしを止とめた。

　そしてくるりとわたしを振ふり返かえる。

「大だい丈じょう夫ぶ、一人ひとりでなんとかするし」

　そらくんの口くち元もとは笑わらっている。

　だけど目めが泣なきそうで、すごく寂さびしそうな笑え顔がおだと思おもった。

「なんとかって」

　どういうこと？　協きょう力りょくしてくれって言いったのは、一昨日おとといのことだったよね？

「理り花かは……理り花かの好すきなやつと、好すきなこと、すればいい、から」
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「理り科かの好すきなやつ……？」

　そりゃあ、シュウくんは確たしかに理り科かが好すきだけど……。

　だからといって、そらくんとの実じっ験けんをやめる理り由ゆうにはぜんぜんなっていない気きがした。

　そらくんが言いいたいことがよくわからなかった。

　いつもだったら、そらくんってすごくわかりやすいのに。

　そらくんは一いっ瞬しゅん答こたえに詰つまった。だけどそのまま何なにも答こたえずにフルールの方ほうへと歩あるき出だした。

　そして、

「そらくん!?」

　わたしが何なん度ど呼よんでも、まるで聞きこえなかったみたいに振ふり返かえってくれなかったんだ。

　え、え、ええええええ!?

　ど、どういうこと？

　もしかして、これって……バディ解かい消しょうっていう大だいピンチなんじゃない……？








５　弟で子し候こう補ほ剝はく奪だつ!?









「ちゃんと自じ主しゅ練れんしろよ。じいちゃんも言いってたろ。毎まい日にちの積つみ重かさねが大だい事じだって」

　おれ──広ひろ瀬せ蒼そ空らは、自じ分ぶんに言いい聞きかせる。

　だけど泡あわ立だて器きを持もった腕うではまったく動うごかない。

　力ちからがぜんぜん入はいらなくて、小ちいさくため息いきをついた。

　フルールの定てい休きゅう日びは水すい曜よう日びだ。

　じいちゃんとスタッフの叶かのうさんが唯ゆい一いつ休やすみを取とれるのが、火か曜ようの午ご後ごから水すい曜ようの午ご前ぜん中ちゅうなんだ。だから火か曜よう日びの夕ゆう方がたは店みせの工こう房ぼうが空あく。

　それが工こう房ぼうを使つかって練れん習しゅうができる唯ゆい一いつの時じ間かん。

　家いえでキッチンを使つかうとジャマって言いわれるし、何なにより狭せまいから。

　週しゅうに一いち度どのこの時じ間かん、楽たのしみにしてる……はずだった。

　そしてテーブルの上うえに置おいてあるものに、心こころがおどっているはずだったんだ。

　だけど……。

「あーあ。これ、理り花かに見みせたかったんだけどな……」

　おれは、髪かみの毛けをぐしゃっと握にぎるとガシガシとかき回まわす。そして丸まる椅い子すにドカンと腰こし掛かけると頭あたまを抱かかえた。

　菓か子し作づくりより、虫むし取とりの方ほうが楽たのしいのか？

　それとも……。

　もしかして、おれより、シュウといる方ほうが、楽たのしい？

　考かんがえが浮うかんだとたん、胃いのあたりが重おもたくなった。

「メチャクチャ楽たのしそうだったよな」

　理り花かが菓か子しを作つくるよりも虫むし取とりの方ほうが楽たのしいんだったら、強きょう制せいはできないよなって思おもう。

　好すきなことあきらめるのはもったいないって言いったのは、おれなんだから。

　そんなおれが理り花かの足あしを引ひっ張ぱってどうするんだよ。

　ジャマなんかせずに、ちゃんと応おう援えんしてやれよって思おもう。

「理り花かがいなくても……一人ひとりでも、大だい丈じょう夫ぶだろ？」

　じいちゃんも戻もどってきたし。

『幻まぼろしの菓か子し』のレシピも教おしえてもらえるかもしれないんだし。

『究きゅう極きょくの菓か子し』……そのヒントだって手てに入いれたんだしさ。

　そう自じ分ぶんを励はげまして、おれは立たち上あがると作さ業ぎょう台だいの上うえの本ほんを開ひらく。

「一人ひとりでも、究きゅう極きょくの菓か子し、作つくってみせるし」

　もう一いち度ど自じ分ぶんに強つよく言いい聞きかせる。

　一人ひとりでも平へい気き。平へい気きだ。

　一昨日おとといタブレットで調しらべたときヒットしたムズカシイ菓か子し──『究きゅう極きょくの菓か子し』はザッハトルテという『チョコレートケーキの王おう様さま』だった。

　そのページにはレシピは書かいていなかったんだけど、この工こう房ぼうには、実じつは……秘ひ密みつ兵へい器きがあるんだ！

　おれがこっそり取とり出だしたのは新あたらしいスタッフ、叶かのうさんの持もち物もの。

　洋よう菓が子しの専せん門もん書しょだ。

　たくさんのムズカシそうなレシピが載のっている、プロ仕し様ようのレシピ本ぼんだ。

　おれが読よみたいって言いったら棚たなに置おいて、いつでも見みていいよと言いってくれた。じいちゃんとちがってあの人ひとは太ふとっ腹ぱらなのだ。

　ウキウキとページをめくったおれだったけれど、一いっ瞬しゅん固かたまってしまう。

　ページは見みつかった。

　ザッハトルテというのはチョコレートケーキの一いっ種しゅで、フランス語ごではザフートルトゥというらしい。

　ケーキを丸まるごとチョコレートでコーティングしてある写しゃ真しんは、確たしかに見みるからに王おう様さまといった感かんじだ。

　だけど……。

「ん……うーん？？？」

　め、メッチャクチャ、ムズカシくねえ？？？

　細こまかい字じがびっしり書かいてある。

　写しゃ真しんも多おおいけれど、圧あっ倒とう的てきに字じ！　しかも小ちいさい字じ！

「しかも漢かん字じじゃん！　……ううん？　チョコレートの存そん在ざい感かんを……した味あじわい？」

　画かく数すうの多おおい漢かん字じばかりでめげそうになる。

　だけど分ぶん量りょうとかならわかるし。だいたいわかればいけるだろ。きっとなんとか、なる。してみせる。

　おれはページをめくってレシピをにらんだ。

「まずは材ざい料りょう……っと」

　小こ麦むぎ粉こ、ココア、チョコレート、バター、グラニュー糖とう、卵らん黄おう、卵らん白ぱくにカカオバター、バニラエッセンス、アプリコットジャム。

　材ざい料りょうも多おおい。だけどここはケーキ屋やだ。全ぜん部ぶそろっている。

　冷れい蔵ぞう庫こをのぞくとアルファベットの書かかれた紙かみ箱ばこに、板いたチョコレートが大たい量りょうに入はいっていた。

　うん、これだけあるんだったら少すこしくらい使つかっても大だい丈じょう夫ぶそうだよな。バレないバレない。

「ええっと、まずは型かたにバターを塗ぬる？　それから冷れい蔵ぞう庫こに入いれる？　バターを固かためて小こ麦むぎ粉こをふる……って、最さい初しょからメチャクチャめんどくさいな……」

　少すこしなら飛とばしても大だい丈じょう夫ぶか？

　ちょっとだけだし。大たいしたことないはず。

　おれは、バターを塗ぬって粉こなをふると次つぎの手て順じゅんに移うつる。

「小こ麦むぎ粉ことココアをふるう。ボウルに細こまかくきざんだチョコを入いれて……湯ゆ……で溶とかす……って、コレなんて読よむんだ？」

　溶とかす……。ま、溶とかすってことは温あたためればいいわけで。

　おれはチョコレートを鍋なべに入いれると火ひにかける。

　だけど……。

　少すこしするとチョコがぷくぷくと泡あわ立だち、湯ゆ気げとともに甘あまったるいにおいがしはじめる。

「う、わ!?　なんだこれ！」

　溶とけたというより、茶ちゃ色いろい塊かたまりから油あぶらがダラダラと出でてきている。

　しかも煙けむりっぽいものが鍋なべから上あがっていて、甘あまいにおいが体からだに染しみ付つくんじゃないかっていうくらいに広ひろがっていた。

「ま、まずそ……」

　写しゃ真しんとはまるでちがう。

「ってか、うわっ、鍋なべが焦こげた！　やばい！」

　あわてて火ひを止とめたときだった。

「こらああああ！　そら！　おまえ何なにやっとるんだ！」

　工こう房ぼうの入いり口ぐちを見みると、鬼おにみたいな顔かおをしたじいちゃんが立たっていた。

「うわあああ、じいちゃん!?」

　やばい！

「変へんなにおいがすると思おもって来きたら……なんだ、これは！　焦こげついてるじゃないか！　こうなったらもうこの鍋なべは使つかえんぞ……」

「え、あ……洗あらってもだめなのか？」

「これだけ焦こげてしまうと、においが変かわるからな」

　じいちゃんは静しずかに言いう。その静しずかさが余よ計けいにこたえる。

「それから……チョコレートはな、湯ゆ煎せんで溶とかす」

「ゆせん？」

「お湯ゆを使つかって溶とかすことだ。油ゆ分ぶんが分ぶん離りするからな。菓か子し作づくりの基き本ほんだから覚おぼえておけ」

「……読よめなかったんだ」

「読よめるってことがどれだけ大だい事じかわかっただろう？　これも、読よめたら使つかわなかっただろうが」

　じいちゃんはチョコの包つつみ紙がみを指ゆびさした。

　よく見みると、スーパーでは見みたことがないような見み慣なれないパッケージ。英えい語ごか？　と思おもった直ちょく後ご、ハッとする。

「このチョコレートはな、フランスから輸ゆ入にゅうしてあるんだ。国こく産さんのチョコだとうちのケーキの味あじが出でないから。同おなじチョコレートという名な前まえでもぜんぜん味あじがちがう。だからこそ作つくる菓か子しに合あわせて一ひとつ一ひとつ、こだわり抜ぬいて選えらんでいる。カンタンに無む駄だにするな」

　がん、と頭あたまを殴なぐられたような気きがする。たくさんあるから大だい丈じょう夫ぶって思おもってたけど、まさかそんなに手てに入はいりにくいなんて。

　おれ……基き本ほんも知しらずに、大だい事じな材ざい料りょうをダメにしたってこと？

　弟で子し候こう補ほ、失しっ格かくだ。

「……じいちゃん、おれ……ごめん」

　なんとか謝あやまりの言こと葉ばを絞しぼり出だす。

「ここに入いれるには、まだ早はやいのかもな」

　がっかりした様よう子すのじいちゃんを見みていると、ズンズンと落おち込こんできた。

　基き本ほん中ちゅうの基き本ほんもわかってないとか。それで弟で子しになりたいとか言いってるとか。

　おれ、ぜんぜんダメじゃん。

　地じ面めんに沈しずみ込こんでいくくらいに落おち込こんでいると、じいちゃんは心しん配ぱいそうに眉まゆを寄よせ、ぐるりと工こう房ぼうの中なかを見み回まわした。

「そういえば、そら、おまえ……今日きょうは一人ひとりでやってるのか？」

　一人ひとりだから失しっ敗ぱいしたのか？　一人ひとりじゃ何なにもできないのか？

　そう言いわれている気きがして、おれはぐったりと床ゆかにしゃがみこんで膝ひざを抱かかえたんだ。
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６　理り花かの悩なやみ、ママの悩なやみ









　放ほう課か後ご、わたしは約やく束そく通どおりにシュウくんと虫むしを取とりに行いくことにした。

　そらくんのことは気きになるけれど、だからといって約やく束そくを守まもらないわけにはいかないから。

　わたしの住すむ街まちは東とう京きょうから一時じ間かんくらいのところにある住じゅう宅たく街がい。

　いわゆるベッドタウンというものらしい。

　都と会かいからちょっと離はなれているからか、あちらこちらに自し然ぜんが残のこっている。

　山やまこそないけれど、公こう園えんにはたくさん木きがあったし、住じゅう宅たく街がいから少すこし離はなれると雑ぞう木き林ばやしや野の原はらもある。

　そんな中なかでわたしがシュウくんを案あん内ないすることにしたのは、わたしの家いえから十五分ふんほど歩あるいたところにある川かわ沿ぞいの公こう園えんだった。

　細ほそくて浅あさい川かわの両りょう岸ぎしにススキとかイネ科かの植しょく物ぶつがたくさん生はえていて、それを食たべるバッタがいっぱい取とれるんだ。

　特とくにおすすめはトノサマバッタだ。取とるのがムズカシイんだけど、取とれた時ときの喜よろこびは他ほかのバッタの数すう倍ばい……のはずだった。

　虫むし取とり網あみがひらり、空そらを舞まう。

「ゲット！」

　シュウくんがうれしそうに捕つかまえたトノサマバッタを見みせてくれる。

　本ほん当とうに虫むしが好すきみたいで、網あみの使つかい方かたも慣なれている。見みるからに上じょう級きゅう者しゃだった。

「わあ、やったね！」

　だけど、なんとなく心こころから喜よろこべない。

　そらくんが頭あたまの半はん分ぶんくらいを占せん領りょうしているからだ。

　わたしが小ちいさくため息いきをつくと、

「どうかした？」

　シュウくんが心しん配ぱいそうにわたしの顔かおをのぞきこんだ。

　わ、ため息いきを見みられてた！　感かんじ悪わるいよね!?

「な、なんでもないよ」

　ごまかしたとき、七ななつの子こが流ながれはじめて、

「あ、もう帰かえらないと」

　わたしはちょっとホッとしてしまう。そして、そんな自じ分ぶんにちょっとびっくりする。

　だって、前まえまでは大だい好すきな虫むし取とりをしてるときにこの音おん楽がくを聞きくと、楽たのしい時じ間かんが終おわったってがっかりしていたのに。

　シュウくんはちょっと不ふ思し議ぎそうにわたしを見みた。

　だけど「そうだね、今日きょうはありがとう。すごく楽たのしかった」と笑わらう。

　その顔かおを見みていると、なんだか楽たのしみきれていない自じ分ぶんが、すごく悪わるいことをしているような気き持もちになってしまったのだった。
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　あ～あ。

　なんか、だめだ、わたし。

　全ぜん部ぶ中ちゅう途と半はん端ぱで、そらくんにもシュウくんにもイヤな思おもいさせちゃったかもしれない。

　色いろ々いろ考かんがえて落おち込こんでいると、ママの声こえがキッチンから飛とんできた。

「理り花か～！　虫むしかごは外そとに置おいてきて！　虫むしは家いえの中なかに入いれちゃダメ!!」

　虫むしかごは、片かた付づける気き力りょくがなくて放ほう置ちしてしまっていた。

　あ、ママって虫むしがちょこっとニガテなんだ。カブトムシもクワガタも、ゴキブリと同おなじに見みえちゃうんだって。ぜんぜんちがうのにね！

　だけど、捕つかまえた虫むしも、帰かえる途と中ちゅうで逃にがしてしまったから、ママがいやがるようなことはないはず。なんとなく連つれて帰かえる気き分ぶんじゃなかったんだ。

　それでもよろよろと立たち上あがる。

　虫むしかごを片かた付づけて戻もどってくると、ママがユウウツそうにため息いきをついた。

　まるでわたしのため息いきがうつったみたい──って、一いっ瞬しゅんそんなことを考かんがえたけど、そんなわけないよね!?

　いつも明あかるいママが悩なやんでいるのって、実じつは珍めずらしいかも。

「ママ、どうしたの？」

「それがねえ……今こ年とし、子こ供ども会かいのバザー係がかりが回まわってきたんだけど」

　ママは困こまった顔かおのまま言いった。

「バザー？　って夏なつ祭まつりの？」

　もうそんな時じ期きなんだ。

　毎まい年とし、夏なつ休やすみに学がっ校こうの校こう庭ていを借かりてお祭まつりが開ひらかれる。

　出で店みせとかもたくさん出でていて、夏なつ休やすみの楽たのしみの一ひとつだった。

　だけど、それをママが準じゅん備びするなんて考かんがえもしなかった！

　大たい変へんだ！　でも──。

「まだあと一ヶか月げつはあるよね？」

「一ヶか月げつとかあっという間まよ。準じゅん備びって大たい変へんなのよ～。しかも去きょ年ねんまで出だしてたお団だん子ご屋やさんが急きゅうにつぶれちゃったから、新あたらしい商しょう品ひんを考かんがえないといけないの！」

　あー、めんどくさい～、とママが頭あたまを抱かかえた。

「新あたらしい商しょう品ひん？　他ほかのお団だん子ご屋やさんじゃダメなの？」

「それができたらよかったんだけど、調しらべても、引ひき受うけてくれるお店みせがなくてね」

　わたしもムズカシイ顔かおになってしまう。売うり物ものを決きめるところからってなるとかなり大たい変へんそう！

「それってピンチなんじゃ……」

「そうなのよー、大だいピンチ！　だから理り花かも一いっ緒しょに考かんがえて！」

「えー!?」

「じゃないと夕ゆう食しょくが毎まい日にち納なっ豆とうご飯はんになっちゃうわよ！」

「ひどい！」

「だって考かんがえるの大たい変へんで疲つかれちゃうんだも～ん！　お願ねがい！」

　納なっ豆とうご飯はんはキライじゃないけど、毎まい日にちはカンベンしてほしい！

　わたしはおいしいご飯はんをゲットしようとがんばって考かんがえることにする。そして思おもいつきを口くちに出だす。

「アイスとかは？」

　アイスは大だい好こう物ぶつだし、夏なつだからみんな喜よろこぶと思おもうんだ。

　だけどママはムウッと口くちを尖とがらせた。

「それがね、冷れい凍とう庫こが一台だいしか借かりられないみたいなのよ。で、それはかき氷ごおりに使つかっちゃうんだって」

「ええぇ……じゃあ溶とけるからダメだね」

　うーん、うーん……。

　夏なつ祭まつりといえばどんな食たべ物ものが出でてたかな。

　わたあめ、ジュースに焼やきそば。

　口くちにするけれど、毎まい年とし出だしている食たべ物ものはもう他ほかの人ひとがやることになっていて、つぶれたお団だん子ご屋やさんの代かわりだけが決きまってないみたい。

「お団だん子ごの代かわりだったら、甘あまいものがいいんだよね」

　他ほかにいいアイディアが浮うかばない。

　そもそもわたしってこういうの考かんがえるのそんなに得とく意いじゃないよ。

　そう。こういうのを考かんがえるのが得とく意いなのって……。

　ふと一人ひとりの男おとこの子この顔かおが思おもい浮うかんだとき、

「そらくんと相そう談だんしてみてよ」

　ママが言いったものだから、わたしは思おもわず息いきが止とまった。

「そらくんってこういうの得とく意いそうでしょ」

「……う、うん……」

　確たしかにいままさにそう思おもってた。

　だけど──と思おもいかけたわたしはハッとする。

　そうだ！

　今いまの話わ題だいを振ふってみたら、話はなすきっかけになるよね？

　ついでに今日きょうのゴカイ、解といちゃえばいいよね!?

　ナイスアイディアだ！

「ママ！　ありがと！」

　思おもわずそう言いうと、

「ど、どういたしまして？」

　ママはすごく不ふ思し議ぎそうな顔かおをした。








７　夏なつ祭まつりが近ちかづいて









「なあなあ、見みた？　裏うら門もんに貼はってあったポスター！」

「見みた見みた。今こ年としは八月がつ五いつ日かかぁ。楽たのしみだよな！」

「あ、でも花はな火び大たい会かいもその日ひじゃなかった？　どっちに行いく？」

「お祭まつりに決きまってるじゃん！　うまいもの食くえるし！」

　翌よく朝あさ学がっ校こうに行いくと、クラスでも夏なつ祭まつりの話わ題だいで持もちきりだった。

　門もんのところにポスターが貼はってあったのをわたしも見みかけて、ああ、これのことかあって思おもったんだ。

　そして。

　それこそが仲なか直なおりのチャンス！

　わたしはギュッとこぶしをにぎりしめると、そらくんの方ほうを見みた。

　だけど──そらくんの周まわりには人ひと垣がきができていた！

　うわあ、なに!?

　目めを見み開ひらいて立たちすくんでいると、取とり囲かこんでいた女じょ子しがそらくんに話はなしかけた。

「そ、そらくん、ポスター見みた？　夏なつ祭まつりのやつ」

「夏なつ祭まつり？」

「その日ひって、そらくん……用よう事じあるのかな？」

「んー、まだわかんね」

　そらくんは答こたえたけれど、どこか上うわの空そらだった。

　それっきり会かい話わが途と切ぎれ、女おんなの子こたちがもぞもぞとイゴコチが悪わるそうにする。

　なんだか恥はずかしそうにしていて、見みてるだけで何なにが言いいたいのかわかってしまう。

『夏なつ祭まつり、一いっ緒しょに行いかない？』

　そんな声こえが今いまにも聞きこえてきそうだと思おもった。

　って、これって、まちがいなく夏なつ祭まつりのお誘さそいだよ！　そらくん！

　自じ分ぶんが誘さそわれた訳わけでもないのに、なんだかハラハラしてしまう～！

　だけどそらくんはまったく気きづいてない感かんじ！　なんだか不ふ思し議ぎそうにキョトンとしている。

　相あい変かわらずそらくんってニブい……。

　苦にが笑わらいしそうだったけど、わたしはあることに気きづいてあせる。

　これじゃ、話はなしかけられないよね!?

　あぁあああ、どうしよう……。

　せっかくのチャンスが今いまにも消きえていきそう。朝あさの会かいまであと五分ふんもないけど、そらくんの周まわりから人ひとは消きえそうになかった。

　この調ちょう子しだと、もしかしたら今日きょうは放ほう課か後ごまで話はなせないかも……。

　あ、でもひとまずランドセルを置おいて準じゅん備びをしないと。

　自じ分ぶんの席せきに向むかおうとしたわたしは、席せきの周まわりにも人ひとがいるのに気きづいてびっくりした。

　こっちも女じょ子しばっかり。そらくんの周まわりにいる女じょ子し以い外がい、残のこりの半はん分ぶんがここに集しゅう結けつしてるって感かんじ。

　え、なんで？

　まさかわたしに用よう事じ？　……そんなわけないか。

　と思おもった直ちょく後ご、人ひとの輪わの中ちゅう心しんにシュウくんがいるのに気きがついた。

　あ、もしかして……？

　わたしはハッとする。

「……あの、夏なつ祭まつりがあるんだけど」

　そうだ、ゆりちゃんたちが「チョーかっこよかった」って言いってたじゃん！

　シュウくんって、そらくんとは別べつタイプのイケメンだった～！

　だけど、シュウくんはそらくんとはちがって、しっかりと言いわれていることの意い味みがわかっているらしく、

「もしかして、誘さそってくれてるの？　ありがとう」

　とほほえんだ。

　その、クラスの他ほかの男だん子しにはない大人おとなっぽい新しん鮮せんな反はん応のうに、女じょ子したちがドギマギしているのがわかった。

　ひえええ……すごい返かえしかた……！

　ひょっとして言いわれ慣なれてるのかな？

　そう考かんがえたわたしは、忘わすれかけていたシュウくんの発はつ言げんをふと思おもい出だしてヒヤリとする。

『かしこい子こが好すきなんだよね』

　じゃあ、あれって……どういう意い味みだったんだろう？

　好すきって……もちろんともだちとしてだよね？　話はなしてて楽たのしいとか、だよね？　ま、まさか……ね？

『好すき』の意い味みについて悩なやんでしまっていると、シュウくんはおだやかな顔かおをして言いった。

「でも、やめておこうかな」

「えー」

　みんなが残ざん念ねんそうに声こえを上あげる。

　わたしはちょっとびっくりする。

　だってお祭まつりっていったらもっとウキウキするものじゃない？

　わたしだって楽たのしみでしょうがないのに。なんだかちょっと冷さめた感かんじがする。

　シュウくんって大人おとなっぽいから……お祭まつりくらいではしゃいだりしないのかな？

「用よう事じでもあるの？」

「まぁそんなところ」

　用よう事じならしょうがないか。

　そう思おもっていると、シュウくんはなぜかわたしをチラリと見みて、ふわりと笑わらったのだった。








８　みんなで調ちょう理り実じっ習しゅう！









　先せん生せいがやってきて朝あさの会かいが始はじまると、そらくんとシュウくんの周まわりにできていた人ひと垣がきは消きえた。

　あー、やっぱり、そらくんに話はなしかけられなかったよ～！

　しょんぼりしていると、先せん生せいが言いった。

「えー、連れん絡らくしていた通とおり、今日きょうは三時じ間かん目めと四時じ間かん目めで調ちょう理り実じっ習しゅうをやります！　みんなちゃんと持もち物ものは用よう意いしてきたかな？」

「はーい！」

　あ、そうだった。

　みんな元げん気きに手てをあげる中なか、わたしもそっと手てをあげた。

　持もち物ものはエプロン、三さん角かく巾きんに布ふ巾きんを一枚まい。

　空そら色いろのエプロンを机つくえの上うえに出だすとちょっとウキウキした気き持もちになる。

　空そら色いろはわたしの好すきな色いろだ。

　なんとなく気きになってチラリと見みると、そらくんはフルールの白しろいエプロンを借かりてきていた。

　あれをつけて一いっ緒しょにいろんなお菓か子しを作つくった。

　そんな思おもい出で深ぶかいエプロンだ。

　見みているとグッと胸むねが苦くるしくなる。目めをそらすとシュウくんがじっとわたしの顔かおを見みつめていた。

「どうかしたの？」

　たずねられたけれど、カンタンに話はなせることじゃなくて、わたしは笑わらってごまかした。




　調ちょう理り実じっ習しゅうは六年ねん生せいと合ごう同どうだった。

　春はるにも合ごう同どう授じゅ業ぎょうがあったけど、うちの学がっ校こうって五、六年ねん生せいの人にん数ずうが少すくないからか、よく合ごう同どう授じゅ業ぎょうが行おこなわれているんだ。

　メニューは『白しら玉たまみつまめ』だそうだ。

「ふつうのみつまめに一ひと工く夫ふう加くわえるぞ！」

　黒こく板ばんの前まえで、先せん生せいがはりきって説せつ明めいをしている。

「寒かん天てんって知しってるか？」

「はい！　ゼリーみたいなやつです」

「正せい解かい！　ふつうのみつまめだと、そのゼリーみたいなやつは透とう明めいだったり白しろだったりするんだが、それだけだとあんまり面おも白しろくないだろう？　だから今こん回かいはその中なかにフルーツを刻きざんで入いれてみるんだ！　一いっ気きにカラフルになるからな！」

　説せつ明めいが進すすむのをわたしはぼうっと見みていたんだけど、ふと思おもいついた。

　あ……そうだ。

　そらくんと同おなじ班はんになれれば、会かい話わのきっかけがつかみやすいかも！

　期き待たいしたわたしだったけれど……。

　結けっ果かはあっさりと玉ぎょく砕さい！

　くじ引びきで別べつの班はんになっちゃった！

　しかも、代かわりにわたしと同おなじ班はんになったのは、なんとゆりちゃんだった！

　あぁあああ……どうしよう。気きまずいまんまなのに。

　うーん……やり過すごすしかないか。仲なかが悪わるいってわけじゃないんだしね。二時じ間かんくらいなんてことないよね……。

　そう言いい聞きかせてユウウツさを吹ふき飛とばしたわたしだったけれど、役やく割わり分ぶん担たんの段だん階かいになると、がっくりと落おち込こんでしまった。

　まず包ほう丁ちょうの係かかりが決きまったんだけど、お料りょう理りの手て伝つだいをたくさんしてて、包ほう丁ちょうが得とく意いな子こが立りっ候こう補ほして選えらばれた。

　ちらりとそらくんを見みると、予よ想そう通どおりに包ほう丁ちょうの係かかりになっていた。

　それはそうだよね。

　卵たまごも割われるし、かき混まぜるのもすごく上じょう手ずだし。

　今いままで包ほう丁ちょうを使つかっているところは見みたことがなかったけど、きっと修しゅ業ぎょうしてて上じょう手ずにちがいなかった。

　次つぎに決きまったのは、寒かん天てんを鍋なべに入いれて溶とかす係かかり。

　火ひを安あん全ぜんに使つかえる子こってことで、やっぱりお手て伝つだいをしている子こが選えらばれた。

　器き用ようそうな子こから先さきに手てをあげて、どんどんと係かかりが決きまっていく。

　そして、わたしが担たん当とうになったのは、最さい後ごまで残のこった係かかり。

　なんと、切きってもらったフルーツを、溶とかしてもらった寒かん天てんの液えきに入いれて、氷こおり水みずで冷ひやして固かためるだけのお仕し事ごと！

　他ほかにもう一ひとつ最さい後ごまで残のこっていたのは、白しら玉たま団だん子ごを氷こおり水みずで冷ひやす係かかり。

　どちらもカンタンすぎて不ふ人にん気きな係かかりだった。

　いいなぁ、かっこいいなぁとフルーツを切きる係かかりのテーブルを見みると、ちょうどそらくんがキウイフルーツの皮かわをむいているところだった。

　するするとすばやく、そしてきれいに皮かわがむけていく。

　そらくんの手てつきに他ほかの子こ達たちが手てを止とめて食くい入いるように見みつめている。

　そしてそらくんの手て元もとからキウイフルーツの皮かわがポトリと落おちる。

　一いっ回かいもちぎれずに落おちた皮かわは長ながく、見みていた子こ達たちがうわあああと歓かん声せいを上あげた。

「そら、まじでうまい！　菓子職人パティシエになりたいって冗じょう談だんじゃなかったんだ？」

「まーな」

　そらくんはまんざらでもなさそうだ。

　その後あともオレンジの皮かわ、リンゴの皮かわをどんどんむいていく。そのたびにざわざわと声こえがさざなみのように広ひろがっていく。

「うわ、かっこいいね……」

「メッチャ上じょう手ずじゃん！」

　そらくんをほめる言こと葉ばを聞ききながら、切きってもらったキウイ、オレンジ、リンゴとイチゴをバットに並ならべて寒かん天てん液えきを注そそぐ。そしてバットごと氷こおり水みずにつけた。

　ただそれだけ。あまりにもあっけなく終おわって、わたしはそらくんとのチガイに泣なきそうになってしまった。

　そらくんって、やっぱりすごいよね……。

　もしかして、わたし……実じつはそらくんの重おも荷にになってるんじゃ……？
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　そんな考かんがえがふと沸わき上あがって、わたしは不ふ安あんになる。

　だから、あんなふうに一人ひとりで大だい丈じょう夫ぶって言いったのかな。

　わたしの力ちからなんて、もういらないって、足あし手でまといだって……そういう意い味みだったのかも。

　どんどんと暗くらい考かんがえに心こころが染そまっていく。

　だけどそのとき、

「白しら玉たま冷ひえたよ。ここに置おいておくね」

　柔やわらかい声こえが耳みみに届とどいて、そらくんへのほめ言こと葉ばが耳みみから遠とおざかった。

　ハッとして顔かおを上あげると、シュウくんが白しら玉たま団だん子ごを手てに目めの前まえに立たっていた。

　あ！　シュウくんってもしかして白しら玉たまを冷ひやす係かかり!?

　とたんに仲なか間ま意い識しきが芽め生ばえてしまう。

　だってわたしといい勝しょう負ぶだ！

　するとシュウくんは笑わらった。

「不ぶ器き用よう仲なか間まとか思おもった？」

　うわああ、心こころを読よまれた！　顔かおに出でてた!?

　あせっていると、

「それで落おち込こんでるわけ？　得とく意いなやつがやればよくない？　僕ぼくもだけど、君きみも別べつの特とく技ぎがあるんだし、自じ分ぶんの得とく意い分ぶん野やでがんばればいい話はなしだと思おもう。虫むし取とりとかだったら、僕ぼくたちきっと誰だれよりも上じょう手ずだと思おもうし」

　シュウくんの言こと葉ばに少すこし救すくわれた気きになる。

「そ、そっかな……」

「そうだよ。それより、この間あいだの『ワクワク昆こん虫ちゅうワールド』見みた？　セミの特とく集しゅうしてたけど」

　シュウくんが言いったのは、わたしが好すきなテレビ番ばん組ぐみだ。

　毎まい回かい一つの昆こん虫ちゅうに絞しぼって、何なにを食たべるのかとか、どこに住すんでいるのかとか、どうやったら上手うまく捕つかまえられるのかとかを詳くわしく教おしえてくれる、大だい好すきな番ばん組ぐみ。

　昔むかしからずっと好すきだったけど、わたしが虫むしギライになっていた間あいだも続つづいていて、今いまも人にん気き番ばん組ぐみのまま。

　録ろく画がして何なん回かいも見みてしまうくらいに、虫むし好ずきにはたまらない番ばん組ぐみだった。

「あ、録ろく画がしたけどまだ見みてないんだ。タガメの回かいは見みたけど、すごく面おも白しろかった！」

　楽たのしい話わ題だいにユウウツさが消きえていく。わたしはいつの間まにか笑えみを浮うかべることができるようになっていた。

「あー、あれすごかったね」

「次つぎはなんだっけ？」

「オニヤンマだって」

「わあ、楽たのしみ～！」

　二人ふたりで虫むしの話はなしで盛もり上あがっている間あいだに、近ちかくでタイマーが鳴なった。

　わたしの担たん当とうだった寒かん天てんが固かたまったらしい。

　カンタンな作さ業ぎょうなのに失しっ敗ぱいしたら大たい変へん！　とバットの方ほうを見みると。

　ちょうど視し線せんの先さきにいたそらくんと目めが合あった……──と思おもったんだけど。

　直ちょく後ご、そらくんは、ふっとわたしから目めをそらしたんだ。




　え、いま、目めを、そらされた？




　胸むねがバクバクと大おおきな音おとを立たてはじめる。

　なんで？　わたし、そこまで嫌きらわれるようなこと……何なにかした？








９　牛ぎゅう乳にゅう寒かん天てんパニック









「どうかしたの？」

　シュウくんの声こえにハッとする。

　わたしはまだ頭あたまが混こん乱らんしていたんだけど、

「な、なんでもないよ」

　となんとか答こたえる。

　そして、自じ分ぶんにも言いい聞きかせる。

　大だい丈じょう夫ぶ。きっと、きっと気きのせいだよ。

　目めが合あったって思おもったのが、わたしの思おもいちがい。

　だってそらくんが目めをそらしたりするわけないし。

　そういうキャラじゃないよ。

　どんな子ことだって仲なか良よくしてるし、いつもニコニコしてるし。

　だからきっとわたしのカンチガイだよ！

「で、できたから、切きらないとね」

　そう言いって、気き持もちを調ちょう理り実じっ習しゅうに切きり替かえる。

　バットを軽かるくゆすると、寒かん天てんはちゃんと固かたまっていた。

　うん、さすがに注そそぐだけだから失しっ敗ぱいもなさそう。

　ほっとしながら、出で来き上あがったフルーツ寒かん天てんを、包ほう丁ちょうの係かかりのゆりちゃんのところに持もっていく。

　するとゆりちゃんは、なんとなくとまどったような顔かおでわたしと、それからシュウくんを見みた。

　なんていうか、言いいたいことをガマンしてるような。

　あれ？　どうしたんだろ……。

「あの、これ、おねがいできるかな？」

　思おもい切きって声こえをかけると、ゆりちゃんがハッとしたようにバットを受うけ取とった。

「じゃあ、これも頼たのむ！」

　後うしろから牛ぎゅう乳にゅう寒かん天てんを作つくる係かかりだった男おとこの子こがバットを持もってきた。

　ゆりちゃんが包ほう丁ちょうで、わたしが固かためたフルーツ寒かん天てんに切きり込こみを入いれる。

　そして、別べつの包ほう丁ちょう係がかりの子こが牛ぎゅう乳にゅう寒かん天てんに包ほう丁ちょうで筋すじを入いれていった。

　バットの中なかでは、一センチ角かくの小ちいさなキューブがたくさんできあがる。

　牛ぎゅう乳にゅうの方ほうは白しろくてなんだかサイコロみたいでカワイイ感かんじ。

　そしてフルーツの方ほうは、キウイの緑みどりとオレンジのだいだい色いろ、そしてリンゴの白しろと、イチゴの赤あか。色いろとりどりで宝ほう石せきみたい。ちょっとうっとりしてしまう。

「次つぎは、盛もり付つけだね！」

　誰だれかが言いって、お皿さらをテーブルに並ならべはじめる。

　二つの寒かん天てんを同おなじ量りょうずつお皿さらに盛もるのが次つぎの手て順じゅんだった。

　だけど、

「一いっ気きに混まぜたほうが楽らくじゃない？」

　ゆりちゃんが一つのボウルで二種しゅ類るいの寒かん天てんをどさっと混まぜた。

　そしてゆでたアカエンドウも加くわえてぐるぐるとかき混まぜる。

「あ、ゆりちゃん、あったまいい！」

　他ほかの子こ達たちも真ま似ねをしはじめる。

　だけどわたしはふと気きになって、黒こく板ばんに書かかれた手て順じゅんをじっと見みた。

『フルーツ寒かん天てんと牛ぎゅう乳にゅう寒かん天てんは分わけてつぎわけること』

　赤あか字じで書かいてあるんだけど……大だい丈じょう夫ぶかな？

　お料りょう理りって小ちいさなチガイが大おおきなチガイになることが多おおいんだよね。

　ぼうっとしてたから、だいじなことを聞きき逃のがしてたらどうしよう。

　とそのとき、

「あああ、金かね子こ！　ちょっと待まった！」

　先せん生せいがあわてた様よう子すで駆かけ寄よってきた。

「ああああ、遅おそかったかぁ……」

　先せん生せいががっくりと肩かたをおとした。

　突とつ然ぜんの中ちゅう断だんにびっくりしてしまう。

「全ぜん部ぶ混まぜちゃったかあ、他ほかのも残のこってない？」

　必ひっ死しな先せん生せいに、ただごとじゃないと思おもっていると、みぃちゃんが急きゅうに泣なき出だした。

　ええええ、どうしたの!?

「町まち田だは牛ぎゅう乳にゅうアレルギーでね……だからフルーツの方ほうしか食たべられないんだ。すまんな。先せん生せいの説せつ明めい足たりなかったな……」

　町まち田だっていうのはみぃちゃんのことだ。わたしはハッとする。

　そういえばみぃちゃん、給きゅう食しょくでいつも牛ぎゅう乳にゅう飲のんでなかったかも！

「アレルギー……」

　つぶやいたゆりちゃんは、いつの間まにか真まっ青さおになっていた。

「みぃ、ごめん！！！！　わたし、忘わすれてた！　ともだちなのに……ごめん!!」

　泣なきそうなゆりちゃん。するとみぃちゃんの涙なみだが止とまる。

「だ、大だい丈じょう夫ぶだよ。大たいしたことないよこのくらい！」

「そんなことないよ。ごめん、わたし代かわりに何なにかおわびするから。あ、そうだ、フルールのクッキーとか！」

　フルールの名な前まえが出でてきてビクッとする。

　ちらりとそらくんの方ほうを見みると、そらくんが困こまった顔かおで言いった。

「あー、たぶんうちの菓か子しはほとんど乳にゅう製せい品ひん入はいってるかも……大だい体たいバターが入はいってるから」

　それを聞きいたゆりちゃんはがくぜんとした様よう子すだった。

　どうしようどうしようって困こまってるのがわかって、わたしまで落おち着つかなくなる。

　みんなが作さ業ぎょうを止とめて、ゆりちゃんとみぃちゃんの様よう子すをうかがっていた。

　注ちゅう目もくが一いっ気きに集あつまる。

　うわあ……この状じょう況きょう、わたしなら耐たえられない。

　ピリピリとした空くう気きは、ふくらんだ風ふう船せんみたいに今いまにも弾はじけてしまいそうだと思おもった。

　とそのとき、

「だ、大だい丈じょう夫ぶだからほんとに！」

　みぃちゃんが先さきに大おお声ごえを出だした。

「デザートないのとか慣なれてるし、ほら、わたしみつまめって実じつはそんなに……好すきじゃないし！」

　だけど泣ないてたよね？

　わたしはみぃちゃんが、ゆりちゃんのためにグッと悲かなしみを飲のみ込こんだのが見みえた気きがした。

　ゆりちゃんに悪わる気ぎがないのなんてわかってる。

　だから、これ以い上じょうあんな顔かおさせたくないよね。

　だってともだちだから。

　わかるなって、そしてお互たがいに思おもいやっている二人ふたりがなんだかうらやましいとも思おもった。

　でもゆりちゃんは黙だまったまま。大おおきな目めからは今いまにも涙なみだがあふれるんじゃないかって思おもった。

　な、なんとかならないかな。

　ハラハラと見み守まもる。

　ゆりちゃんはごめん、って気き持もちを形かたちにしたい。だけど、みぃちゃんは大おお袈げ裟さにはしてほしくないかんじ。

　じゃあ、仲なか直なおりするにはどうすればいい……？
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　ふとあることが頭あたまに浮うかんだとき、チャイムが鳴なった。

「いったん、作さ業ぎょうに戻もどろうか。うーん、町まち田だには特とく別べつに先せん生せいのおやつを進しん呈ていしよう！」

　先せん生せいの冗じょう談だんめかした言こと葉ばに、ワハハと声こえが上あがり、ひとまずその場ばは落おち着ついた。

　だけどゆりちゃんの泣なきそうな顔かおだけは、最さい後ごまで元もとに戻もどらなかったんだ。








10　理り花かの隣となりにふさわしいのは









　目めをそらした直ちょく後ご、視し界かいのはしに理り花かの寂さびしそうな顔かおが映うつった気きがした。

　その顔かおを見みて、おれは、あー、やっちまったと後こう悔かいした。

　でもさ。なんだか見みてられなかったんだ。

　あんなふうに楽たのしそうに理り科かの話はなしをしてる理り花かを見みてると、やっぱりおれってジャマモノって思おもうじゃん？

　理り花かは虫むしが好すきで、理り科かが好すきで。

　そんな理り花かはやっぱり菓か子し作づくりをしてるより、虫むしを取とったり実じっ験けんしたりしてた方ほうが楽たのしいんじゃないかって、どうしても考かんがえてしまうんだ。

　ゼッタイ、シュウと理り科かの話はなししてる方ほうが楽たのしいに決きまってる。

　だから目めをそらしたって、理り花かはきっと平へい気きに決きまってる。

　そう思おもうけれど。

　もやもやと考かんがえているうちに、やがて放ほう課か後ごになった。

「あー。やっぱだめだ」

　そもそもおれ、頭あたまの中なかでウジウジ考かんがえるのってニガテだし。考かんがえて答こたえが出でる問もん題だいでもない。

　一ひと言こと謝あやまった方ほうがきっとスッキリするし、実じっ際さい理り花かがどう思おもってるのかも本ほん人にんに聞きかないとわからないし。

　理り花かが菓か子し作づくりより虫むしを取とりたいって言いったら、そのときはキッパリあきらめたらいい。

　ウジウジ悩なやむよりそうしようって決きめた。

　おれはランドセルを背せ負おうと、帰かえり支じ度たくの済すんだ理り花かをちらりと見みる。

　そのまま声こえをかけようかと思おもったけど、やめた。

　いつもみたいに桜さくらの木きのところで待まってた方ほうがいいか。

　理り花かは学がっ校こうで話はなしかけられるのをいやがっている。

　はっきり言いわないけど、冷ひやかすような奴やつがいるからかも。おれも冷ひやかされるのはムカつくし。

　……じゃあなんでシュウはいいんだよって思おもうけど。

　なんだかムカムカしながら昇しょう降こう口ぐちへ向むかう。

　靴くつを履はき終おわったところで、そのシュウが目めの前まえに現あらわれたから、おれは思おもわずギョッとした。

　シュウは出で入いり口ぐちの扉とびらに寄よりかかっている。誰だれかを待まっているような、そんな様よう子すだった。

　気きになりつつも前まえを通とおり過すぎようとすると、シュウは、「今日きょうもまちぶせ？」と聞きいてきた。

「は？」

　おれは足あしを止とめる。

　どことなく言こと葉ばにトゲがあったような気きがした。なにを言いっているんだろうと考かんがえたおれはハッとする。

　まちぶせ。

　この間あいだ、おれが桜さくらの木きのところにいたのをシュウは見みていたのかもしれない。

　シュウはいつものおだやかな目めではなく、挑ちょう戦せん的てきな目めをしていた。

　見みたことがない顔かおにぎくりとしたとたん、シュウは言いった。




「理り花かの隣となりには僕ぼくの方ほうがふさわしいと思おもう」




　昇しょう降こう口ぐちに満みちていたざわめきが一いっ瞬しゅん消きえた気きがした。

「……は？」

　何なにを言いってるんだ、こいつは。

　隣となり？　席せきのことか？

　だけど……ふさわしいって……。

　いまいち意い味みがつかみきれなかったおれに、シュウはクスリと笑わらって付つけ足たした。

「さっき見みてたんだろ？　僕ぼくの方ほうが話はなしは合あうし、趣しゅ味みも同おなじだ。理り花かも君きみといる時ときより楽たのしそうだったろ？」

　さっき、と聞きいて調ちょう理り実じっ習しゅう中ちゅうのことが頭あたまによみがえった。

　ニコニコと楽たのしそうに、ちょっと興こう奮ふんした様よう子すで、目めをキラキラさせて夢む中ちゅうで話はなす理り花かを見みたら、クラスのほとんどのやつがびっくりすると思おもう。

　あんなふうに笑わらうんだって、話はなすんだって。

　てっきりおれと実じっ験けんしてるときだけだと思おもってた。

　でもちがった。カンチガイだった。

　……ああ、その『隣となり』って意い味みか。相あい棒ぼうっていう意い味み。

　わかったとたん、とどめを刺さされたような気きになった。

　そうだよな。

　おれ、算さん数すうも理り科かもニガテだし。きっとシュウには敵かなわない。理り花かの話はなしにはたぶんついていけない。

　言いい返かえすことができずに、シュウを押おしのけるようにして外そとに出でようとする。

　そのとき。

「そらくん！」

　どこかで理り花かの声こえがした、ような気きがした。

　だけど、今いまは理り花かの顔かおは見みられない。ゼッタイにひどい顔かおをしているっていう自じ覚かくがあった。

　おれは、うつむくとそのまま昇しょう降こう口ぐちを出でて行いった。








11　僕ぼくと組くもうよ









「聞きこえなかった……のかな」

　そう思おもいたかった。だけど隣となりにいたシュウくんが振ふり向むいたんだから、そらくんに聞きこえていないわけはなかった。

　あぁ、目めをそらされたのって、カンチガイじゃ、なかったんだ……。

　目めの前まえが暗くらくなってくる。

　もうダメなのかも。

　お菓か子し作づくり、あれだけ楽たのしかったのに。

　ずっと、『幻まぼろしの菓か子し』を作つくることができるまで続つづくって信しんじてたのに。

　こんなふうにカンタンに終おわっちゃうだなんて、びっくりすぎて涙なみだも出でない。

　信しんじられないって気き持もちが大おおきすぎた。

　とぼとぼとそらくんの消きえた昇しょう降こう口ぐちへと向むかう。

　しょんぼりと靴くつを履はき替かえて外そとに出でると、シュウくんが待まっていた。

　だけど話わ題だいがぜんぜん思おもいつかない。そのくらいにショックを受うけていた。

　だんまりのまま歩あるき始はじめるとシュウくんはついてくる。

　一人ひとりで帰かえりたいな。

　だって、シュウくんがいたら、泣なきたくなっても……泣なけない。

　けれど、家いえの方ほう向こうが一いっ緒しょだからしょうがない。

　わたしはグッとガマンして下したを向むいたまま歩あるき続つづける。早はやく家いえに着つけば良いいのにって思おもう。

　桜さくらの木きの曲まがり角かどに差さしかかり、わたしは万まんが一いちの可か能のう性せいを夢ゆめ見みて、そらくんの家いえの方ほうを見みた。

　だけど、そこには誰だれもいなかった。

　いない。

　そらくんはもう、いない。

　このごろ毎まい日にちがあんなに楽たのしかったのに。世せ界かいが終おわったような気きさえした。

　信しんじられなくてぼうぜんとしたわたしに、シュウくんが言いった。

「大だい丈じょう夫ぶ？」

　シュウくんの存そん在ざいを忘わすれていた。だけど、そのことを悪わるいって思おもえる余よ裕ゆうもなかった。

「夏なつ祭まつり」

　シュウくんがぽつりと言いった。

「え？」

　急きゅうに言いわれたから、頭あたまが混こん乱らんした。

　そらくんのことばっかり考かんがえてたから、余よ計けいに話はなしがつながらない。

　するとシュウくんは続つづけて言いった。

「夏なつ祭まつり、僕ぼくと一いっ緒しょに行いかない？」

「え？」

　さらに頭あたまが混こん乱らんする。どういう、意い味み？

「え、……だってシュウくん、朝あさ、行いかないって言いってなかった？」

　そう言いうとシュウくんは笑わらった。

「ああ、あれ。単たんに理り花かちゃんと行いきたかったから」

「え」

　わたし「え」ってばっかり言いってる。そんなことをぼんやりと考かんがえたあと、

「ええええええ!?」

　わたしはさらに「え」の数かずを増ふやしてしまっていた。

　え、でも、だって。それって。

　シュウくんが前まえに言いった言こと葉ばが頭あたまの中なかでぐるぐると回まわり出だす。




『かしこい子こが好すきなんだよね』




　え、えっと、す、好すきって、ま、まさか、つ、つきあいたいとか、そういう意い味みってこと!?

　ど、どどどど、どうしよう!?　いきなりそういうのって、ぜんぜん頭あたまがついていかない！

　あせったわたしはとっさに答こたえた。

「む、ムリだよ！」

「なんで？」

「えー、え、えっと……」

　な、何なにかない!?　いい言いい訳わけ！　わたしは必ひっ死しで頭あたまを使つかった。するとふとママの顔かおが浮うかぶ。

　そ、そうだ！

「ま、ママの手て伝つだいをしないといけなくって！　お祭まつりで係かかりになっちゃったから」

「……ふうん」

　シュウくんはわたしの目めをじっと見みる。メガネの奥おくの目めがわたしの心こころをのぞき込こむように光ひかった。

「ウソが下へ手ただなあ」

　わっ、ウソだってあっという間まにバレた！

　あわあわしてしまう。

　だけど、シュウくんは怒おこったりせずにふわりと笑わらった。

「広ひろ瀬せじゃないとだめ？」

　わたしはもしかしたら一いっ瞬しゅん飛とび上あがってしまったかもしれない。体からだが震ふるえた。

　シュウくんの言こと葉ばが、わたしの気き持もちにパズルみたいにピタッとはまった。

　夏なつ祭まつり、きっとそらくんに誘さそわれてたら、喜よろこんで行いったと思おもうんだ。

「究きゅう極きょくの実じっ験けん」

　シュウくんの口くちから漏もれたフレーズにわたしは目めを見み開ひらいた。
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　どくん、どくんと体からだがイヤな感かんじに脈みゃく打うつ。さっきまでとは別べつのドキドキに体からだが支し配はいされる。ブクブクと煮に立たっていたような体からだ中じゅうの血ちが、今こん度どは氷こおりみたいに冷ひえていく感かんじがする。

「な、なんで、それ」

　なんでシュウくんが知しってるの？

「図と書しょ館かんで拾ひろったあのノートに書かいてあっただろ。あれを見みた時ときから、気きになってた。『究きゅう極きょくの実じっ験けん』ってひびきがサイコーにワクワクしたし。僕ぼくもやってみたくなった」

「で、でも」

　だとしても……なんでわたしと？

　顔かおに出でていたのか、シュウくんは少すこしだけほほえんだ。

「理り花かちゃんは僕ぼくが勉べん強きょうが好すきって言いっても『変へん』だって言いわなかった。それって……君きみも勉べん強きょうがすごく好すきだからだろう？　僕ぼくは、そんな君きみとならいい相あい棒ぼうになれると思おもったんだ」

　シュウくんはマジメな顔かおになって、まっすぐにわたしを見みた。

「広ひろ瀬せじゃなくって、僕ぼくと組くもう。僕ぼくと二人ふたりでやれば、本ほん当とうに『究きゅう極きょく』になるよ」

　考かんがえてもみなかったことを提てい案あんされて、わたしはぼうぜんとした。

　頭あたまがクラクラして、今いまにも倒たおれそう。

「……ごめん！」

　逃にげるようにしてわたしはシュウくんから離はなれると、そのまま走はしり出だす。

　そして、いつもとはちがう道みち──公こう園えんのある道みちへと逃にげ込こんだんだ。








12　久ひさ々びさの約やく束そく









　あぁ、びっくり、した……。

　シュウくん、なんであんなこと。

　大だい混こん乱らんのまま公こう園えんの前まえを通とおり過すぎようとしたわたしは、ぎい、という音おとがした方ほう向こうを何なに気げなく見みて、思おもわず足あしを止とめた。

　ブランコに座すわっている女おんなの子こに見み覚おぼえがあったのだ。

「……ゆりちゃん？」

　ランドセルが地じ面めんに置おいてある。

　あれ？　まだ家いえに帰かえっていないってことは寄より道みちしてる？　それって……なんだか、らしくないな。

　そして調ちょう理り実じっ習しゅうのときのゆりちゃんのことを思おもい出だした。

　あぁ、そっか。まだ落おち込こんでるんだ、きっと。

　どうしよう。

　ケンカ、してるわけじゃない。だけど気きまずいままだし。ゆりちゃんだってわたしと話はなしたくないって思おもってるかもしれないし。

　今いま気きづかなかったふりをしてここを通とおり過すぎても、きっとゆりちゃんはなんとも思おもわないと思おもうし……。むしろ放ほうっておいてって思おもうかもしれないよね。

　わたしは公こう園えんを過すぎ去さろうとしたけれど、足あしが動うごかなかった。

　──でも、だけど！　やっぱりあんなゆりちゃんを放ほうっておけないよ！

　わたしは方ほう向こう転てん換かんして、公こう園えんに入はいっていく。

　一いっ歩ぽ一いっ歩ぽ進すすむたびに胸むねの音おとがどんどん大おおきくなっていくのがわかった。

　引ひき返かえす？　今いまからでも遅おそくないかも。

　そんな弱よわ気きと戦たたかいながらわたしはゆっくりと進すすむ。

　やがてブランコまでたどり着つくと、ドキドキしながらゆりちゃんに声こえをかけた。

「ゆりちゃん、大だい丈じょう夫ぶ？」

「……理り花かちゃん？」

　ゆりちゃんはちょっとびっくりした様よう子すだったけれど、

「大だい丈じょう夫ぶ……じゃないかなぁ」

　はは、と力ちからなく笑わらった。

　いやがられていないみたい。ホッとしたわたしは隣となりのブランコに腰こし掛かけた。

「調ちょう理り実じっ習しゅうのときのこと？」

　わたしがそっとたずねると、ゆりちゃんは小ちいさくうなずいた。

「……みぃちゃんってさ、お菓か子しとかあんまり食たべられないの悲かなしいって言いってたんだ。だからきっと楽たのしみにしてたはずなんだ……なのに、よりによってわたしが台だい無なしにしちゃった。ともだちなのに」

　辛つらそうな様よう子すに、わたしの胸むねはギュッと苦くるしくなった。助たすけてあげたいって思おもった。

「それならさ、家いえでもう一いっ回かい作つくって持もって行いこう？」

　それは調ちょう理り実じっ習しゅうのときに考かんがえついたことだった。

　どうしたら、ゆりちゃんもみぃちゃんも元もと通どおりになれるかなって。

「……作つくる？」

「そんなにムズカシくなかったよね？　フルーツ寒かん天てんならきっと食たべられるから、みぃちゃんも受うけ取とってくれるよ」

　ゆりちゃんの顔かおがパッと輝かがやきだした。

「そ、そっか……作つくるって手てがあるんだ！　どうして思おもいつかなかったんだろ！」

　そう言いったあと、ゆりちゃんは渋しぶい顔かおをする。

「あ、でも……ママがお仕し事ごと忙いそがしいから、一人ひとりで作つくらないと……できるかな……」

　ゆりちゃんが考かんがえ込こむのを見みて、わたしはまたドキドキしてしまう。

　ああ、一人ひとりで作つくるつもり？

　ってことは……わたしの手て伝つだいとか、いらないかな。

　誘さそったら、いやがられないかな？

　悩なやんだけれど、心こころ細ぼそそうなゆりちゃんを見みているとやっぱりお手て伝つだいしたくなった。

　そもそも、あれってゆりちゃんだけのせいじゃないし。

　わたしだって、手て順じゅんがちがってるのに気きづいたのに止とめられなかったんだもん。

「それなら……わたしも手て伝つだうよ！」

　勇ゆう気きを出だしてそう言いうと、ゆりちゃんは目めを見み開ひらいた。

「え、いいの？　ほんとに!?」

　あぁ、断ことわられなかった！　うれしくなったわたしは続つづけて言いった。

「わたしも一いっ緒しょに作つくりたい」
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　わたしがうなずくとゆりちゃんは顔かおを赤あかくして叫さけんだ。

「ありがと……！　あ、でもうち、おねえちゃんがともだち呼よぶの嫌いやがるんだ……。うるさいって。おねえちゃんだってともだち呼よんだときはうるさいのに！」

　むーと口くちを尖とがらせるゆりちゃんを見みてクスリと笑わらってしまう。

「じゃあ、うちでやろう？」

「いいの？　じゃあ、今こん度どの土ど曜よう日びとか、空あいてる？」

「土ど曜よう日び？」

　土ど曜よう日びの予よ定ていは、ない。

　あるはずだったのに、すごく楽たのしみにしてたのに、ない。

　……そらくんと実じっ験けんすること、もう二に度どとないのかな。

　急きゅうに心こころがずしんと重おもくなったとき、ゆりちゃんが心しん配ぱいそうにわたしの顔かおをのぞき込こんだ。

「どうかした？　あ、ムリならいいんだよ！　理り花かちゃんの都つ合ごうの良いい日ひにしてくれて」

　ゆりちゃんの言こと葉ばがわたしの心こころをふっと軽かるくした。

　そして気きがついた。

　あれ、いつの間まにか、ギクシャクが、消きえてる？

　まるで……前まえに戻もどったみたいじゃない？

　わたしは、グッと顔かおに力ちからを入いれて笑わらう。

「ううん、なんでもないよ！　土ど曜よう日びで大だい丈じょう夫ぶ。じゃあうちに来きて！」

「わかった！　理り花かちゃん、ありがとう！」

　ゆりちゃんが元げん気きよく家いえに帰かえっていくのを見み送おくる。

　ありがとうって言こと葉ばが、じわじわと心こころにしみ込こんでいく。

　ゆりちゃんに声こえをかけなかったらきっと、わたし、一いち日にち中じゅうそらくんとシュウくんのことで悩なやみ続つづけていたかも。

　思おもい切きって声こえをかけてよかった。心こころからそう思おもった。




[image: ]




　だけど。

　ゆりちゃんのおかげで、一いっ瞬しゅん頭あたまの中なかから消きえたそらくんとシュウくんの問もん題だいは、次つぎの日ひになったらまた戻もどってきてしまった。

　だって今日きょうは木もく曜よう日びで、約やく束そくの土ど曜よう日びまであと二ふつ日かもあったんだもん！

　ビクビクしながら席せきに着つく。なるべくシュウくんの方ほうを見みないようにと……、

「おはよう……」

　うつむいたまま小こ声ごえで挨あい拶さつをすると、

「おはよう」

　ごく普ふ通つうの声こえで挨あい拶さつが返かえってくる。

　それを聞きいてホッとしたわたしだけど、直ちょく後ご、

「昨日きのうの返へん事じ、いつでもいいから」

　シュウくんはささやくように言いうと、にっこりと笑わらって前まえを向むく。

　え、えええええ、返へん事じって言いわれても──。

　途と方ほうに暮くれてそらくんを見みる。

　ばっちり目めがあった。

　──確かく実じつに目めがあった。

　なのに、そらくんはそっとわたしから視し線せんを外はずすと「おはよー」とともだちのところへ向むかってしまった。

　わたしの心こころはあっという間まにぺしゃんこだ。

　本ほん当とうに……なんでこんなことになってるんだろ。

　悪わるいところがわかったら、直なおすことだってできるのに、心こころ当あたりが全ぜん然ぜんないんだもん。

　ぐったりと机つくえに突つっ伏ぷすと、シュウくんがひっそり「ほら、あんなヤツより、ゼッタイ僕ぼくを選えらんだ方ほうがいいと思おもうけど？」とささやく。

　ぼ、僕ぼくを選えらぶ!?　ひえっ！　やめて～！！！　誰だれが聞きいてるかわかんないのに！　ゴカイをまねくよ！

　わたしはワタワタとふたたび周まわりを見み回まわす。

　だけどシュウくんの声こえが小ちいさかったから、誰だれも聞きいていないみたいだった。

　ホッとする。けど、すぐにぐったりする。

　気きまずかったり、びっくりしたり。がっかりしたり、あわてたり、なんとなく怖こわかったり。

　少すこしの間あいだにあまりにもいろんな感かん情じょうが次つぎ々つぎに出でてくるもんだから、わたしはまだ朝あさだというのにヘトヘトに疲つかれてしまったのだ。

　あぁ、もう、わたし帰かえりたいよ……。

　学がっ校こう、来くるのイヤだよ……。

　そう思おもってると、誰だれかが「おはよっ」と小ちいさく挨あい拶さつをしてくれた。

　顔かおを上あげると、それはゆりちゃん。

「昨日きのうはありがとね」

　みぃちゃんに秘ひ密みつにしておくつもりなのかな。

　ゆりちゃんはひそひそとナイショ話ばなしのようにわたしにささやいた。

　ニコッと笑わらわれて、わたしの心こころはようやく少すこし上うわ向むいた。

　ああ、なんだかゆりちゃんが天てん使しに見みえるよ！








13　リベンジ、フルーツ寒かん天てん









　ゆりちゃんとの約やく束そくを支ささえに、なんとか木もく曜よう日び、金きん曜よう日びをのりきり、やっと土ど曜よう日びがやってきた。

　ああああ、ついに！　待まちに待まった休やすみだ～～～!!

　ピンポーン、とチャイムが鳴なり、ゆりちゃんがやってきた。

　ゆりちゃんの手てにはエコバッグ。家いえにあったフルーツと寒かん天てんを持もってきたんだって。

「いらっしゃい！」

　ママはうれしそうにキッチンに案あん内ないすると、自じ分ぶんはパパの部へ屋やに向むかう。

「ごめんねえ、ちょっと忙いそがしくって。何なにかあったらすぐに呼よびにきて」

　やっぱり夏なつ祭まつりの準じゅん備びが忙いそがしいんだって。

　他ほかの係かかりの人ひとの意い見けんが分わかれて、結けっ局きょくまだメニューも決きまっていないらしくって、ちょっと切せっ羽ぱ詰つまっているんだ。

「じゃあ、作つくろうか」

　わたしは手てを洗あらうとエプロンをつける。

　ゆりちゃんのエプロンは薄うす紫むらさきでフリルがついている。やっぱりカワイイなって思おもう。

　でもわたしがつけると、きっと似に合あわないんだよね……。

　うらやましく思おもっていると、

「理り花かちゃんの空そら色いろのエプロン、カワイイよね。その色いろ、理り花かちゃんにすごく似に合あってる」

　ゆりちゃんが材ざい料りょうを並ならべながら言いう。おんなじことを考かんがえていたのでちょっとびっくりした。

　するとゆりちゃんがわたしのエプロンをじっと見みつめながら言いう。

「うちのママ、青あおとか緑みどりとか黒くろとか買かってくれないんだよね、男おとこの子この色いろだって。だから女おんなの子こらしいカワイイ色いろにしようって」

「そう、なんだ？」

　男おとこの子この色いろ？

「理り花かちゃんって青あおが似に合あうよねえ」

　ゆりちゃんのママの言こと葉ばが気きになりつつも、わたしはうなずいた。

　わたし、青あお系けいの色いろが好すきで、ランドセルも空そら色いろだ。

　ランドセルは、うちのパパもママもわたしの好すきな色いろでいいよって、選えらばせてくれてた。それって実じつは珍めずらしいのかな。

　そんなことを考かんがえながら道どう具ぐを出だす。

　包ほう丁ちょうを握にぎると冷ひや汗あせが出でる。

　だって尖とがってるものってちょっと怖こわくない？

　ドキドキしながら包ほう丁ちょうを出だしたものの、はたと気きがついた。

　まな板いたの上うえにはキウイフルーツと缶かんづめのパイナップルとみかん。あ、キウイフルーツの皮かわ、どうしよう!?

「あ、あの……ゆりちゃん、皮かわむくのできる？　じ、実じつはわたしちょっとニガテで」

「いいよ」

　そう言いいながら、ゆりちゃんはキウイフルーツの皮かわをむきはじめる。

　わたしよりは上じょう手ずだけれど、やっぱり慣なれていない感かんじ。

　プツプツと皮かわが細こまかく落おちていくのを見みていると、そらくんの鮮あざやかな包ほう丁ちょうさばきを思おもい出だした。

　ゆりちゃんが皮かわをむいたキウイフルーツや缶かんづめのパイナップルを、わたしが刻きざんでいく。

　寒かん天てんのパウダーを煮に溶とかしたものにフルーツを混まぜる。

　あとは冷れい蔵ぞう庫こで固かためるだけ……とホッとしたものの……。

　フルーツの大おおきさがバラバラだ。

　わたしは自じ分ぶんの不ぶ器き用ようさに、しょんぼりしてしまう。

「ご、ごめん……ね、なんかバラバラになっちゃって……」

　そう謝あやまると、ゆりちゃんは首くびを横よこに振ふった。

「いや、わたしもそんなに上じょう手ずじゃないじゃん。表ひょう面めん、デコボコになっちゃったし。……やっぱり、そらくんみたいに上じょう手ずにはできないなあ……すごかったよね～！」

　ゆりちゃんのつぶやきにビクリ、と体からだが震ふるえる。

　するとゆりちゃんはおや？　という顔かおをした。

「様よう子すが変へんだって思おもってたんだけど、理り花かちゃんってそらくんとケンカしたの？」

「…………」

　ちょっとためらったあと、わたしはうなずいた。

「ケンカっていうか、なんか一いっ方ぽう的てきに嫌きらわれちゃったみたいで」

「あー……」

　ゆりちゃんがどこかナットク顔がおでうなずいた。

「え、原げん因いん知しってる!?」

「知しってるっていうか……たぶん石いし橋ばしくんのせいじゃない？」

「シュウくん？」

　シュウくんのせい？　どうして？

　キョトンとしていると、ゆりちゃんは「ほら、それだよ」と言いった。

「それ？」

　首くびを傾かしげていると「気きづいてないのかぁ」とゆりちゃんはものすごくおかしそうにする。

「石いし橋ばしくんが転てん校こうしてきてから、なんとなく理り花かちゃん変かわった気きがする」

「わたしが変かわった？」

「理り花かちゃんって大人おとなしくて物もの静しずかなタイプだって思おもってたけど、石いし橋ばしくんとだったらよくしゃべるし、すごく楽たのしそうに笑わらうよね」

　そう、かな？

　あ、でも今いままで、理り科かの話はなしできる人ひといなかったから、楽たのしかったのは本ほん当とうだ。

　でも学がっ校こうで理り科かの話はなしができるようになったのって、そらくんのおかげなんだけどな。

　わたしが変かわったっていうんなら、きっとそらくんに「堂どう々どうとしてろよ」って勇ゆう気きづけられたからだ。

　そらくんのことを思おもい出だしてしんみりしていたわたしは、

「なんだかすごく楽たのしそうで……『二人ふたりの世せ界かい』を作つくってるように見みえるっていうか」

　ゆりちゃんがそう言いったので飛とび上あがりそうになった。

「ふ、『二人ふたりの世せ界かい』！？？？　シュウくんと!?」

　で、でも、理り科かの話はなししてただけだよ!?

　ゆりちゃんはニヤニヤ笑わらった。

「何なにより、その名な前まえ呼よび！」

「え、でもみんなシュウくんって呼よんでるんじゃ……」

　シュウくんがそう言いうからわたし、名な前まえを呼よぶことにしたんだよ!?

「ほとんど呼よんでないし。理り花かちゃんが名な前まえで呼よぶとか珍めずらしいから、石いし橋ばしくんのこと好すきなんじゃないかなって、わたしちょっと疑うたがっちゃったよ？　まだみんなそのことに気きづいてないみたいだけど、このままだと理り花かちゃんのことよく知しらない子こもゴカイしちゃうんじゃないかな……？」

「えええええええ！？？？？」

　好すき!?　わたしが、シュウくんを!?　なにそれ！

　思おもわず叫さけんでしまうと、ママがバタバタとあわてたようにキッチンにやってくる。

「ど、どうかした!?」

　ひえっ！　ママにはゼッタイ聞きかれたくない話はなしだよ!!

「な、なんでもないよっ!!　ママはお仕し事ごとがんばって!!」

　ママを必ひっ死しでキッチンから追おい出だすと、ゆりちゃんがお腹なかを抱かかえて笑わらい出だした。

「り、理り花かちゃん！　面おも白しろすぎ……!!」
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　笑わらいすぎでゆりちゃんの目め尻じりには涙なみだが浮うかんでいる。

「からかったの？　ゆりちゃん……ひどい～」

　そう言いうとゆりちゃんは笑わらいを引ひっ込こめて、ちょっとマジメな顔かおになった。

「からかってないよ。だけど、わたしは理り花かちゃんがなによりも理り科かが好すきって、この間あいだ知しったから、理り科かの話はなしが楽たのしいんだなってわかるけど……そらくんは、もしかしたらゴカイしちゃってるんじゃないかな。仲なか良よさそうだし、ジャマしちゃいけないって思おもってるとか？」

「そらくんが……ゴカイ？」

　すごく怖こわくなってきた。

　それは、イヤだ。

　わたし別べつにシュウくんのこと特とく別べつに好すきとかじゃないのに。

　そんなふうに思おもわれてるのは、イヤだ。

　胸むねが苦くるしくなってきて、思おもわず心しん臓ぞうの上うえあたりの服ふくをギュッとつかむと、ゆりちゃんがそっと言いった。

「一いっ回かい、そらくんとちゃんと話はなしてみた方ほうがいいんじゃないの？　ゴカイされたままじゃイヤだよね？」

　わたしはうなずいたあと、ふと不ふ思し議ぎに思おもった。

　仲なか直なおりをすすめられてる気きがしたけど、もしそらくんのこと好すきだったら、一いっ緒しょに実じっ験けんしてるわたしはたぶんジャマだよね？

「えっと……ゆりちゃんって……そらくんが好すきって言いってなかったっけ？」

「うーん……それがね、ママがね、そらくんのこと変へんだって言いうから、ちょっとわかんなくなっちゃって」

「変へん？」

「ママは、男おとこの子こがお菓か子し作づくりなんて変へんだって。かっこよくないって」

　わたしは思おもわず目めをぱちぱちと瞬またたかせた。

　びっくりと同どう時じにナットクした。

　そっか。ママが言いってたからゆりちゃん、わたしのことも変へんって言いったんだなって。

「そらくんは、かっこいいと思おもうんだけどな……」

　思おもわずぼそっとつぶやいたわたしはハッとした。

　ひえっ、かっこいいとか言いっちゃった!?

「え、ええと」

　ちがう！　かっこいいっていうのは、その、なんていうか深ふかい意い味みはなくって……！

　あわてていると、ゆりちゃんはニヤッと笑わらう。

「うん、そらくん、わたしもかっこいいって思おもうよ。みんな思おもってるよね、きっと」

　認みとめられるとそれはそれでフクザツなんだけど。

　一いっ体たいわたしはゆりちゃんにどうして欲ほしいんだろう……。

「でもママがかっこよくないって言いうの聞きいてると、なんだか、そうなのかなって……」

　ゆりちゃんって、ママが大だい好すきなんだな。

　ママがいやがることは一ひとつだってしたくないんじゃないのかな。

　わたしもママが大だい好すきだから、ちょっと気き持もち、わかる。

　だけど……。

『笑わらうやつなんか、気きにすることない。そんなやつのせいで自じ分ぶんの好すきなことあきらめるの、メチャクチャもったいない』

　そらくんの言こと葉ばを思おもい出だしてしまうと、誰だれかが何なにかを言いったからって好すきなことをあきらめるのって、ちがうんじゃないかなって思おもう。

　ママが言いうからって、自じ分ぶんも合あわせることはないんじゃないかな。

　だってそれって、ちょっと前まえのわたしみたい。

　みんなが変へんって言いうから、理り科かがキライってウソついてたわたしみたい！

　うん、それって、きっとメチャクチャもったいないよ！

　お腹なかの底そこから熱あついかたまりが上あがってきて、口くちから飛とび出だした。

「さっきゆりちゃんさ、空そら色いろのエプロンほめてくれたよね」

「え？」

　ゆりちゃんはキョトンとした。

「ママが男おとこの子この色いろって言いったんでしょ？　だけど、そんなことないと思おもうんだ。わたしは女じょ子しだけど、青あおが好すきだし。似に合あうって言いってくれたよね？　お菓か子し作づくりもおんなじじゃないのかな……ってわたしは思おもう」

　ゆりちゃんはハッとした顔かおになった。

　そして少すこし考かんがえ込こんだあと、「そうかも」とうなずいたんだ。




　寒かん天てんが固かたまるまでの間あいだに白しら玉たま団だん子ごを作つくった。

　できた寒かん天てんをきざんでまぜると、フルーツみつまめのでき上あがりだ。

　持もってきた容よう器きに入いれると、ゆりちゃんはキンチョウしてるのか、ちょっと赤あかくなった顔かおで言いった。

「わたし、みぃちゃんのとこ、行いってくるね！」

「うん、がんばって！」

　少すこし不ぶ恰かっ好こうになっちゃったけど、きっと、みぃちゃんなら食たべてくれると思おもった。

　ホッとすると同どう時じに、あぁ、楽たのしかったなって思おもった。

　でも、こんなことってもう二に度どとないかも。

　だってゆりちゃん、仲なか直なおりしたらまたみぃちゃん、ななちゃんと遊あそぶだろうし。その中なかにはちょっと交まじれる気きがしない。

　なんだか寂さびしく思おもいながら玄げん関かんで見み送おくっていると、「理り花かちゃん」とゆりちゃんはわたしを振ふり返かえった。

「お菓か子し作づくり、楽たのしかった。またやろうね！」

「……うん！」

　そのとき、わたしはゆりちゃんとの間あいだにあったキョリが一いっ気きに縮ちぢまったような気きがした。

　ゆりちゃんが大おおきく手てを振ふるのを見みながら思おもう。

　そっか。目もく標ひょうがおんなじなら、好すきなものがちがっても仲なか良よくできるんだ……。

　あれ？　それって、つまり、同おなじ目もく標ひょうを持もっているそらくんとも仲なか良よくできるってこと、じゃないのかな？

　そう思おもうと希き望ぼうでちょっとだけ心こころが軽かるくなる。




「ゆりちゃん帰かえったの？　大だい丈じょう夫ぶだった？」

　家いえの中なかに戻もどるとママがげっそりした顔かおでパパの部へ屋やから出でてきた。

「うん。一いち応おうちゃんとできたよ。喜よろこんでた」

「そう、よかったわねえ」

　そう言いって笑わらうママだったけど、元げん気きがない。

「ママ、まだメニュー決きまらないの？」

「そうなのよう……みんな色いろ々いろなアイディア出だしてくれるんだけど、これぞっていうのがなくってね。揉もめちゃって揉もめちゃってたいへん」

「パパに聞きいてみた？」

　忙いそがしい時ときって、パパは土ど曜よう日にち曜よう関かん係けいなくお仕し事ごとに行いってしまうんだ。

　昨日きのうも遅おそくなってたみたいだけど、今日きょうはどうかな。

「聞きいてみたけど、全ぜん然ぜん使つかえないのよ！　『地ち球きゅうまんじゅう』と『宇う宙ちゅうまんじゅう』だって。青あおい肉にくまんと黒くろい肉にくまんらしいけど、誰だれが食たべるっていうの。っていうか、それ、どうやって作つくれっていうの」

　青あおい、肉にくまん？　黒くろ……？

　想そう像ぞうしたわたしはげっそりしてしまう。

　うーん、あんまりおいしそうじゃないかなあ……。

　地ち球きゅうとか宇う宙ちゅうとか、パパの発はっ想そうは面おも白しろいけど、ちょっと食たべ物ものにはむいてないかも。

「理り花かも何なにかなぁい？」

　何なんにも考かんがえつかなくて、困こまったなあと思おもいながらひとまずキッチンに向むかう。

　本ほんだらけのパパの部へ屋やだと、いつ本ほんがくずれてくるかわからないし。

　キッチンにはゆりちゃんと作つくったフルーツみつまめがぽつんと置おいてあった。半はん分ぶんはお礼れいに置おいていってくれたのだ。

　中なかのフルーツはいびつな形かたちだったけれど、透とう明めいなキューブの中なかに閉とじ込こめて細こまかく切きってしまうと宝ほう石せきみたいできれいだった。

　うん、すずしげでカワイイしおいしそう……ん？

　ふと思おもいつく。

　こんな感かんじのゼリーが売うってたら、わたし食たべたいかも。

「ママ……フルーツゼリーとかどうかな？」

　前まえに出だしたアイディアの中なかには、ゼリーはなかった気きがする。ゼリーなら、冷つめたくって喜よろこばれそうだし、溶とけないしで、いいんじゃないかな？

　ママはハッとしたあとリストを確かく認にんする。

「理り花か、ゼリーはないよ！　ナイスアイディア！」

　やったあ！

　ママの顔かおがようやく笑え顔がおに戻もどってホッとする。

「じゃあ、試し作さくしてみようかな。カンタンでおいしいってわかったら企き画かくがスムーズに通とおりそう」

　ママがウキウキと言いうけれど、わたしは思おもわずギョッとした。

　え、大だい丈じょう夫ぶなのかな？

　だって、ママはお菓か子し作づくりニガテだよね……？

「ママ、ゼリーってお菓か子しだよ？　作つくれるの？」

「失しつ礼れいねえ！　理り花かたちが作つくれてママに作つくれないわけないじゃない！　ゼリーくらいならゼリーの素もとを溶とかして固かためるだけだし、大だい丈じょう夫ぶよ！」

　ママは自じ信しん満まん々まんだ。

　まぁ、でも確たしかにママ、コーヒーのゼリーとかオレンジジュースのゼリーとかは作つくってくれたことあったし。ちゃんとおいしかったし！

　わたしとゆりちゃんの二人ふたりでもちゃんと作つくれたんだから、きっと大だい丈じょう夫ぶ！

「ええっと、材ざい料りょうってあるかなあ……」

　ママが「ゼリー、ゼリーっと。この間あいだ作つくった残のこりが……」と言いいながら戸と棚だなと冷れい蔵ぞう庫こで材ざい料りょうを探さがしはじめる。

「ゼリーの素もとと、フルーツはみかんとパイナップルの缶かん詰づめがあるわね……それと……あ、キウイフルーツもある！」

「ゆりちゃんの持もってきたのとおんなじ！」

　思おもわずわたしが言いうとママは笑わらった。

「──うん、試し作さくだしとりあえずこれでやってみようかな」

　ママは腕うでまくりをすると手てを洗あらいはじめた。
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　ママと一いっ緒しょにゼリー作づくりをはじめる。

　レシピはパソコンで調しらべた超ちょうカンタンゼリー！

　まず、材ざい料りょうはフルーツ缶かんひとつ。あとはゼリーの素もとを６ｇグラム。たったそれだけ！

　すごい！　メチャクチャカンタンそう！

　お好このみで他ほかのフルーツを加くわえても良よいらしく、アレンジレシピではももが入はいっていた。

「じゃあ、アレンジしてパイナップルとキウイフルーツを入いれようね」

　ママとそう決きめて作さ業ぎょうをすすめる。

　ママはさすがに包ほう丁ちょうさばきは上じょう手ずだった。

　キウイフルーツの皮かわをそらくんと同おなじくらい上じょう手ずにむいて、きれいな形かたちに切きっていく。

　その間あいだに、わたしは缶かん詰づめをシロップと具ぐのフルーツに分わける。

　そしてシロップをお鍋なべて温あたためて、ゼリーの素もとを溶とかす。

　溶とかした液えきをプラスチックの容よう器きに流ながし入いれると、その中なかに分わけておいたみかんとパイナップルを並ならべていく。

　うん、学がっ校こうでやったのと大だい体たいおんなじみたい。

　プラスチックの容よう器きの中なかにはオレンジ色いろのみかんと黄き色いろのパイナップルがお行ぎょう儀ぎ良よく並ならんだ。

　隙すき間まにママがキウイフルーツを並ならべていき、オレンジと黄き色いろと緑みどり色いろが混まざってもっときれいになった。

「これ、きれいでいいわねえ。イチゴも入いれるともっときれいかも」

　わたしはうなずく。

　イチゴはわたしの大だい好こう物ぶつ！　イチゴの入はいったゼリーとかきっとおいしい！

「で、待まち時じ間かんは……っと」

　ママが言いい、わたしはレシピを見みて、あれ？　と思おもった。

　レシピには固かたまるまで大だい体たい二時じ間かんって書かいてあったのだ。

　長ながくない？

　さっきゆりちゃんと作つくったとき、こんなに待またなかった気きがするんだけど……。

　不ふ思し議ぎに思おもったけれど、書かいてあるものはしょうがない。

　お昼ひるご飯はんを食たべたあと三時じのおやつにしようってことになった。

　デザートにはフルーツみつまめをママと半はん分ぶんこする。

「みつまめって素そ朴ぼくでおいしいわよねえ」

　ママがうっとりする。わたしもうなずきながら、寒かん天てんを口くちに含ふくむ。

　ひんやりしててぷりぷりっとした食しょっ感かんはたしかにおいしい。

　だけど……。

　学がっ校こうで食たべたのと同おなじなんだけど、固かたくて、あっさりしていて……いつも食たべているようなつるんとしたゼリーとはなんだかちがうなって思おもったんだ。




　いよいよ三時じになって。

　わたしとママはウキウキしながら冷れい蔵ぞう庫こを開あける。

　だけど──。

「あれっ？」

　ゼリーがまだドロドロのままだったのだ。

「おっかしいなあ……量りょうはあってるよね？」

　ママがレシピを見み直なおす。

　わたしも一いっ緒しょに見みてみるけれど、ゼリーの素もとの量りょうもフルーツの量りょうもまちがっていなかった……と思おもう。というか、もともとがカンタンすぎてまちがいようがない。

　どうして？

　学がっ校こうでも、さっきゆりちゃんと作つくった時ときも、ものすごくカンタンにできたのに。

　わたしはわけがわからず混こん乱らんする。

「うーん……ゼリーの素もとの量りょう、増ふやしてみようかなぁ」

　ママがさっきの倍ばいの量りょうを溶とかしたものを追つい加かで入いれる。

　でも、一時じ間かん後ごに確かく認にんしたゼリーは、やっぱりドロドロのまま。しかもなんとなく変へんなにおいがする。

「うーん、これゼリーの素もとのにおいかも」

　ママが一ひと口くち食たべて顔かおをしかめる。

「おいしい？」

　たずねるとママは首くびを横よこに振ふった。

　固かたまらない上うえに変へんなにおい。そしておいしくない。

　それだと買かってもらえないかな、やっぱり。

「ちょっとこれじゃあお店みせには出だせない感かんじだよねえ……。せっかくカンタンでいいアイディアだと思おもったのに。どうしよう」

　ママがしょんぼりしてわたしはあせった。

　せっかく解かい決けつしたと思おもったのに！　ふりだしに戻もどっちゃった！

「ママ、パパに聞きいてみよう！」

　パパならきっとわかるんじゃないかな！

　ママがうなずくとスマートフォンを取とり出だした。

　どうやら電でん話わをするらしい。

　キンキュウジタイだし、メールより早はやいもんね。

　期き待たいしてパパが電でん話わに出でるのを待まっていると、


　ピロリン、ピロリン、ピロリン。

　ん？



　部へ屋やのどこかで音おとがした。

　ママがギョッとして目めを見み開ひらくと立たち上あがる。そして顔かおをしかめてテレビの横よこをにらんだ。

「ウソッ！　パパ……スマートフォン忘わすれていってる～！！！！」

　うわあああ！　なんなの、パパったら！

　でもパパってよく忘わすれていっちゃうんだよね……あんまり使つかわないからって。

　がっくりしていると、ママはわたしの手てをガシッとつかんだ。

「理り花か！　今いまは理り花かだけが頼たのみの綱つなよぉ！」

「えええええ！」

　いきなり重じゅう大だいな役やく割わりを押おし付つけられて、わたしはあせった。

「理り花かならきっとできる！」

　いや、そんな根こん性じょうでなんでもできるみたいに言いわれても！

「えっ……ムリだよ！」

　そう言いい返かえすとママは「あら？」と不ふ思し議ぎそうに首くびをかしげた。

「変へんねえ、ムズカシければムズカシイほど燃もえてたじゃない？　自じ分ぶんで考かんがえないともったいないって」

　そう言いわれてわたしは思おもい出だす。

　そうだよね。

　わたし、ちょっと前まえまではどんな難なん題だいだって解かい決けつしてみせるって思おもえてた。むしろ、ムズカシければムズカシイほどワクワクしてたのに。

　原げん因いんは一つしか思おもい当あたらなかった。

　そらくんが隣となりにいないからだ。

　そらくんとお菓か子し作づくりをする前まえ、パパの実じっ験けんも楽たのしくて大だい好すきだった。

　だけどそらくんと実じっ験けんするようになって、もっと楽たのしくなった。

　それはたぶん自じ分ぶんたちで考かんがえて、答こたえにたどり着つく楽たのしさを知しったから。

　サクサククッキー、ふんわりホットケーキ、それからあったかカスタードクリーム。

　そらくんと二人ふたりで何なん度ども実じっ験けんして、ケンショウして、正せい解かいにたどり着ついたときのワクワクを、わたしはどうしても忘わすれられないんだ。

　気きがついて、わたしはがくぜんとしてしまう。

　ワクワクを取とり戻もどしたい。仲なか直なおりしたい。でも……。

　勇ゆう気きが出でなかった。またあんな風ふうに冷つめたく目めをそらされたらって思おもうと、怖こわくてたまらないんだ。

「理り花か？　どうしたの？」

　ママが心しん配ぱいそうにわたしの顔かおをのぞきこんだときだった。

「ただいま～」

　のんびりした声こえに、

「パパ!?」

　わたしとママは同どう時じに玄げん関かんの方ほうを見みた。

「どうかしたの？　びっくりした顔かおして」

　パパはのんきに笑わらっている。ママはそんなパパを見みて怒おこる気きが失うせてしまったみたいだ。

「パパ、スマホ忘わすれるのやめてね？　電でん話わしたのに」

「あ、ごめん。これで許ゆるして！」

　パパが謝あやまりながら手てに持もった荷に物もつを差さし出だして、わたしは一いっ瞬しゅんでそれに目めが釘くぎ付づけになった！

　だって、ビニール袋ぶくろには見み覚おぼえのある花はなのマークとロゴ！

「──パパ、そ、それって！」

「あ、おみやげだよ～！　フルールのケーキ！」

　わたしは思おもわずビクリとしてしまう。だってフルールに寄よったってことはそらくんに会あったってこと？

　そらくん、どうしてたかな……。そう思おもってパパを見みる。

　だけどパパは予よ想そう外がいのことを口くちにした。

「でもめずらしくそらくんはいなくってねぇ。このところ、いつもお店みせのお手て伝つだいをがんばってたのに、どうしたんだろうね」

「え、お店みせにそらくんいなかったの？」

　もしかして、修しゅ業ぎょう……してないの？

　一人ひとりで大だい丈じょう夫ぶって言いってたのに。

　心しん臓ぞうがドキドキしはじめた。

　手てにはじとっとイヤな汗あせが出でてくる。

　パパはじっとわたしを見みていたけれど、ふと言いった。

「そらくんは理り花かのこと、待まっているんじゃないのかなあ」

「え？」

　そらくんが、わたしを待まっている？

「いつもそらくんが理り花かのこと誘さそってくれてたけど、たまには理り花かから誘さそってあげてもいいと思おもうよ？」

「わたしから誘さそう？」

　パパはうなずく。

「そらくんはいつも、当あたり前まえのように理り花かを誘さそってくれるけれど、人ひとを誘さそうのって本ほん当とうに勇ゆう気きがいることだろう？　断ことわられたらって考かんがえたら余よ計けいに次つぎに誘さそうのをためらってしまう。そんな覚おぼえはないかい？」

　パパはそう言いった。ママを見みるとママもにっこり笑わらってうなずいた。

　で、でも、あのそらくんだよ？　ためらうとかそんなわけ……。

「あ」

　わたしはふと思おもい出だした。

　そらくんとギクシャクしだしたのって、そらくんの誘さそいを断ことわったあとだった。

　また断ことわられたらって考かんがえちゃった？　そらくんがそんなこと考かんがえるわけないなんて思おもってたけど……。

　わたしだってさっき、目めをそらされたらとか、断ことわられたらどうしようって怖こわがってた。

　それに、この間あいだ、公こう園えんでゆりちゃんに声こえをかけるのも、ものすごく勇ゆう気きがいったし。

　そうだ。ゆりちゃんも言いってたよね。ジャマしちゃいけないって思おもってるとか？　って。

　そらくんって、いつも怖こわいものなんかなにもないっていう顔かおしてるけど。

　もしかして、そんなそらくんでも……怖こわいのかな。

「理り花かはどうしたいのかな？　理り花かはどうすればいいと思おもう？」

　パパがたずねる。

　すぐに答こたえは出でる。

　わたしがそらくんと実じっ験けんしたいんだから、待まっているんじゃなくって、わたしから動うごかなきゃダメだ！

　それも、今いますぐに！

　そらくんが修しゅ業ぎょうお休やすみしてるなんて聞きいちゃったら……月げつ曜よう日びまでなんて、待まってられないって思おもった。

　足あしがムズムズとして、わたしはガマンできずに立たち上あがる。

「わたし、ちょっと行いってくる！　そらくんとゼリーのナゾ、解といてくる！」

　パパとママはうれしそうにうなずく。

　わたしはフルールに向むかって駆かけ出だした。
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　はあはあと息いきが上あがったまま、わたしはフルールに飛とび込こんだ。

　甘あまいにおいのする店てん内ないにはおじいちゃんと、なんだかすらっとしたかっこいい男おとこの人ひとがいて、わたしのことをびっくりした顔かおで見みていた。

「理り花かちゃんか。どうしたんだ？」

　おじいちゃんが聞きき、わたしは挨あい拶さつも忘わすれて言いった。

「そ、そらくんはどこにいますか？」

　わたしが聞きくと、おじいちゃんはわたしをじっと見みつめたあと、大おおきくため息いきをついた。

「あいつなあ。大だい失しっ敗ぱいをやらかしたから、クビにしようかって思おもってるところで」

「く、クビ!?　ってそらくんは今いまどこに!?」

「今いま頃ごろ家いえでゲームでもしてるんじゃないか？」

　ゲーム!?　お菓か子し作づくりの調しらべ物もののためにゲームをやめてたくらいなのに……!?

　わたしはそらくんの情じょう熱ねつが消きえてしまった気きがして怖こわくなる。

「ありがとうございます！」

　わたしはフルールを飛とび出だすと、隣となりにあるそらくんの家いえに向むかった。

　ダメだよ！　そらくん、あきらめないで！

　チャイムを鳴ならそうとしたところで、ぴこぴことかすかな音おとが耳みみに飛とび込こんでくる。

　あれ？

　音おとのする方ほうを見みると、庭にわでそらくんがタブレットを叩たたいていた。

「あ～～～～クソっ！」

　そらくんはタブレットを放ほうり出だすと、芝しばの上うえに倒たおれ込こむ。

　芝しばの上うえにはバットやグローブ、縄なわ跳とびにボール。いろんな道どう具ぐが転ころがっている。

「あー……つまんねえ。時じ間かんの無む駄だ！　ゲームで菓か子し作つくってもぜんぜん意い味みねえ！　本ほん物ものの菓か子し……作つくりてえ……。でもなぁ……」

　わたしは恐おそる恐おそるそらくんに近ちかづいた。

　タブレットの画が面めんにはお菓か子しのイラストがたくさん表ひょう示じされていて、中ちゅう央おうにゲームオーバーの文も字じがあった。

　どうやらお菓か子し作づくりのゲームらしい。

　クラスにハマってる子こがいるって聞きいたことがある。

「そらくん」

　声こえをかけると、そらくんは初はじめてわたしに気きづいたのかビクッと体からだをふるわせ、飛とび起おきた。

「理り花か？　どうして」

　そらくんは目めを見み開ひらいた。そしてわたしが真まっ赤かになるくらいにじっと見みつめる。

　言いわないと。

　ここまで来きたんだから、勇ゆう気きをふりしぼって言いわないと。

　でもなんて言いえばいいの!?

　考かんがえていると、だんだん頭あたまが真まっ白しろになってくる。

　そうしてるうちに、そらくんがスッとマジメな顔かおになって口くちを開ひらいた。

「理り花か、おれさ、この数すう日じつで色いろ々いろ考かんがえてたんだけど──」

　そらくん、何なにを言いうんだろう。

『もう、理り花かと一いっ緒しょに菓か子し作つくるの、やめようと思おもってるんだ』

　そんなイヤな想そう像ぞうがよぎってしまう。怖こわくて逃にげたくなってくる。

　だけど、ダメ。

　本ほん当とうにやりたいことなんだから、あきらめたらダメなんだ。

　言いおう。言いおう！

「わたし、そらくんと──」

「おれ、理り花かと──」

　わたしと同おなじくらいに必ひっ死しな様よう子すで、そらくんは口くちを開ひらきかける。だけどそらくんの言こと葉ばを待またずにわたしは言いった。

「「一いっ緒しょにお菓か子し作づくりしたい」」

　言こと葉ばが見み事ごとに重かさなった。

　びっくりして目めを見み開ひらく。

　そらくんもびっくりした顔かお。

　もしかしたらおんなじ顔かおをしているかもしれないって思おもった。

　一いっ瞬しゅんの間まのあと、そらくんは、

「はぁあああああ……」

　と大おおきなため息いきをついて、その場ばにしゃがみ込こんだ。わたしもなんだか足あしの力ちからが抜ぬけて同おなじように座すわり込こむ。

「このままもう二に度どと理り花かと一いっ緒しょにやれないかと思おもってた」

「わ、わたしも」

「「……よかったぁ」」

　言こと葉ばがまた重かさなって笑わらってしまう。

　そっかぁ。そらくんも、おんなじ気き持もちだったんだ。
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　あぁ、勇ゆう気きを出だせてよかった！　じゃないとずっと後こう悔かいするところだった！

　元もと通どおりになれたことに、なんだかじんわりとひたっていると、

「おれ、おれさ！　理り花かに見みせたいものがあったんだ！」

　そらくんがすごくうれしそうに言いうと、立たち上あがってフルールの方ほうへ向むかう。

　わたしも後うしろをついていきながらふと思おもい出だす。

　あ、そうだ！

「さっきおじいちゃんにクビとか聞きいたんだけど……」

「あー……材ざい料りょうの高こう級きゅうチョコをダメにしちゃってさ。ちょっと工こう房ぼう立たち入いり禁きん止しになってるんだよな」

　そらくんはガシガシと頭あたまをかく。

　だけど声こえはのんきで、あんまり大たいしたことないって感かんじでびっくりする。

「そ、それってまずいんじゃ……」

　わたしが青あおざめていると、そらくんは「大だい丈じょう夫ぶだって！」と笑わらった。

「だって、理り花かが戻もどってきてくれたから、いくらでもバンカイできる気きがするし。あの実じっ験けん室しつで『究きゅう極きょくの菓か子し』を作つくってみせる！」

　振ふり返かえったそらくんは元もとの自じ信しん満まん々まんな顔かお。

　久ひさしぶりに力ちから強づよい光ひかりが戻もどった目めに見みつめられて、わたしはちょっとドキッとしてしまう。

　あぁ、やっぱりそらくんはこんな顔かおしてるときが、一いち番ばんかっこいいなって思おもってしまったんだ。

「で、見みせたいものって？」

「それがさ！　この間あいだもらった誕たん生じょう日びプレゼントなんだけど」

　え、誕たん生じょう日び？

　プレゼントもらったってことは、……もう過すぎちゃったのかぁ。

　何なにかお祝いわいできたら良よかったな。せめて、おめでとうくらい言いいたかった。

　ちょっと残ざん念ねんな気き持もちでたずねる。

「そ、そらくんの誕たん生じょう日びっていつだったの？」

「んー、八月がつ五いつ日か！　理り花かは？」

「えっと、わたしは十月がつ二十三日にちなんだけど……え？　あれ？」

　今いまって、まだ七月がつだよね……？

　目めを瞬またたかせると、そらくんはにっと笑わらってフルールの工こう房ぼうに入はいる。

　そして、

「じいちゃん！　おれまた修しゅ業ぎょうはじめるから！」

　そらくんはおじいちゃんに訴うったえた。

　すると振ふり返かえったおじいちゃんは、怖こわい顔かおでそらくんを見みて「また、すぐに泣ないて逃にげ出だすんじゃないのか？」と言いった。

　そらくんはちょっとあせったようにわたしを見みる。そして、

「泣ないたりしてねえし！　ゼッタイ『究きゅう極きょくの菓か子し』を作つくってギャフンと言いわせてやる──で、『幻まぼろしの菓か子し』のレシピ、ゼッタイ教おしえてもらうんだからな！」

　と言いう。

　おじいちゃんは大おおきくため息いきをつくと「そうか」と言いって作さ業ぎょうに戻もどった。

　おじいちゃんのそっけない返へん事じに、

「な、なんだよ！　もっとなんかないのかよ！　がんばれよとか、そういう感かんじの！」

　そらくんはブツブツ言いいながら戸と棚だなの方ほうへと向むかった。

　その間あいだにおじいちゃんはわたしの方ほうを見みると、にっと笑わらう。そして声こえを出ださずに口くちだけを大おおきく動うごかした。

　ん？　あ、り、が、──ありがとう!?

　あ、そらくんが立たち直なおったことを喜よろこんでる……!?　きっとそうだ！

　思おもわず笑わらいそうになっていると、そらくんがなにか大おおきな袋ふくろを持もって戻もどってきた。

「行いこうぜ！」

　外そとに出でておうちの庭にわに戻もどると、そらくんは袋ふくろの口くちを大おおきく開ひらいた。

「プレゼントの前まえ倒だおししてもらったんだ。すぐに必ひつ要ようだったからさ。ほら──」

　ジャジャーン！　という声こえとともに現あらわれたピカピカのものを見みて、

「すごい！」

　わたしは思おもわず叫さけんでしまったのだった。








16　フルーツはフルーツでも









　そらくんのプレゼントに見みとれていると、七ななつの子このチャイムが鳴なった。

　あ、帰かえる時じ間かん──と思おもったわたしはハッとする。

　そうだ。大だい事じな用よう事じがあったんだ！

「あ、そういえば。あのね、そらくん」

　わたしは大おお急いそぎで、ゼリーが固かたまらない事じ件けんについて話はなした。

「へぇ、ゼリーが固かたまらない、か。……ってあれ？　調ちょう理り実じっ習しゅうで作つくったのってゼリーじゃなくって寒かん天てんだけど」

「え？　ゼリーと寒かん天てんってちがうもの？」

　わたしはびっくりする。

　てっきり同おなじものだと思おもってた！

　ほら、同おなじものでも呼よび方かたがちがうことってあったし。重じゅう曹そうとベーキングパウダーのときみたいに。

「うん、似にてるけどちがう。本ほんに書かいてあった。寒かん天てんはテングサっていう海かい藻そうからできてて、ゼリーは動どう物ぶつの骨ほねとか皮かわからとれるコラーゲンってやつから……だったかなあ」

「え、そんなにちがうの!?」

　じゃあ固かたまらないのはそのせいなのかも。

「ってことは、寒かん天てんで作つくればうまくいくってことかぁ……」

　ホッとしていると、そらくんはムズカシイ顔かおをした。

「でもさ、だいぶん味あじがちがうと思おもうんだけど。おれ、単たん品ぴんで食たべるならゼリーの方ほうが好すきだ。食しょっ感かんがかなりちがう。寒かん天てんってなんとなくもそっとしてるっていうか。ゼリーはつるんってしてて口くちの中なかで溶とけるだろ。好このみはそれぞれだけど」

　なるほど。そう言いわれてみれば……。

　みつまめの寒かん天てんを食たべて、ちょっと固かたいなって思おもったことを思おもい出だす。わたしもつるんとしてる方ほうが好すきかも。

　どうせなら好すきなものを出だしたい。その方ほうが楽たのしそう。

「うーん、やっぱりゼリーで作つくりたいかも……」

　なにより──。

「ナゾが解とけないのはやっぱり気き持もち悪わるい！」

　そらくんがわたしの心こころの中なかの言こと葉ばと同おなじことを言いった。びっくりしていると、

「──だろ？　そういう顔かおしてた」

　とニヤッと笑わらう。あ、顔かおに出でちゃってた!?

　恥はずかしくなりながらもうなずく。

「じゃあ『実じっ験けん』して、『ケンショウ』か」

「──うん！　やろう！」

　すっかり元もと通どおりになったことにホッとしたあと、じわっと感かん動どうした。

　一人ひとりで考かんがえてもぜんぜんダメだったのに、そらくんの料りょう理りの知ち識しきのおかげで、一いっ気きに解かい決けつに近ちかづいた。

　そらくんの知しっている世せ界かいはわたしの知しっている世せ界かいとちょっとちがう。ちがうからこそ一いっ緒しょにいるとわたしの世せ界かいが広ひろがっていくんだ。

　じんわりと実じっ感かんする。

　ああ、わたし、やっぱりそらくんと実じっ験けんがしたい。

『究きゅう極きょくの実じっ験けん』──それはもう、どんな実じっ験けんでもいいわけじゃない。そらくんとやる『究きゅう極きょくのお菓か子し作づくり』じゃないとこんなにワクワクできない！

　ふたつはひとつ。セットなんだって気きがついた。

　わたしが思おもわず笑わらうと、そらくんもうれしそうに笑わらったんだ。

「あ、でも時じ間かん！　帰かえらないと、もうチャイム鳴なり終おわってだいぶん経たつぞ？」

「わ！」

　夏なつは夕ゆう暮ぐれが遅おそいけれど、時じ間かんはしっかり進すすんでいる。わたしは大おおあわてで家いえに帰かえったのだった。
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　月げつ曜よう日び。

　結けっ局きょくゼリーのナゾは解とけないまま。

　しかもバザーの売うり物ものは、ゼリーに決けっ定ていしてしまったらしい！

　パパもママも『理り花かとそらくんが解かい明めいしてくれるから一ひと安あん心しんだね』と言いってニコニコしてたけど、よくよく考かんがえると解かい明めいするのって、ママの仕し事ごとであってわたしの仕し事ごとじゃないような……？

　でももう、二人ふたりでやるって決きめてたから、文もん句くはないんだけど。

　お祭まつりまでそんなに時じ間かんがないから、あんまりゆっくりはできないな……。

　うーん……寒かん天てんとゼリーとで何なにがちがうんだろう？

　わたしは実じっ験けんノートのはしっこに表ひょうを書かいてみる。比くらべるときには表ひょうを使つかうのがわかりやすいはずだから。

『フルーツ寒かん天てん』『フルーツゼリー』と一いち番ばん上うえの欄らんに書かき込こむ。

　次つぎに何なにを書かこうかと悩なやんで、二つをじっと見みつめた。

　まず『材ざい料りょう』。

『材ざい料りょう』と欄らんを作つくって、隣となりに『寒かん天てんとフルーツ（みかん、パイナップル、キウイフルーツ）』『ゼリーの素もととフルーツ（みかん、パイナップル、キウイフルーツ）』と書かき込こむ。

　次つぎに『作つくり方かた』はどうだったかな。

　寒かん天てんもゼリーもお湯ゆで溶とかしてた。

　だけど、寒かん天てんは煮に溶とかす、ゼリーはお湯ゆで溶とかす。ちょっとだけちがう？

　考かんがえながら、わたしは『作つくり方かた』の欄らんを作つくって、『煮に溶とかす』『お湯ゆで溶とかす』。そして、『冷ひやして固かためる』と書かき込こんだ。

　そこでわたしは首くびをひねった。

　あ、固かためる時じ間かんも、ちがったんだっけ。寒かん天てんは三十分ぷんもかからなかったけど、ゼリーは二時じ間かんかかる。一行ぎょう欄らんを増ふやして『三十分ぷん』『二時じ間かん』と追つい加かする。

「じゃあ、原げん因いんは……？」

　わたしは『材ざい料りょう』の欄らんと『作つくり方かた』の欄らんを交こう互ごに指ゆびさす。

　ちがいがたくさんありすぎる！　うーん、これじゃあ、うまく比くらべられない。原げん因いんが絞しぼりきれない！　もっと比くらべやすいようにしないとダメだ。

　だけど、それってどうしたらいいんだろう？

　なんだか行いき止どまりにきてしまったような気き分ぶんで心こころ細ぼそくなる。ふと気きづくともう給きゅう食しょくの時じ間かんだった。

　今日きょうの献こん立だてはなんだろ？　と思おもい出だしていると、ふとあるものが目めについた。

「……フルーツゼリー？」

　ゼリーのことばっかり考かんがえてたから、頭あたまの中なかから出でてきたんじゃないかって思おもっちゃう。

　え、あれ？

　でもこれ、家いえで作つくったのと同おなじでみかんとパイナップルが入はいってるけど、普ふ通つうに固かたまってるよね……？

　わたしは実じっ験けんノートを出だして表ひょうの右みぎ端はし──『フルーツゼリー』の隣となりに『給きゅう食しょくのゼリー』の欄らんを付つけ加くわえる。

　何なにか気きになる。

　ここにヒントがあるような気きがしてドキドキしてくる。

　他ほかの料りょう理りを食たべ終おわったあともじっとゼリーを見みつめていると、シュウくんが声こえをかけてきた。

「どうしたの？　なんかすごいムズカシそうな顔かおでゼリー見みてるけど……もしかしてニガテ？」

　わたしは頭あたまがゼリーでいっぱいで、生なま返へん事じだ。

「ううん。……ええとね、このゼリーってみかんとパイナップルが入はいってるよね」

　シュウくんは「は？」と目めを瞬またたかせる。

　そして給きゅう食しょくの食しょっ器き置おき場ばの方ほうを指ゆびさした。

「なんの話はなし？　ところで、もう給きゅう食しょく時じ間かん終おわりだよ？　給きゅう食しょく当とう番ばんが待まってる」

　ハッとして周まわりを見みると、ほとんどの人ひとが給きゅう食しょくを食たべ終おえて片かた付づけに入はいっていた。

　給きゅう食しょく当とう番ばんが食しょっ器きを集あつめて給きゅう食しょく室しつへと戻もどしにいくんだ。そして片かた付づけがすむと、待まちに待まった昼ひる休やすみだ。

　当とう番ばん以い外がいの子こが、勢いきおいよく校こう庭ていへと飛とび出だしていく。

　取とり残のこされそうになったわたしは、あわててゼリーを食たべ終おえると食しょっ器きを片かた付づけに行いく。

　すると、ちょうど給きゅう食しょく当とう番ばんだったそらくんが「理り花か！」と小こ声ごえで話はなしかけてきた。

　わたしは反はん射しゃ的てきにそらくんに言いった。

「そらくん、さっきのフルーツゼリー、みかんとパイナップル入はいってたのにちゃんと固かたまってたよね」

　言いってしまったあとに、あ、話はなしかけちゃった！　とあせったけれど、今いまはなんだかそれどころじゃない。ゼリーのナゾが気きになって仕し方かたがない。

　そらくんはうなずいた。どうやら同おなじことを考かんがえていたみたいだ。

「あぁ。確たしかに……でも、フルーツゼリーってスーパーとかでも売うってるよな？　ちゃんと固かたまったやつ」

　確たしかに。

　わたしは思おもい浮うかべる。

　ええと、スーパーで売うっているゼリーには何なにが入はいっている？

　みかん、パイナップル、もも、さくらんぼ──いろんな果くだ物ものがゼリーになっているように思おもえる。

　じゃあ、家いえで作つくったあのゼリーはなんで固かたまらなかったの？

　何なにかわかりかけている気きがして、ノートを取とりに席せきに戻もどろうとすると、そらくんが引ひき留とめた。

「理り花か、給きゅう食しょく室しつに聞ききに行いってみようぜ」

　ハッとする。

　そらくんはにっと笑わらうと全ぜん員いん分ぶん集あつまった食しょっ器きを指ゆびさす。今いまからそらくんはこれを給きゅう食しょく室しつに戻もどしに行いくのだ。

「作つくった人ひとに聞きくのが早はやいって！」

　確たしかにそうだ！　すごい、そらくん！

　その思おもいつき、行こう動どう力りょくに感かん心しんしながらわたしは、そらくんと給きゅう食しょく室しつへと向むかった。




　給きゅう食しょく室しつに入はいるのは、入にゅう学がく後ごの学がっ校こう探たん検けん以い来らいかもしれない。中なかには大おおきなお鍋なべ、大おおきなボウル、大おおきなお玉たま……と何なにもかもが大おおきい。

　同おなじ料りょう理りを作つくる場ば所しょなのに、フルールのとも家いえのキッチンとも全ぜん然ぜんちがってびっくりだ。

「質しつ問もんにくる子こは珍めずらしいねえ。なに？　家いえで作つくるの？」

　調ちょう理り員いんさんは作さ業ぎょうの手てを止とめて相あい手てをしてくれた。

　さっそく、フルーツゼリーがなんで固かたまったのかを聞きくと、

「あー、缶かん詰づめだからねえ」

　と気きさくに笑わらった。

「缶かん詰づめ？」

「生なまだと固かたまらないんだよ。だから家いえでゼリーを作つくるときは缶かん詰づめを使つかうといいよ」

　調ちょう理り員いんさんはそう言いうと、お仕し事ごとに戻もどる。

　忙いそがしそうなのでこれ以い上じょうジャマをしちゃいけないと、わたしたちは教きょう室しつへと戻もどることにする。

　教きょう室しつに戻もどるとがらんとしていた。

　クラスメイトはほとんど校こう庭ていに遊あそびに出でたり、図と書しょ室しつに行いったりしているらしい。

　わたしは自じ分ぶんの席せきに戻もどると椅い子すに座すわる。そらくんはわたしの前まえの席せきの椅い子すを借かりるとわたしに向むき合あった。

　わたしは机つくえの上うえに実じっ験けんノートを出だす。

　そして表ひょうの『給きゅう食しょくのゼリー』の『材ざい料りょう』の欄らん、『フルーツ』の隣となりに『（缶かん詰づめ）』と書かき込こんだ。

「缶かん詰づめフルーツのゼリーなら作つくれるのかあ……」

　言いわれてみれば、家いえで作つくったとき、みかんとパイナップルの缶かん詰づめの他ほかにキウイフルーツを入いれた。

　キウイフルーツは缶かん詰づめじゃない。

「でも……うーん」

　フルーツを入いれたゼリーでも固かたまるのはわかったけれど、結けっ局きょくナゾは全ぜん部ぶ解とけていない。それがキモチワルイなって思おもう。

　だって、じゃあ、なんで缶かん詰づめじゃないとダメなの？　とか。

　寒かん天てんだったら固かたまるのになんで？　とか。

　ナゾが頭あたまの中なかをグルングルンと回まわっている。

　うーんとうなると、そらくんがはははと笑わらった。

「理り花か、さ。缶かん詰づめゼリーにぜんぜんナットクしてないだろ？」

　わたしは素す直なおにうなずく。

「だって、問もん題だいはぜんぜん解かい決けつしてないよね？」

　するとそらくんは面おも白しろそうに言いった。

「だよな。それにさ、缶かん詰づめでゼリー作つくっても、普ふ通つうすぎねえ？　給きゅう食しょくで出でてくるくらいだし。やっぱさあ、生なまのフルーツとか入いれた方ほうがうまそうだし、特とく別べつ感かん出でるよな！　祭まつりで普ふ通つうのゼリーとか食たべても面おも白しろくないし。おれ、メロン好すきだから、メロン入いれたい」

「そ、そうだよね！　わたしもイチゴ入いれたい！」

　賛さん成せいしてもらって、わたしは力ちから一いっ杯ぱいうなずいてしまう。やっぱり好こう物ぶつが入はいってる方ほうがテンション上あがるよね！

「それに、生なまのフルーツ入いれても、寒かん天てんだと固かたまったんだよ？　ゼリーだからってあきらめるのもったいないっていうか」

「だよな！　じゃあ、やっぱりケンショウだ！　生なまのフルーツを入いれたゼリー作づくり、成せい功こうさせようぜ！」

「うん！」

　がんばるぞって気き合あいを入いれていると、

「二人ふたりでなんの話はなししてるの？」

　校こう庭ていから戻もどってきたのか、ゆりちゃんが近ちかづいてくる。みぃちゃん、ななちゃんも一いっ緒しょだ。

　ふと時と計けいを見みると、もうすぐ昼ひる休やすみは終おわりだった。

　他ほかのクラスメイトも続ぞく々ぞくと教きょう室しつに入はいってくる。そして机つくえで向むかい合あって話はなしているわたしとそらくんを見みて、驚おどろいた顔かおをする。

　わぁ、そらくんと二人ふたりで話はなしてるの見みられた！

　わたしがあわてていると、ゆりちゃんが「あ、お菓か子しの話はなしでしょ？」とあっさり言いった。

　おかげでみんなの「なになに？　二人ふたりでどうしたの」っていう視し線せんが和やわらいでホッとする。

「そ、そうなんだ。実じつは──」

　わたしがカンタンに説せつ明めいをすると、ゆりちゃんはパッと顔かおを輝かがやかせた。

「え、理り花かちゃんのママってお祭まつりでゼリー出だすの？　すごい！」

「メロンとかイチゴとか入いれたらうまそうだろ？」

　そらくんが胸むねを張はるけれど、わたしはあせった。

　待まってそらくん、まだできるって決きまってないよ！　出だすって言いっちゃって、出だせなかったらみんながっかりするよ！

「でもまだ問もん題だいが残のこってて……生なまのフルーツだとだめなんだって」

「大だい丈じょう夫ぶだって、理り花かならゼッタイナゾが解とける！」

　そらくんが言いうと「そこは自じ分ぶんで解とけよ！」と男だん子しがヤジを飛とばして周まわりの子こが一いっ斉せいに笑わらった。あぁ、持もち上あげられると……ちょっと恥はずかしい！

「だけど、わたしキウイフルーツ入はいってるゼリー見みたことあるよ。キウイって普ふ通つう缶かん詰づめとかないよね？」

　みぃちゃんが不ふ思し議ぎそうに言いうと、ななちゃんもうなずいた。

「おみやげでもらったゼリーに入はいってた気きがする。他ほかにもブドウとか、なしとかもあったかも？」

　え、じゃあ缶かん詰づめ以い外がいのフルーツでもゼリーにできるってこと？

　やる気きがみなぎってくる。

「できるのなら、わたし、やりたいな、フルーツゼリー。メロンとかイチゴとか入いれたやつ」

「だな！　やろう！」

　そらくんがにっと笑わらう。

　うん、そらくんと一いっ緒しょならできそうな気きがする！

　それに、やっぱりすごくワクワクする……！　思おもわず笑わらったとき、

「そこ、僕ぼくの席せきなんだけど」

　ひんやりした声こえが割わり込こんでハッとする。
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　振ふり向むくと、シュウくんが立たっていた。

　シュウくんの腕うでにはたくさんの本ほんが抱かかえられている。どうやら図と書しょ室しつに行いってきたみたいだ。

「あ、ごめん！　ちょっと借かりてた～」

　シュウくんの椅い子すに腰こし掛かけていた男だん子しがへらりと笑わらう。

　だけどシュウくんの表ひょう情じょうは動うごかない。

　あ、あれ？

　いつもだったら「いいよ」って笑わらいそうなのに。

　なんだか冷つめたいフンイキに気きまずい空くう気きが漂ただよいかけたとき、チャイムが鳴なり、掃そう除じが始はじまった。

　みんな持もち場ばへと移い動どうしていく。

　わたしとシュウくんは同おなじ班はんだから、階かい段だんへと向むかった。

　なんとなく険けん悪あくになりかけた気きがしてたからちょっとホッとしつつも、シュウくんの様よう子すがちがうのを不ふ思し議ぎに思おもう。

　どうかしたのかな……？　席せきに座すわられたのがそんなにイヤだった？

　でも……どんなことでもおだやかにさらっと流ながしてる、大人おとなっぽいタイプだと思おもってた。

　そう思おもいながら様よう子すをうかがっていると、シュウくんが小ちいさくため息いきをつく。と同どう時じに、硬かたかった表ひょう情じょうがゆるんだ気きがした。

　シュウくんはわたしをチラッと見みると「理り花かちゃんって広ひろ瀬せの前まえで、あんな顔かおするんだ」とちょっとだけ口くちを尖とがらせる。

　え、あんな顔かおって、どんな顔かお!?　へ、変へんな顔かおしてたらどうしよう！　わたしがとまどっていると、シュウくんがたずねた。

「この間あいだのことだけど」

　この間あいだって──。

　わたしはギョッとする。それってあのことかな。

「あの、『究きゅう極きょくの実じっ験けん』を一いっ緒しょにしようっていう……？」

　シュウくんはじっとわたしを見みつめてうなずいた。

　だったらもう、答こたえは出でている。わたしは、『究きゅう極きょくのお菓か子し作づくり』っていう『究きゅう極きょくの実じっ験けん』がやりたいんだ！

　わたしはぐっとお腹なかに力ちからを入いれると、口くちを開ひらいた。

「わたし、やっぱりそらくんと実じっ験けんしたい」

「どうして？　僕ぼくの方ほうが理り科かも得とく意いだし、興きょう味みがあることも似にてるのに？」

「そらくんは、たしかに理り科かがそんなに得とく意いじゃないけど……でも、料りょう理りに関かんしてはすごくいろんなことを知しってる。わたしが知しらないようなこと、たくさん。だからそらくんと実じっ験けんしてると、わたしだけじゃ考かんがえつかないような、すごいことができちゃうんだ！」

　だから、ごめんね。そんな気き持もちを込こめてまっすぐにシュウくんを見みつめる。

　怒おこっちゃうかな。そう思おもった。

　だけど、ウソはつけないよ。

　ドキドキしながら返へん事じを待まっていると、やがてシュウくんは小ちいさく息いきを吐はいた。

　だけどぜんぜん怒おこった様よう子すはない。

　ちょっと不ふ思し議ぎに思おもっていると、

「んー……深ふかさより広ひろさをとるってことか。楽らく勝しょうって思おもってたけど……あんまり舐なめてたらダメかな」

　シュウくんはなんだか不ふ思し議ぎなことをつぶやいて、それっきり黙だまり込こんでしまったのだった。








17　ヒントはお肉にく！









　なんだかもやもやしたまま家いえに帰かえったあと、わたしはふたたびゼリーの問もん題だいと戦たたかっていた。

　だって、色いろ々いろ考かんがえることが多おおすぎる！

　せめてこのゼリーのことだけでも解かい決けつして、スッキリしたかった。だってスッキリしないと夜よるも眠ねむれないし！　期き限げんだって迫せまってるし！

　リビングのテーブルの上うえにノートを広ひろげる。

　新あたらしいページに『缶かん詰づめじゃないフルーツでゼリーを作つくる方ほう法ほう』と書かきかけたわたしだったけれど、ふと湧わいてきた疑ぎ問もんに途と中ちゅうで手てを止とめる。

「缶かん詰づめじゃないって……どういうことだろう……？」

　そもそも缶かん詰づめってどうやってできてるんだろう？

　そう考かんがえたとき、何なんだかすごくいいにおいが漂ただよってきた。

「おいしそう……」

　思おもわずキッチンをのぞきに行いってしまう。

「今日きょうの夕ゆうご飯はんってなに？」

　たずねると、ママは得とく意いげに笑わらう。

「ステーキ！　お肉にくが安やす売うりしてたのよ！」

　うわああ！　お肉にく、大だい好すき！

　ウキウキしているとママはえへんと胸むねを張はった。

「しかも、安やすいお肉にくをおいしくする方ほう法ほうって書かいてあったから、試ためしてみてるのよぉ」

「え……それって大だい丈じょう夫ぶなの？」

　一いっ気きに不ふ安あんになってしまう。ママ……それ騙だまされてたりしないよね？

　するとママはムウッと頰ほおをふくらます。

「そこの本ほんに書かいてあったのよ。キウイフルーツの果か汁じゅうに漬つけ込こむとお肉にくが軟やわらかくなるって！」

「キウイフルーツ……？」

　わたしは思おもわず繰くり返かえした。それはゼリーが固かたまらなかった原げん因いんのフルーツだったから。

　いや、缶かん詰づめじゃなかったからで、キウイフルーツだからじゃないんだろうけど、なんとなく気きになる。

「ママ、その本ほんって？」

「テーブルに置おいてあるやつ」

　テーブルを見みたわたしはハッとする。それは『理り科かと料りょう理りの美お味いしい関かん係けい』──わたしが図と書しょ館かんで借かりてきた本ほんだった。

　え、これ!?

　パラパラと目もく次じをめくると『キウイフルーツがお肉にくを軟やわらかく!?』という項こう目もくが確たしかにあった。

　わたしは本ほんを読よみ上あげる。

「キウイフルーツに含ふくまれる『タンパク質しつ分ぶん解かい酵こう素そ』が肉にくを軟やわらかくする……かぁ」

　だけど『タンパク質しつ分ぶん解かい酵こう素そ』ってなんだろう。

　確たしか、タンパク質しつっていうのは、三さん大だい栄えい養よう素そっていうのの一ひとつだった気きがする。

　血ちや肉にくになるものって、給きゅう食しょくの時ときに先せん生せいが言いってた。

　だけど分ぶん解かい酵こう素そはわかんない。

　分ぶん解かいとか酵こう素そって洗せん剤ざいのコマーシャルとかで聞きいたことがあるけど……それがどう関かん係けいするのかは、ちょっとムズカシイな……。

　関かん係けいない、よね？　だってお肉にくの話はなしだよ？　ゼリーとはぜんぜんちがうし。

　そう言いい聞きかせて本ほんを閉とじようとする。

　だけどなぜだか頭あたまの中なかからキウイフルーツが出でていかない。気きになって仕し方かたなくて、パラパラとページをめくった。

　あれ？

　とある言こと葉ばが目めに入はいったとたん、思おもわず「あっ」と大おおきな声こえを出だしてしまう。

　見みつけたのは『ゼリー』という言こと葉ば。目めを凝こらすとページの隅すみっこに、なんと『生なまのフルーツではゼリーが固かたまらない』というコラムが載のっていたのだ。

　大人おとな向むけだからかちょっとムズカシイ言こと葉ばがたくさん書かいてある。しかもコラム欄らんは小ちいさくて字じも小ちいさい。だけど、それでも読よむのをやめられなかった。



ゼリーが固かたまらないのは、キウイフルーツにアクチニジンというタンパク質しつ分ぶん解かい酵こう素そが含ふくまれているためです。ゼリーの素もとであるゼラチンは、タンパク質しつが主しゅ成せい分ぶんなので、タンパク質しつ分ぶん解かい酵こう素そを含ふくむフルーツを入いれると凝ぎょう固こ力りょくが弱よわくなってしまうのです。





　わたしは辞じ書しょを持もってくると、ちょっとわからなかった単たん語ご「主しゅ成せい分ぶん」「凝ぎょう固こ力りょく」を調しらべる。

「主しゅ成せい分ぶん」は、主おもに含ふくまれているもの。そして「凝ぎょう固こ力りょく」はものを固かためる力ちから！

　つまりタンパク質しつでできているゼリーは、キウイフルーツに入はいっている『タンパク質しつ分ぶん解かい酵こう素そ』のせいで固かたまらないんだ！

「そ、そっか！　わかった～!!」

　すごい！

　興こう奮ふんしたわたしは思おもわず叫さけぶ。

　するとママが「どうしたの？」とリビングに来きた。

「ママ！　こ、ここに書かいてあった!!　フルーツゼリーがどうして固かたまらないのか！」

「え、すごい」

「って、ママ、おんなじ本ほん読よんでたのに！」

「だって、お肉にくのページしか見みなかったのよ～」

　ママがごめん、と謝あやまる。

　おかげで自じ分ぶんで発はっ見けんできたんだけどね！

「あ、でも、原げん因いんはわかったけど、どうしたら固かたまるかは書かいてない……？」

　わたしはまた悩なやんでしまう。

　本ほんを見みると、他ほかにはパイナップルやイチジクにもおんなじような酵こう素そが入はいっていると書かいてあった。

「パイナップル……」

　それが気きになった。だって給きゅう食しょくのゼリーにはパイナップルが入はいってた。だけどゼリーは固かたまった！

　それは『缶かん詰づめ』だから！

　開ひらいたままのノートの表ひょうをのぞきこむと、缶かん詰づめという文も字じが目めに飛とび込こんできた。

　調ちょう理り員いんさんも『缶かん詰づめ』なら固かたまるって言いってたけど……。あれ、そういえば、缶かん詰づめってどうやって作つくってるんだろうって考かんがえてる途と中ちゅうだった！

　わたしはパソコンを出だしてきて、「缶かん詰づめの作つくり方かた」と打うち込こんだ。

　するとヒットしたページに書かいてあった。

『食しょく品ひんを缶かんに詰つめて密みっ封ぷうしたのち、加か熱ねつによって食しょく品ひんの腐ふ敗はいの元もととなる微び生せい物ぶつを殺さっ菌きん（加か熱ねつ殺さっ菌きん）し、常じょう温おん下かでの長ちょう期き保ほ存ぞん性せいを与あたえた食しょく品ひん』

　またもやところどころ読よめない字じがあったり、意い味みがわからない言こと葉ばがあったりする。だけどわたしは辞じ書しょを使つかってコツコツと調しらべていく。

　つまり、ええっと、缶かんに詰つめてふたをして、熱ねつを加くわえて消しょう毒どくしてくさらないようにするってこと……？

　途と中ちゅうで出でてきた『加か熱ねつ』という言こと葉ばのせいで、わたしは作つくり方かたが半はん分ぶんくらいしか頭あたまに入はいってこなくなっていた。

　熱ねつを加くわえる。それは生なまのフルーツと缶かん詰づめのフルーツの明あきらかなチガイだ。

　これだと直ちょっ感かんがうったえる。

　だけど、まだこれはわたしの勘かんでしかない。ケンショウしないとはっきりしない。

　そのためには──。

「実じっ験けん、しなきゃ」

　わたしは顔かおを上あげる。明日あした、朝あさ一いち番ばんでそらくんに言いおう。今日きょう、放ほう課か後ご実じっ験けんしようって。








18　失しっ敗ぱいは成せい功こうのもと？









　次つぎの日ひ、わたしはそらくんに会あうなり、生なまのフルーツと缶かん詰づめのフルーツのチガイを伝つたえて、放ほう課か後ごにケンショウをする約やく束そくをした。

　すると、学がっ校こうから帰かえったとたん、そらくんがダッシュでやってきた。

　わたしも相そう当とう急いそいで帰かえってきたんだけど！　なんで一いっ緒しょの時じ間かんで着ついちゃうの？

　足あしの速はやさにびっくりしつつも、わたしはママにたずねる。

「ママ！　ゼリーの材ざい料りょうって買かってきてくれた？」

「もちろん！」

　ママが袋ふくろにつめた材ざい料りょうを見みせてくれる。

　ゼリーの素もと、みかんの缶かん詰づめ、パイナップルの缶かん詰づめ、それからキウイフルーツ。

　この間あいだと同おなじ材ざい料りょうなのは、同おなじ条じょう件けんで実じっ験けんがしたかったからだ。

　前まえにやったふくらまないホットケーキの実じっ験けんと同おなじ。

　比ひ較かくするときは、比ひ較かくする部ぶ分ぶん以い外がいはできるだけ同おなじ条じょう件けんでやることが重じゅう要ようなんだ。じゃないとなにが原げん因いんかわかりにくくなっちゃうから。

「今日きょうはキウイフルーツを『加か熱ねつ』することでゼリーが固かたまるかどうかを調しらべたいから、他ほかの条じょう件けんは同おなじにするのがいいと思おもうんだ」

「だけど、加か熱ねつといっても方ほう法ほうは色いろ々いろあるだろ？　焼やく、炙あぶる、蒸むす、煮にる……どうする？」

「うーん……焼やいたり炙あぶったりしたら焦こげるよね？」
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「じゃあ、蒸むすか煮にるか、か。蒸むし器きがないし……煮にてみるか」

　そらくんが言いい、わたしは賛さん成せいする。

「フルーツを煮にるのってなんだか変へんな感かんじ」

「だけどジャムって砂さ糖とうで煮にてあるわけだし」

「あ、なるほど」

　ナットクしつつ、そらくんが切きってくれたキウイフルーツをお湯ゆで煮にる。

　どのくらい煮にたらいいのかちょっとわからないけど、ひとまず沸ふっ騰とうしたお湯ゆで一分ぷん間かん煮にてみた。

　そしてそれを、ゼリーの素もとを溶とかしたシロップに、缶かん詰づめのみかんとパイナップルと一いっ緒しょに入いれる。

「あとは待まち時じ間かんだな」

　そらくんが言いい、わたしはハッとする。

　よく考かんがえたら固かたまるまでの待まち時じ間かんは二時じ間かんだ！　……そんなに待まってたら帰かえる時じ間かんになってしまう！

「そらくん、固かたまるまで二時じ間かんかかるんだけど……」

　タイマーをセットしてみせると、そらくんがげんなりする。

「あー……そっか。ゼリーのほうが固かたまる温おん度どが低ひくいんだよ。10℃ど、とかだったっけ。体たい温おんより低ひくいから、ゼリーは口くちに入いれたときに溶とける。それでとろっとしてなめらかなんだ。この間あいだ、じいちゃんに教おしえてもらった！」

　へええなるほど！

　そう感かん心しんしながら時と計けいを見みると、もうすぐ七ななつの子このチャイムが鳴なる時じ間かんだった。

「でも長ながい！　今日きょう中じゅうに終おわんねえ！」

「長ながいよね……」

　なんとか今日きょう中じゅうに結けっ果かが知しりたいなって思おもってたら、そらくんがぽん、と手てを叩たたいた。

「なぁ、冷れい凍とう庫こに入いれてみない？」

　わたしは思おもわず笑わらう。

　そらくんって、こういうところあるよね！　でも、ダメです～！

「それだと条じょう件けんが変かわっちゃうからダメだよ。失しっ敗ぱいした時ときに冷れい凍とう庫このせいかもってなっちゃうよね？　わたしが二時じ間かん後ごに確たしかめて明日あした報ほう告こくするから」

「ちえっ、理り花かだけずるい！」

「もちろん食たべないでとっておくよ！　成せい功こうしたら明日あしたのおやつにしよう！」

　わたしだって、そらくんに食たべてもらいたいもん！

「……うーん……それなら、わかった」

　そらくんは口くちを尖とがらせながらも、仕し方かたなさそうにうなずいて、その日ひは家いえに帰かえったんだ。




　そして日ひが暮くれたあと。

　わたしはタイマーを前まえにドキドキしながら実じっ験けん室しつで待まっていた。

　タイマーがゼロになったのを見みると、冷れい蔵ぞう庫こからゼリーを入いれた容よう器きを取とり出だす。

　蓋ふたを開あけると、思おもわず大おおきな声こえが出でてしまう。

「うわああ！　ちゃんと固かたまってる！　成せい功こうだ～!!」

　様よう子すを見みについてきていたママも「やった～～！　これでお祭まつりも大だい成せい功こうまちがいなし！」と大おお喜よろこび！

　食たべてみたいなって思おもったけれど、ガマンガマン！　そらくんが怒おこるよ！

　わたしは興こう奮ふんしたまま、容よう器きの蓋ふたを閉しめて、大だい事じに冷れい蔵ぞう庫この一いち番ばん下したの段だんに仕し舞まい込こんだ。

　そして実じっ験けんノートに大おおきく「成せい功こう！」と書かいた。

　あー！　明日あした、そらくんと一いっ緒しょに食たべるの楽たのしみだな～！

　わたしはその日ひ、ウキウキしながら眠ねむりについたんだ。
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　次つぎの日ひ、朝あさ一いち番ばんで成せい功こうの結けっ果かをそらくんに伝つたえると、そらくんもメチャクチャうれしそうだった。

　放ほう課か後ごが待まちきれないな！　って言いっていて、わたしもおんなじ気き持もちで一いち日にちをウキウキと過すごした。

　やっぱり味あじが一いち番ばん重じゅう要ようだしね！

　家いえに帰かえると、そらくんが昨日きのうと同おなじくらいすぐにやってきた。二人ふたりで実じっ験けん室しつに向むかい、冷れい蔵ぞう庫こを開あける。

　だけど。

「ほら、ちゃんと固かたまって……って……あれ？」

　わたしは容よう器きの蓋ふたを開あけてびっくりする。

「うわあああああ！　凍こおってる！」

　冷れい蔵ぞう庫こなのになんで!?

「あー、そういえば一いち番ばん下したって冷ひえやすいんだ……じいちゃんが言いってた。ショーケースの上うえの方ほうに焼やき菓が子し、下したの方ほうに生なま菓が子しを入いれてるし」

　そ、そうか。そういえば冷つめたい空くう気きってたしかあたたかい空くう気きより重おもいから、下したに流ながれるんだった！

　でも冷れい蔵ぞう庫こなのに凍こおるなんて、ひどい！

　がっかりしていたけど、そらくんはからっと笑わらう。

「実じっ験けん成せい功こうしたのは確かく認にんしたんだろ？　じゃあいいじゃん！　これ食くおうぜ！　っていうか、これはこれでメチャクチャうまそうじゃねえ？」

　あっさり言いうと、さっとナイフで切きり分わけてお皿さらにのせていく。

　そらくんってほんと、切きり替かえ早はやいな～！

　励はげまされたわたしはスプーンを握にぎる。

　だけどツルツル滑すべるのでスプーンじゃ食たべにくそう。

「フォークの方ほうが食たべやすいか？」

　そらくんがフォークを差さし出だし、わたしはそれを恐おそる恐おそるゼリーに刺さす。

「あれ？　刺ささった」

「ガチガチじゃなさそうだな」

　どちらかというとぷるんとしている。不ふ思し議ぎな感かん触しょく。

　そしてさらにフォークを刺さし込こむと、凍こおったゼリーはきれいに切きれる。

　かけらを口くちに運はこんだわたしは目めを丸まるくした。

「お、おいしい……これ！」

　ぷるんとしたゼリーの食しょっ感かんが半はん分ぶんくらい残のこっていて、だけどフルーツの部ぶ分ぶんは凍こおっているから、シャーベットっぽいサクッとした食しょっ感かんもある。

　口くちの中なかで溶とけると、つるんとした食しょっ感かんに戻もどっていくのが面おも白しろい。

「なにこれ！　うまい！」

　そらくんも叫さけぶ。

　しばらく二人ふたりとも夢む中ちゅうで食たべる。

　ほとんど同どう時じに食たべ終おわった後あと、お互たがいに顔かおを見み合あわせる。

「これ、これ、すごくよくねえ？　夏なつ祭まつりなら、ゼリーよりこれが出でてきた方ほうがおれはうれしい。だって八月がつとかゼッタイ暑あついし！」

　力ちから一いっ杯ぱいうなずいた。

　わたしもこれが食たべたい！　と思おもったけれど、ふと思おもい出だした。

「あ、でも冷れい凍とう庫こは使つかえないんだって」

「そうなのかぁ……」

　そらくんはなんだかすごく残ざん念ねんそうだ。だけど、使つかえないものは使つかえないんだし……どうしようもないよね。

「ま、しょうがないか。おれたちが店みせを出だすんじゃないしな」

　ちょっとがっかりした様よう子すで帰かえっていくそらくんを見みて、わたしもしょんぼりしてしまっていた。








19　冷れい凍とう庫こを作つくっちゃえ！









　ゼリーが固かたまらない問もん題だいは解かい決けつしたはずだった。

　メニューも決きまったし、これで夏なつ祭まつりは無ぶ事じにやれそう。だけど、なんとなくもやもやが残のこってしまっていた。

　もっとおいしくて面おも白しろいものを知しっちゃったからだ。あきらめるのはもったいない気きがしてしょうがない。

　うーん、うーん。何なにかいいアイディアないかなぁ……。

　考かんがえに考かんがえていると、目めの前まえに人ひと影かげが現あらわれる。

「理り花かちゃん？　もうみんな校こう庭ていに遊あそびに行いったけど、行いかないの？」

「え？」

　声こえをかけてきたのはシュウくんだった。

　わたしはハッとして辺あたりを見み回まわす。

　教きょう室しつにはわたしとシュウくん以い外がい誰だれもいなかった。いつの間まにか昼ひる休やすみになっていたらしい。

　給きゅう食しょくでなにを食たべたのかもあんまり覚おぼえていない。ちょっとどうかしてるかも！

　とあわてたわたしは、ハッとする。

　シュ、シュウくんと二人ふたりっきりだ！

　意い識しきするとなんか、気きまずい！

　あれ以い来らい、シュウくんとは最さい低てい限げんの会かい話わしかしていない。わたしも挨あい拶さつくらいしかできなかったし、シュウくんもそうだった。

　だから嫌きらわれちゃったのかなって……仕し方かたがないことだけどって……気きにしてた。

「今日きょう、ものすごくぼうっとしてるね」

「そ、そうかな？」

「先せん生せいの話はなしも全ぜん然ぜん聞きいてない感かんじだったし。広ひろ瀬せと何なにかあった？　気きが変かわったんなら、大だい歓かん迎げいだけど」

　シュウくんはにっこり笑わらった。

　わたしはびっくりする。なんていうか、この間あいだの返へん事じなんて、全ぜん然ぜん関かん係けいないってフンイキだったから。

　え、わたし、ちゃんと返へん事じしたよね？

　だったらもうちょっと……なんていうかちがう態たい度どになりそうなものなのに。もしわたしだったら、逃にげちゃいたくなりそうなのに。

「ええと、あのね、シュウくん？」

　だけど、ふとシュウくんが持もっていた本ほんを見みたとたん、わたしは直ちょく前ぜんに言いおうと思おもっていたことがぽんっと頭あたまから飛とんでしまった。

「──わたし、その本ほん持もってるよ」

　なんでだろう。本ほんから目めが離はなせない。

　胸むねがざわざわする。

　ヒントがそこにあると、誰だれかが訴うったえているような感かんじ。この感かん覚かくには覚おぼえがある。

　シュウくんは一いっ瞬しゅんキョトンと目めを瞬またたかせる。

　そして本ほんに目めを落おとして答こたえた。

「あぁこれ、さっき図と書しょ室しつで借かりてきたんだ。もうすぐ夏なつ休やすみだし」

　シュウくんが持もっていたのは『夏なつ休やすみの自じ由ゆう研けん究きゅう』の本ほんだった。

　これをもとにパパとたくさん実じっ験けんした。──と思おもい出だしているとき、わたしは、あっ！　と小ちいさく叫さけんだ。

「シュウくん、その本ほんちょっと貸かしてくれる？」

「いいけど、……どうしたの？」

　シュウくんは眉まゆをひそめる。

　わたしは本ほんを借かりるとすごい勢いきおいでめくる。そして見みつけた。

「……あった！」

「なに？　えーと……これを作つくるの？」

　興こう奮ふんしたわたしは、説せつ明めいをする余よ裕ゆうがないままうなずく。

　とにかく、これで、冷れい凍とう庫こがないっていう問もん題だいが解かい決けつすると思おもう。きっと！

　うわあああ、やったぁ!!

「シュウくん、ありがとう！　シュウくんのおかげですごくいいアイディア思おもいついちゃった。すごーく助たすかったよ！」

　感かん動どうしてお礼れいを言いうと、シュウくんは目めを見み開ひらいた。

「え……あ、どういたしまして」
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　シュウくんはじっとわたしの顔かおを見みつめたあと、ふと目めをそらした。

　あれ？　なんだか顔かおが赤あかいような……？

　って、あ、わたし、夢む中ちゅうになりすぎて完かん全ぜんに『返へん事じ』のこと忘わすれて普ふ通つうに話はなしてた！　シュウくんのことぜんぜん言いえないじゃん！

　あわあわとしていると、

「理り花かちゃんって……その」

　シュウくんはそっと顔かおをあげる。その顔かおはやっぱりちょっと赤あかい。

「な、なに？」

「ええと……」

　またうつむいてしまう。なんだかさっきとぜんぜん様よう子すがちがう。

　どうしたんだろうと思おもっていると、音おん楽がくが流ながれはじめる。……あ、掃そう除じの時じ間かんだ！

「あ、じゃあ、本ほん当とうにありがとう！　ええと……掃そう除じ、行いこうか？」

　そう声こえをかけてみるけれど……。

「あぁ、うん」

　シュウくんはまだうつむいていて、なんだか様よう子すが変へんなままだったんだ。
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　その日ひの放ほう課か後ご。思おもい付ついたアイディアを伝つたえると、そらくんは三みっ日か連れん続ぞくで飛とぶようにして実じっ験けん室しつにやってきた。

「冷れい凍とう庫この問もん題だい、解かい決けつしたって!?」

「やってみないとわかんないけど、できると思おもう」

　わたしはテーブルの上うえに材ざい料りょうを並ならべはじめる。

　お店みせで買かったゼリーを一つ。大おおきなボウルに氷こおり。

「なにこれ？」

　そらくんが首くびを傾かしげた。

「昔むかしね、パパと作つくったことがあるんだ。アイスキャンディ。これでできるんだよ」

「え、でも、氷こおりに入いれて冷つめたくなっても凍こおりはしないよな？」

　そらくんは意い味みがわからない、と目めをぐるぐるさせている。

　そんなそらくんの前まえにわたしはあるものを差さし出だした。

「そこで、『塩しお』の出で番ばんなんだ！」

「塩しお？」

　わたしは実じっ験けんノートを取とり出だすと、前まえの方ほうのページをめくった。

　そこにずいぶん昔むかしにやった実じっ験けんの手て順じゅんが書かいてある。

「塩しおを入いれるとね、凍こおらせることができる氷こおりに変へん身しんするんだ」

「まさかぁ」

　そらくんは信しんじられないという反はん応のうだった。

　うん。見みてもらったほうが早はやいのかも。

　わたしは話はなしを進すすめることにする。

「今日きょうはゼリー作つくる時じ間かんがないからお店みせのを使つかうことにするね。ゼリーから作つくるのは明日あしたにする」

「わかった」

　パパとやった実じっ験けんを真ま似ねしてみる。

　パパとやったのはジュースを使つかったアイスキャンディ作づくりだったんだけど、なんとなくおんなじ方ほう法ほうでうまくいくような気きがしたんだ。

　お店みせで売うっているゼリー50ｇグラムを、密みっ封ぷうできるビニール袋ぶくろに入いれる。

　そして氷こおり２カップを大おおきめのビニール袋ぶくろに入いれると、そこに塩しおを大おおさじ２振ふりかけた。

　氷こおりを入いれた大おおきめのビニール袋ぶくろの中なかに、ゼリーの入はいったビニール袋ぶくろを入いれて、シャカシャカ振ふること三分ぷん。

　ドキドキしながら袋ふくろを開あけてみると……。

「うわっ、まじ!?　凍こおってる！　魔ま法ほうみたいだ。なんで!?」

　わたしはノートを見みながらパパの説せつ明めいを思おもい出だす。

「魔ま法ほうじゃないよ、科か学がくなんだ。えーっとね。まず氷こおりって、水みずになるときに周まわりから熱ねつをうばうから、周まわりの温おん度どが下さがっていくんだ。さわったら冷つめたいのって、体からだから熱ねつをうばわれてるからで」

　氷こおりで冷ひやすと冷ひやした部ぶ分ぶんが冷ひえる代かわりに、氷こおりが溶とけて水みずになる。

　ふつうはそう考かんがえるけど、逆ぎゃくに考かんがえると、氷こおりが水みずになるときにものの熱ねつをうばって冷ひやしているってことになる……のだそうだ。

「だけど、周まわりの温おん度どが下さがるって……それは塩しおを入いれなくても同おなじだろ？」

「うん、そうなんだけど、塩しおを入いれると、塩しおが氷こおりになるのをジャマするからふつうの氷こおり水みずで冷ひやすよりもさらに冷ひえるんだって」

「意い味みがぜんぜん分わかんないんだけど」

　わたしもパパに理り由ゆうを聞きいたとき、よくわからなかったんだ。

　どうやったらわかりやすいかなあって考かんがえる。

　そして思おもいついた。パパが見みせてくれたのは、とある数すう字じだ。

「そらくん、水みずって何なん℃どで凍こおるか知しってる？」

「０℃ど？」

　わたしはうなずいた。

「じゃあ、この氷こおり水みずは何なん℃どだと思おもう？」

「そりゃ、まだ氷こおりがあるんだから０℃どだろ」

　わたしは氷こおり水みずの中なかに温おん度ど計けいを入いれた。温おん度どが表ひょう示じされるとそらくんが目めをまんまるにする。

「うわっ、マイナス18℃どだ！　ウソだろ!?」

　わたしもおどろく。前まえはここまで下さがらなかったんだ。

「氷こおりはさらに溶とけて水みずになる。そして水みずになるときに周まわりの熱ねつをうばうから、どんどん温おん度どが下さがっていくんだけど、塩しおがジャマをするせいで氷こおりになれない……。どんどん溶とけて周まわりの水みずがどんどん冷ひえていく……って感かんじで温おん度どが下さがり続つづけるんだって」

　塩しおを入いれると、マイナス21℃まで温おん度どが下さがることがあるってノートには書かいてある。

「これなら、冷れい凍とう庫この代かわりになる！　アイスもできそうだな！」

「……うん！」

「じゃあ、明日あした、またゼリー作づくりからやってみよう。そしたら、ついに完かん成せいだ！」

　わー！　すごい！

　ゴールが見みえて、達たっ成せい感かんに胸むねがいっぱいになっていたけれど、

「でも……形かたちとか、中なかになにを入いれるかとかは全ぜん然ぜん考かんがえてなかったよな……？　売うり物ものだから見みた目めが結けっ構こう大だい事じなんだけど……。じいちゃんのケーキも、メチャクチャうまいのに見みた目めがダメだと売うれないんだ」

　不ふ安あんそうにそらくんが言いい、わたしも不ふ安あんになってしまう。

　そうだった、わたし、そういう、デザインとかニガテなんだった！

　だけど、あっと思おもい付ついた。

　ほら、すごーくセンスがいい子こが近ちかくにいたよね!?

「それなんだけど、いい考かんがえがあるんだ」

　わたしがアイディアを口くちにすると、そらくんは一いっ瞬しゅん意い外がいそうにしたけれど、「すっげえいいアイディア！」とうなずいてくれたんだ。
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20　いよいよ本ほん番ばん、夏なつ祭まつり









　いつしか夏なつ休やすみに入はいり、夏なつ祭まつりの日ひがやってきた。

　だけどお祭まつりの準じゅん備びは本ほん当とうに大たい変へんで、ママもわたしも、そしてそらくんも大おお忙いそがしだったんだ。

　原げん因いんの一ひとつはものすごく大おおきな誤ご算さん！　フルーツゼリーの許きょ可かがカンタンには下おりなかったんだ！

　実じつはフルーツゼリーって直ちょく前ぜんで加か熱ねつしないナマモノだから、食しょく中ちゅう毒どくが起おきたら大たい変へんだし、そのまま出だすのはダメなんだって！

　だけどママはあきらめなかったんだ。

　わたしとそらくんがせっかく考かんがえたのにもったいないからって、知ち恵えを絞しぼった末すえに思おもいついたのは……。

「お待またせ！」

　フルールから出でてきたのはそらくんだ。

　そして、そらくんの手てにはクーラーボックス。

　その中なかには──。

　クーラーボックスの蓋ふたを開あけてのぞき込こむと、キラキラの宝ほう石せきみたいなゼリーがぎっしり詰つまっていた。

　実じつはゼリー作づくりだけフルールにお願ねがいすることになったのだ。

　フルールはちゃんと営えい業ぎょう許きょ可かをもらったお店みせだから、そこで作つくったものをお祭まつりで出だすのは問もん題だいがないらしい。

　そらくんとわたしが「手て伝つだうからゼリーを作つくってください」って一いっ生しょう懸けん命めいお願ねがいしたんだ。

　だってここまで考かんがえたのに、作つくるのに参さん加かできないのって残ざん念ねんすぎるよね？

「そらくん、おじいちゃんは？　お礼れいを言いわないと」

　ママがたずねると、

「まだ冷ひやしているゼリーがあるので、それ持もって後あとから祭まつりに来きます」

　とそらくんは答こたえる。

「それでは、数かずの確かく認にんをお願ねがいします！」

　キリッとお店みせの人ひとっぽく言いわれて、わたしは笑わらいながらゼリーを手てに取とった。

　容よう器きはハート形がた。透とう明めいなゼリーの中なかに、小ちいさくカットされたフルーツがいくつも浮ういている。

　うん、やっぱりカワイイ！

　これ、どんなフルーツを入いれるのかとか、形かたちをどうするのかとかを考かんがえてくれたのは、なんとゆりちゃんなんだ！

　こういうカワイイアイディアを思おもいつくのに、ゆりちゃん以い上じょうの子こはいないなって思おもって協きょう力りょくをお願ねがいすると、ゆりちゃんは喜よろこんで色いろ々いろと考かんがえてくれて、絵えまで描かいてくれたんだ。

　その絵えを元もとに考かんがえたのがこのゼリー。

　そしてこのゼリーは──これから『科か学がくの力ちから』で変へん身しんするんだ！

　ワクワクしていると、ママがそらくんにたずねた。

「そらくん、売うり子こもやってくれるって言いってたけど本ほん当とうにいいの？　お手て伝つだいしてたらお店みせ回まわれないよ？」

「お店みせ手て伝つだうほうが楽たのしそうなんで」

　そらくんが元げん気きに答こたえると、ママはうれしそうに笑わらった。

「心こころ強づよいわねえ。なんたってフルールのシェフのお孫まごさんだし」

「それに弟で子しなんだよ！」

　わたしが付つけ加くわえると、そらくんがちょっと情なさけなさそうに「まだ弟で子し候こう補ほだけどな！　早はやく弟で子しになりたい！」と言いって笑わらった。




　テントにたどり着つくと準じゅん備びをはじめる。お祭まつりが始はじまるまであと三時じ間かんくらい。

　ママたち大人おとなが表おもてに看かん板ばんを飾かざったりとがんばっている間あいだに、わたしとそらくんも『実じっ験けん』の準じゅん備びだ。

　わたしが持もってきた大おおきなクーラーボックスには、氷こおりが満まんタンに詰つまっている。

　塩しおも念ねんのために３キロも用よう意いしてある。

　発はっ泡ぽうスチロールのケースの中なかで材ざい料りょうを混まぜ合あわせたら、即そく席せき冷れい凍とう庫この出で来き上あがり！

　だけど、わたしは準じゅん備びがひと段だん落らくすると急きゅうにソワソワしてしまった。

　あぁ、アレ、いつ渡わたそうかな……。

　ドキドキしてしまう。

　夏なつ祭まつりの準じゅん備びをしながら、わたしはもう一ひとつの大だい事じなイベントの準じゅん備びもしっかり進すすめていたんだ。

　もう一ひとつのイベント。それは、そらくんの誕たん生じょう日び！

　夏なつ祭まつりと一いっ緒しょの日ひだって気きづいてるのって、もしかしたらわたしだけかもしれないよね……。

　できれば、一いち番ばんに渡わたしたいな。一いち番ばんにおめでとうって言いいたいな。

「そ、そらくん、あのね」

　もぞもぞとカバンの中なかをあさる。紙かみ袋ぶくろに手てが触ふれた時ときだった。

「理り花かちゃん」

　聞きき覚おぼえのある声こえにどきりとして、紙かみ袋ぶくろから手てを離はなす。

　振ふり返かえるとそこにはシュウくんがいた。

「ど、どうしたの？」

　そ、それにこんなふうに声こえをかけてくるのがびっくりだ！

　だって、シュウくんとはずっと気きまずいまんまだったし。

　用よう事じがあって話はなしかけても、なんとなくだけどギクシャクして、前まえみたいに会かい話わが続つづかなかった。

　それがなんとなく前まえ──虫むしのことで盛もり上あがってたときに戻もどったような感かんじ。どうしてだろう？

「まだぜんぜん勝しょう負ぶはついてないし。あのまま引ひき下さがるのって僕ぼくらしくないなって思おもったから」

「え？」

　意い味みがわからなくて聞きき返かえすと、シュウくんはちょっと苦にが笑わらいをして言いい直なおした。

「理り花かちゃんがお店みせやるって聞きいてたから、手て伝つだいに来きたんだ」

「え、手て伝つだい!?」

「うん。本ほん当とうはお祭まつりを一いっ緒しょに回まわりたかったんだけどね。……なにか手て伝つだうことない？」
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　そうにっこり笑わらったシュウくんに、わたしはどきんとしてしまう。

　あ、あれ、あの話はなしってもう終おわってたんじゃなかったの～!?

　だけどシュウくんのおだやかな顔かおは、そらくんがわたしの後うしろにひょっこり現あらわれたせいですぐに曇くもった。

「遅おそかったな！　もう手て伝つだいは間まに合あってまーす」

　そらくんはなんでかドヤ顔がおで、ものすごくうれしそうに言いった。

　シュウくんが眉まゆをピクリと跳はね上あげる。

　ビリリ、と空くう気きが尖とがったような気きがした。

　まさかケンカとかしないよね？　と不ふ安あんになってくる。

　いや、でも二人ふたりとも学がっ校こうではほとんど話はなしてないはずなのに。

　なんでこんな仲なかが悪わるそうなわけ？

　理り由ゆうを考かんがえながら、わたしは気きまずいフンイキをなんとかしようと話わ題だいを探さがした。

「え、えっと、シュウくん、せっかくだしアイス食たべていく？」

「アイス？　確たしか学がっ校こうではゼリーの話はなししてなかった？　冷れい凍とう庫こもなさそうだけど……」

　ふふふと笑わらってしまう。

　そうだよね、たぶんみんなびっくりするだろうな。

　わたしはクーラーボックスから、まだ凍こおらせていないフルール製せいのハート形がたゼリーを取とり出だした。

「ほら、やっぱりゼリーじゃないか」

　そう言いうシュウくんの前まえで、

「今いまはね」

　わたしは氷こおりを入いれたタライの中なかに塩しおを振ふり入いれて、トングで大おおきくぐるぐるとかき混まぜた。そしてゼリーを中なかに入いれたんだ。

　氷こおりがじわっと溶とけていって、やがて氷こおり水みずになる。

　かき混まぜやすくなったところを、さらにぐるぐるとかき混まぜる。透とう明めいなゼリーは中ちゅう央おうでくるくると回まわっていたけれど、氷こおりに触ふれているところからだんだん曇くもってきた。

「あ！　これって……アイスキャンディの実じっ験けん！　なるほど、自じ由ゆう研けん究きゅうの本ほんで喜よろこんでたのって、これか」

　シュウくんが言いってわたしはうれしくなる。

「シュウくんならわかるかなって思おもってたんだ！」

「やったことなかったけど、本ほん当とうに凍こおるんだ」

「あ、指ゆび入いれたらだめだよ。けがしちゃうから」

「凍とう傷しょうか」

「そう。一いち番ばん冷ひえてマイナス21℃だから」

「うわ、すごいな！」

　盛もり上あがりながらわたしは氷こおり水みずからトングを使つかってゼリーを取とり出だす。

「まだ凍こおりきってないから、凍こおったの食たべたかったらまた後あとで来きてね」

　ちょっとだけ凍こおったゼリーを水みずですすぎ、シュウくんに手て渡わたそうとする。シュウくんの差さし出だした手てに、わたしの手てが触ふれそうになったとき。

　そらくんがわたしの手てからすばやくゼリーをうばうと、「どーぞ！」とシュウくんに手て渡わたした。

　は？　え、今いまのなに？

　目めを白しろ黒くろさせていると、シュウくんは呆あきれたように、

「広ひろ瀬せってさぁ……ほんっとコドモだよなぁ。なにそのジャマのしかた」

「は？　ジャマ？　渡わたしてやっただけだろ」

　ドヤ顔がおだったそらくんはムッとする。

「やっぱり理り花かちゃんって見みる目めなさすぎ。コドモな広ひろ瀬せよりゼッタイ僕ぼくを選えらぶべきだと思おもう」

　とシュウくんは言いう。

　え、なんでわたしの話はなし？

　僕ぼくを選えらぶべきって……もしかして、究きゅう極きょくの実じっ験けんのこと、あきらめてなかったの!?

　ひゃあ──って……シュウくん、実じつはメチャクチャ自じ信しん家かじゃない!?

　びっくりしていると、

「はぁ!?　コドモコドモって、なんだよ。同おなじ歳としだろ？」

　そらくんはイラッとした顔かお。うわああ、まずい！　ケンカ!?　わたしが顔かおを引ひきつらせたとき、

「お取とり込こみ中ちゅう悪わるいけど……」

　と大人おとなっぽい低ひくい声こえが響ひびいた。

　振ふり返かえったわたしは目めを丸まるくした。背せの高たかい男おとこの人ひとが立たっていたからだ。

「え」

　おだやかな笑え顔がおの、すごくかっこいい男おとこの人ひと。どこかで見みたことがあるような……でもどこで……だっけ？

　男おとこの人ひとはそらくんに向むかって言いう。

「シェフに頼たのまれて追つい加かのゼリー持もってきたんだけど、ここでいいのかな？」

「叶かのうさん！　ありがとうございます、ここに置おいてください！」

　そらくんが元げん気きよく言いうけれど、

「かのう、さん？」
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　どこかで聞きいたような……わたしは首くびをかしげる。そんなわたしに男おとこの人ひとは言いった。

「フルールの新あたらしいスタッフの新にっ田た叶かのうです。佐さ々さ木き理り花かちゃんだね。初はじめまして。シェフからよくウワサを聞きいてます」

　言いわれてわたしはハッとする。

　そういえばこの間あいだお店みせに飛とび込こんだときにいたかもしれない！

　今日きょうは制せい服ふくを着きてなかったからわからなかった！

　え、でも……今いま、ウワサって言いった……？

　な、何なにかした？　わたし!?

　あせっていると、叶かのうさんはわたしとそらくんとシュウくんの三人にんを順じゅんに見みつめた後あとにクスリと笑わらう。

「そらくんに強きょう力りょくなライバル出しゅつ現げん、ってところ？　面おも白しろくなってきたね」

　シュウくんはちょっと眉まゆを上あげたけれど、ふっと楽たのしげに笑わらう。だけど、

「はぁ？　ライバル？　それ、どういう意い味みですか？　なにも面おも白しろくないんだけど！」

　そらくんはフキゲンそうに叶かのうさんに食くってかかる。

「そういうところがコドモなんだって……」

　シュウくんが言いうと、そらくんの鋭するどい視し線せんはシュウくんに向むけられる。

　あああああまずい！

　と思おもっていたところに「理り花かちゃん！」と高たかい声こえが割わり込こんだ。

　やってきたのはゆりちゃんとみぃちゃんとななちゃん。

　険けん悪あくなフンイキが吹ふき飛とび、みんなが天てん使しに見みえてしまう！

　そして他ほかのクラスメイトの顔かおもちらほらと見みえ、どこからか「あれ？　石いし橋ばしくんだ！　来こないんじゃなかったの？」という声こえが聞きこえた。

　シュウくんはちょっとあせった顔かおをして、「今日きょうのところは帰かえるね」とすばやく店みせを出でていく。

　あぁ、な、なんだか助たすかった!?

　ホッとしていると、ゆりちゃんが言いった。

「お店みせはまだ？」

　三人にんとも色いろとりどりの浴衣ゆかたを着きていて、すごくカワイかった。

「まだ準じゅん備び中ちゅうだけど……ちょっと待まってて」

　ママに聞きいてみることにする。すると、

「協きょう力りょく者しゃだしこっそり先さきに出だしてもいいわよ！　お礼れいにサービスしてあげて！」

　とお許ゆるしが出でた。

　ゼリーを出だすとゆりちゃんが「メチャクチャカワイイ！」と高たかく叫さけんだ。

「ゆりちゃんのアイディアのおかげだよ～！」

　わたしが言いうと、ゆりちゃんはちょっと照てれくさそうにする。

「乳にゅう製せい品ひん入はいってないから、みぃちゃんも食たべられるよ！」

「ありがとう！」

　わいわいとしたところで、ゆりちゃんたちが手てを出だす。だけど、ゼリーを渡わたすのはまだだ。

「ちょっと待まってね」

　そう言いうとみんなキョトンとする。すぐに食たべるのだと思おもっていたみたい。

「今いまからちょっとだけ『実じっ験けん』するね！」

「実じっ験けん？」

「このゼリーを凍こおらせます！」

「えっ？　でも冷れい凍とう庫こないよ？」

「見みてて」

　わたしはさっきと同おなじように氷こおりをタライに入いれると塩しおを振ふりかける。

　そしてできた氷こおり水みずにゼリーを沈しずめて、ぐるぐると混まぜること三分ぷん。

　見みせた時ときの反はん応のうが楽たのしみすぎて、わたしとそらくんは顔かおを見み合あわせて思おもわずニヤッと笑わらってしまう。

「「じゃじゃ──ん！　『科か学がくのフルーツゼリーアイス』です！」」

　そらくんと同どう時じに言いうとわっとその場ばが沸わき立たった。

　取とり出だしたゼリーを見みてみんなびっくりだった！

「ウソおおお！　なんで凍こおってるの？」

「え!?　氷こおり水みずに入いれただけだよね？」

「実じつは塩しおがキーアイテムなんだ！」

　わたしがそらくんにしたような説せつ明めいをすると、みんな面おも白しろそうに顔かおを輝かがやかせる。

「面おも白しろい！　っていうか理り花かちゃんすごい！」

　みぃちゃんとななちゃんが感かん動どうしている。ちょっと照てれてしまう。

　するとゆりちゃんがニヤッと笑わらう。

「なんたって、理り花かちゃんは理り科かのスペシャリストだから！」

　まるで自じ分ぶんのことみたいに言いうゆりちゃんを見みて、わたしは目めを丸まるくする。

　わあ、なんだか、……すごく、うれしい！
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　こんなふうになれるなんて思おもいもしなかったから余よ計けいにだった。




　クラスのみんながお祭まつりを楽たのしんでいる間あいだ、わたしとそらくんは大おお忙いそがし！

　みんなの反はん応のうを見みていたお母かあさんが、さっきみたいに凍こおるところを他ほかのお客きゃくさんにも見みせて欲ほしいって言いったんだけど、それが大おお当あたり！

　ゼリーが凍こおる『実じっ験けん』が評ひょう判ばんになって、ゼリーアイスのお店みせには長ちょう蛇だの列れつができたんだ！

　そして、ゼリーはいよいよ最さい後ごの一個こになる。

　うわああ、やった！　売うり切きれだ！

　感かん動どうしながら最さい後ごのお客きゃくさんに手て渡わたす。

「これが最さい後ごの一個こです！」

　すると聞きき覚おぼえのある声こえが返かえってきた。

「よかった。食くいっぱぐれるところだった」

　そう言いったのは──なんとそらくんのおじいちゃんだった！

　おじいちゃんは笑わらう。

「ほー、これはこれは」

　おじいちゃんはゼリーアイスを受うけ取とると、上うえから横よこから下したからぐるりとながめた後あとに、パクリと一ひと口くち。

　わたしとそらくんは思おもわず息いきを止とめて反はん応のうを見みつめてしまう。

　するとおじいちゃんは十じゅう分ぶんに味あじわったあと、ごっくんと飲のみ込こむとにっこりと笑わらったんだ。

「うまい。味あじはわしが作つくったんだから当あたり前まえだが、食しょっ感かんがすごく良よくなっている」

「わああああ！　やった！」

　そらくんとわたしは思おもわずハイタッチだ！　やった！！！

「よく自じ分ぶんたちだけで考かんがえたなぁ」

　モグモグとゼリーを食たべ終おわったおじいちゃんは、感かん心しんした声こえを出だした。

　わっ、すごくほめられてない!?

　びっくりしていると、おじいちゃんはそらくんの頭あたまに手てをのせてクシャッと髪かみの毛けをかき回まわした。

「そらは理り花かちゃんがいると百ひゃく人にん力りきだな」

「だろ!?　やっぱりな～！」

　うわああ、なんか照てれる！

　でも、わたしの方ほうこそ、そらくんがいると百ひゃく人にん力りきなんです！

　そう答こたえようとしたわたしだったけれど、なんだか別べつの意い味みに聞きこえそうで、直ちょく前ぜんで恥はずかしくなってしまって言こと葉ばを飲のみ込こむ。

　言いえなかったけれど。

　本ほん当とうに、そらくんがいればわたし、どんなムズカシイ問もん題だいにもチャレンジできそうな気きがするんだ。

　──『究きゅう極きょくの菓か子し』だって、いつか。

　そんな言こと葉ばが頭あたまの中なかにぽんと浮うかぶ。

　やっぱりそらくんと作つくりたいな、『究きゅう極きょくの菓か子し』。

　そらくんとならいつかきっと作つくれるんじゃないかな。そんな予よ感かんを胸むねに、わたしは夜よ空ぞらを見み上あげる。

　星ほしがキラキラときれいな夜よるだった。








21　お祭まつりのフィナーレには









　お店みせが大だい繁はん盛じょうだったおかげで、ママたちからはものすごく感かん謝しゃされてしまった。

　なんたって売うり切きれるくらいの大だい人にん気きだ。

　フルールのゼリーってこともあって味あじも良よかったし、その場ばで凍こおらせるっていう『実じっ験けん』が子こどもには大だい人にん気きだったみたい。

「来らい年ねんもよろしくって言いわれちゃったね」

　祭まつりの後あと片かた付づけが行おこなわれている中なか、わたしとそらくんは、校こう庭ていのジャングルジムのてっぺんに腰こし掛かけてご褒ほう美びにもらったラムネを飲のんでいた。

　ラムネはきんきんに冷ひえていた。だけど、飲のんでも飲のんでも喉のどがすぐにからからになってしまう。

　きっと、さっきからずっとドキドキしっぱなしだからだ。

　……だって、プレゼント、今いま渡わたさなかったら、もう渡わたせないんだもん。

　そらくんのラムネの残のこりはあと半はん分ぶん。

　飲のみ終おわったら帰かえっちゃうかもしれないよね。……わたし！　しっかりして！　勇ゆう気きを出だして！

「そ、そ、そらくん」

「なんだ？」

「ええっと、あの、あのね！　おめでとう！」

　わたしはエイッとお腹なかに力ちからを入いれると、そらくんに向むかって紙かみ袋ぶくろを突つき出だす。

「え、何なに？」

　そらくんは目めを見み開ひらいて驚おどろいている。

「えっと、今日きょう、お誕たん生じょう日びなんだよね」

「あ……そうだった」

「わ、忘わすれてたの!?」

「いや、プレゼント前まえ倒だおししてもらったし、ケーキも明日あしたでいいやって言いったから特とく別べつなことってないと思おもってて」

　そらくんはちょっと照てれくさそう。

「お、誕たん生じょう日び、おめでとう」

　もう一いち度ど言いうと、そらくんは「ありがとな！」とカラッと笑わらって紙かみ袋ぶくろを受うけ取とる。

「開あけていい？」

「うん」

　そらくんは紙かみ袋ぶくろから中なか身みを取とり出だした。

「うわ、すげえ。これって……」

　そらくんの目めが星ほしみたいに輝かがやいた。

　わたしはうなずく。

「これをね、二人ふたりで考かんがえたレシピでびっしり埋うめられたらステキだなって思おもって。そしてわたしのと二つを合あわせたら、いつか、『究きゅう極きょくの菓か子し』にたどり着つける気きがするんだ」

　一ひと息いきで言いうと、そらくんはしばらくじっとわたしの渡わたしたプレゼントを見みつめていた。

「おれ一人ひとりだったらさ、ムリって思おもいそうだけど」

　そらくんはわたしを見みるとニコッと笑わらった。

「理り花かとなら、できそう」

　そらくんの笑え顔がおにどきんとしたとき。

　どんっと大おおきな音おとがして、そらくんの肩かた越ごしにパッと光ひかりが舞まう。

「あ、花はな火び！　すごい！　きれい！」

　そういえば、誰だれかがお祭まつりの日ひに花はな火び大たい会かいがあるって言いってたかも。

　でも、ここからこんなにきれいに見みえるなんて知しらなかった！

　花はな火びはお祭まつりのフィナーレを飾かざるようにどんどんと打うち上あがる。

　黄き色いろ、赤あか、緑みどり、白しろ。まるでわたしたちが作つくったゼリーアイスみたい。

「実じつはここ特とく等とう席せきなんだよな！　知しらなかったろ？」

　にしし、といたずらが成せい功こうしたような顔かおでそらくんが言いう。

「来らい年ねんもまた見みようぜ、ここで」

「……うん！」

　来らい年ねんも。そのまた次つぎの年としも。ずっと一いっ緒しょに見みられたらいいな。そんなふうに思おもいながら、わたしはそらくんを見みつめる。

　そらくんの輪りん郭かくを、花はな火びの光ひかりがキラキラと彩いろどっていた。
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「おっじゃましまーす！」

　元げん気きな声こえがひびく。見みると門もんのところからそらくんが実じっ験けん室しつに向むかって来きているのが見みえた。

　夏なつ休やすみのとある日ひ。わたしはそらくんと久ひさ々びさの実じっ験けんの約やく束そくをしたんだ。

　本ほん当とうは毎まい日にちでも実じっ験けんをやりたい気き分ぶんだったけど、五年ねん生せいともなると夏なつ休やすみの宿しゅく題だいもたくさんだし、それからそらくんは算さん数すうと理り科かが得とく意いになるために夏なつ休やすみだけ塾じゅくに通かよっているし、野や球きゅうもあるものだから結けっ構こう忙いそがしいのだ。

　ん？

　そらくんの背せ中なかにはまるで山やま登のぼりに行いくような大おおきなリュックがあった。

「ど、どうしたのその荷に物もつ」

「あれだよ、アレ！」

　そらくんが笑わらう。ああ、アレか！

　わたしはこの間あいだ見みせてもらった、そらくんが前まえ倒だおししてもらったっていう誕たん生じょう日びプレゼントのことを思おもい出だした。

「まずボウル！　それから泡あわ立だて器き！　計けい量りょうカップにヘラにバットに温おん度ど計けい！」

　リュックからは次つぎ々つぎに道どう具ぐが出でてくる。

　そうなんだ。そらくんがもらった誕たん生じょう日びプレゼントっていうのは、実じつはこの料りょう理り道どう具ぐセットなのだった。

　実じっ験けん室しつにも道どう具ぐはあるけれど、やっぱり理り科かの道どう具ぐだから本ほん格かく的てきな料りょう理りには向むかないことも多おおいんだ。

　ビーカーと計けい量りょうカップは似にてるけど、やっぱりフンイキが出でないしね！

　これから究きゅう極きょくの菓か子しを作つくるんだから、道どう具ぐは重じゅう要ようだもんね！

「来らい年ねんは何なに頼たのもうかな～」

　ずらりと並ならんだ道どう具ぐの前まえで、そらくんはもう一年ねん後ごのことを考かんがえているらしい。気きが早はやすぎる！

　クスクス笑わらっていると、そらくんが「それから」とリュックに手てを入いれる。

「一いち番ばん重じゅう要ようなもの！」

　そう言いって取とり出だしたのは一冊さつのノートだった。

　うれしくて思おもわず口くち元もとがゆるんでしまう。

　だって、それはわたしがプレゼントした『レシピノート』だったのだ。

　普ふ通つうの大だい学がくノートなんだけど、表ひょう紙しに油ゆ性せいペンで絵えを描かいたりシールでデコレーションしたりしたんだ。

　中ちゅう央おうにわたしが書かいた『レシピノート』というタイトルの前まえには、そらくんの字じで大おおきく『究きゅう極きょくの』と付つけ加くわえてあって笑わらってしまう。

「最さい初しょのレシピはどうするの？」

　ワクワクしながらわたしがたずねると、そらくんは意い外がいそうに片かた方ほうの眉まゆをあげる。

「決きまってる。二人ふたりで考かんがえた菓か子しを全ぜん部ぶここに書かくんなら……最さい初しょはこれだろ？」

　そらくんは鉛えん筆ぴつを取とり出だすと一行ぎょう目めに大おおきな字じでタイトルを書かき込こんだ。

　わたしは目めを見み開ひらいた。




『科か学がくのフルーツゼリーアイス』




　これが、究きゅう極きょくの菓か子しにつながる道みちへの、わたしたちの第だい一いっ歩ぽなのかも。

　なんだかしみじみしていると、そらくんはわたしの顔かおをのぞき込こんでにっと笑わらったんだ。





「──さぁ、次つぎは、何なにを作つくろうか？」

[image: ]










23　集しゅう合ごう写しゃ真しんに写うつるのは









　その日ひの夜よるのこと。寝ねようとしていたおれは、ガバッと布ふ団とんから飛とび起おきた。

「やべっ！　道どう具ぐ片かたづけるの忘わすれてた！」

　実じっ験けん室しつで洗あらってきたけれど、リュックに入いれっぱなし。きちんと乾かわかさないと錆さびが出でたりするのだ。

　じいちゃんは道どう具ぐを大だい事じにすることは、菓か子し作づくりの基き本ほんだって言いっていた。思おもい出だせてよかった。

　ムワッとした空くう気きにうんざりしながら工こう房ぼうに向むかうと、まだ電でん気きがついていた。

　あれ？　じいちゃん？　──と思おもったけれど違ちがった。叶かのうさんだ。ムズカシイ顔かおで壁かべにひっそり貼はってある古ふるい写しゃ真しんをじっと見みつめている。

　それはじいちゃんが昔むかし修しゅ業ぎょうしていた工こう房ぼうの前まえで撮とったものだそうだ。写しゃ真しんには白しろい制せい服ふくを着きた人ひとたちがたくさん写うつっていて、隅すみの方ほうにじいちゃんとばあちゃんもいる。

　二人ふたりともまだ若わかくてじいちゃんの髪かみは黒くろい。工こう房ぼうの人ひとの髪かみは赤あかや茶ちゃや金きんと色いろとりどりで、黒くろい髪かみの人ひとがいないからじいちゃんは妙みょうに目め立だっていた。

「叶かのうさん？」

　扉とびらを開あけ、声こえをかけると、叶かのうさんはビクッと大おおきな体からだを震ふるわせる。だけど振ふり返かえった顔かおはいつも通どおりにおだやかな笑え顔がおだった。

「そらくんか。どうしたんだい？　こんな夜よ中なかに」

「いや、道どう具ぐの手て入いれしようと思おもって。叶かのうさんは？」

「僕ぼくもだよ」

　そう言いう割わりには、どこにも道どう具ぐがない。

　不ふ思し議ぎに思おもっていると叶かのうさんは写しゃ真しんに目めを戻もどし、赤あかい髪かみ、青あおい目めのばあちゃんを指ゆびさした。

「そらくんに似にてるけど、おばあちゃんって、この人ひと？」

　おれはうなずく。おれはばあちゃんに顔かお立だちがよく似にているらしい。

「名な前まえはなんていうの？」

「フルール。店みせの名な前まえってばあちゃんの名な前まえからつけたんだ」

「やっぱりそうか。──Je l'ai finalement trouvé.ついに、見つけた」

　叶かのうさんは、小ちいさくつぶやく。

　え？　どこの言こと葉ばだ？

　意い味みのわからない言こと葉ばに眉まゆを寄よせると、叶かのうさんはにっこりと笑わらった。

　その笑え顔がおが妙みょうに嬉うれしそうで──

　おれはなんだか心こころがざわりとしたのだった。








あとがき









　こんにちは！　やまもとふみです。

『理り花かのおかしな実じっ験けん室しつ』第だい二巻かんを読よんでくれてありがとう！

　今こん回かいは新しん登とう場じょうのキャラクター二人ふたり（ｎａｎａｏななお様さまのイラストが本ほん当とうに素す敵てきです!!）に、特とくにシュウにはずいぶんとかき回まわされましたが、ハラハラ・ドキドキを楽たのしんでもらえたかな？

　突とつ然ぜんですがクイズです！　今こん回かいのお菓か子しはゼリーでしたが、次じ回かいのお菓か子しは一いっ体たい何なんでしょうか？　ちょっと難むずかしいかもしれません！（笑わらい）

　ヒントは、次つぎも夏なつ休やすみ（後こう半はん）のお話はなしだということです。そして夏なつ休やすみといえば……？　思おもいついたらぜひ教おしえてね！

　ｎａｎａｏななお様さま、編へん集しゅう様さま、校こう正せい様さま、デザイナー様さま他ほか、本ほん造づくりに関かかわってくださった方かた々がた、今こん回かいも素す晴ばらしい本ほんにしていただき本ほん当とうにありがとうございました!!

　三巻かんは六月がつ発はつ売ばい予よ定ていです。どうぞお楽たのしみに！
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